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スペ ル チェ ッ カ ー を 提供 し て くれ た WordPerfect Corporation に 特に 感謝 し ます 。 こ の ファ イル に は スペ ル チェ ッ カ ー が 必要 で し た 。 
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特別 な 感謝 を 捧げ る 方 々 : 


Nitro Glycerine: ファ イル を 提供 し て いた だ き あ り が と う ご ざ いま す ! 


Xpax: 警 官 が そこ に いる 間 、 我 慢 強 く 待っ て いて くれ た こと に 感謝 ! 
プロ デュ ー サ ー: フ ァイル を 私 に 届け て くれ て あり が と う .… 

ディ レク ター: フ ァイル を 私 に 届け て くれ て あり が と う .… 
カマ ロ さ ん : 彼 の 大 き な エ ゴ の た めで す ! 


マジ シャ ン : 彼 が 送る ベル ヌー イ カー ト 全 部 の た めで す ! 


これ に 長年 の 努力 の 結晶 で す 。 こ れ は 、 無 名 の 著者 に よる 未 発表 作品 の 原稿 で す 。 元 々 は 2 つの 大 き な フ ァイル で し た が 、 結 合 し て 、 主 に 画像 を 中 心 に 大 幅 に 編 

集 し 、 ス ペル チェ ッ ク を 行い まし た 。 こ の 人 は 化学 の 天才 で す が 、 命 が け で も スペ ル を 間違え る こと は あり ませ ん 。WordPerfect 4.2 で スペ ル チェ ッ ク を 実行 し た だ 
け な の で 、 お そら く 検 出さ れ な か っ た エラ ー が 他 に も ある で し ょ う 。 申 し 訳 あ り ま せん 。 こ の ファ イル を じっくり 読ん で 、 小 さ な エ ラー を すべ て 修正 する 忍耐 力 が ある こ 
と を 願っ て いま す 。 提 出す る つも り は あり ませ ん 。 


この ファ イル は Kathy と KiKi に 捧げ ます .… 二 人 が ど 
こ に いて も .… 
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テロ リス ト の ハン ドブ ッ ク 

1.0 は じ め に 

カオ ス イン ダス トリ ー ズ (CHAOS) の 一 部 門 で ある Guns and Bombs Pyro-Technologies は 、 こ の 『 テ ロリ スト の ハン ドブ ッ ク 』 の 初版 を 誇り を 持っ て 発表 し 


ます 。 ま ず 第 一 に 、 こ の 出版 物 に 記載 され て いる 情報 の 誤用 に つい て は 、 カ オス イン ダス トリ ー ズ は 一 切 の 責任 を 負わ な いこ と を 明記 し て お きま す 。 こ の 目的 は 、 こ の 
国 や 他 の 国々 で 、 政 治 的 お よび 社会 的 目的 を 達成 する た め に テロ を 利用 する 人 々 が 使用 する 多く の テク ニッ ク と 方 法 を 示す こと で す 。 


ここ で 紹介 する 手法 は 公共 図書 館 か ら 入手 で き 、 通 常 は 最小 限 の 装備 で テロ リス ト が 実行 で きま す 。 狂 人 や 社会 の 逸脱 者 な ら 誰 で も この 情報 を 入手 し 、 そ れ を 誰 
か に 対し て 使用 で きる た め 、 な お さら 怖 を 感じ ます 。 こ こ で 紹介 する プロ セス と 手法 は 、 い か な る 状況 で も 実行 し な いで くだ さい 。 こ の 出版 物 で 紹介 され て いる 
方 法 の いずれ か を 実行 し よう と する と 、 深 刻 な 危害 や 死亡 事故 が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 こ れ は 単に 読書 を 楽し むための も の で あり 実際 に 使用 する た め の 
も の で は あり ませ ん 。 


Guns and Bombs Pyro-Technologies は 、 テ ロリ スト が テロ 行為 を 実行 する の が いか に 簡単 で ある か を 誰 も が ある 程度 理解 する こと が 重要 だ と 考え て いま 
す 。 そ れ が この 出版 物 の 存在 理由 で す 。 
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11.0 著者 に つい て 
2.0 爆発 物 と 推進 剤 の 購入 
ある 程度 の 大 き さ の 都市 や 町 に は 、 銃 砲 店 と 薬局 が 必ず あり ます 。 こ の 2 つ は 、 
潜在 的 な テロ リス ト は 爆発 物 を 購入 する た め に 訪れ る 。 必 要 な の は 、 何 か を 知る こと だ け だ 。 
爆発 以外 の 用 傘 で の 使用 に 関す る も の 。 例 えば 、 黒 色 火 薬 は 黒色 火薬 銃 に 使用 され ます 。 
さま ざま な 「 グ レー ド 」 が あり 、 グ レー ド ご と に サイ ズ が わずか に 異な り ま す 。 黒 の グレ ー ド 
火薬 の 量 は 、 使 用 する 銃 の 口径 に よっ て 異な り ます 。 細 か い 火 薬 は 、 
口径 の 合わ な い 武器 。 原 則 と し て 、 等 級 が 小さ い ほ ど 、 火 薬 の 燃焼 速度 が 速く な り ま す 。 
2.01 黒い 粉 
黒色 火薬 は 一 般 的 に 3 つの グレ ー ド が あり ます 。 前 述 の よう に 、 グ レー ド が 小さ い ほ ど 、 
火薬 は 燃え る 。 爆 弾 で は 燃焼 速度 が 極め て 重要 で ある 。 爆 発 は ガス の 急激 な 増加 で ある た め 、 
限ら れ た 環境 で 爆発 を 起こ す に は 、 燃 焼 速 度 の 速い 火薬 が 望ま し い 。 
一 般 的 な 黒色 火薬 の 等 級 は 、 そ の 通常 の 口径 (口径 ) と と も に 以下 に 記載 され て いま す 。 
一 般 的 に 、 最 も 速く 交 え る 粉末 で ある FFF グ レー ド が 望ま し い 。 し か し 、 他 の 
グレ ー ド と 用 傘 は 以下 の 通り で す 。 
学年 ボア 幅 銃 の 例 
ふ .50 以 上 .36 - .50 模型 大 砲 い いく つか の ライ フル 
FE 大 型 ピス トル 小型 ラ イフ ル 
FFFF1.5L…… .36 以 下 ピス トル : デリ ンジ ャ ー 


FFF グ レー ド は 最も 速く 燃焼 し ほす 。 こ れ は 、 グ レー ド が 小さ い ほ ど 、 燃 焼 面 が 広く な り 燃焼 熱 に さら され る た めで す 。 
炎 の 前 面 。 よ り 大 き な グ レー ド に は 用 途 も や あり ます が 、 こ れ に つい て は 後 で 説明 し ます 。 黒 色 火薬 の 価格 帯 は 、 

1 ポン ド あ た り 約 8.50 ド ル か ら 9.00 ド ル で す 。 価 格 は グレ ー ド に よっ て 左右 され な い の で 、 時 間 と 労力 を 節約 で きま す 。 

より 細か い グ レー ド の 火薬 を 購入 し ます 。 黒 色 火 薬 の 主 な 問題 は 、 静 電気 に よっ て 誤っ て 発火 する 可能 性 が ある こと で す 。 
電気 を 通し 空気 中 の 水分 を 吸収 する 性 質 が ある 。 安 全 に 粉砕 する た め に 、 爆 撃 機 は プラ スチ ッ ク 製 の 

スプ ー ン と 木製 の サラ ダボ ウル を 使っ て 、 少 し ずつ 粉 を 混ぜ 、 

スプ ー ン で 数 回 こす っ た り 、 円 を 描い た り し ます が 、 あ まり 強く こす っ て は いけ ませ ん 。 

小麦 柱 。 し か し 、 そ の 細か さ は 、 ど の よう な 種類 の 装置 を 作り た いか に よっ て 異な り ま す 。 明 ら か に 、 

1 フィ ー ト メ 4 イ ンチ の 半径 の パイ プ を 満た す の に 十分 な 量 の 粉末 を 粉砕 する の は 現実 的 で は あり ませ ん . 誰 で も 黒色 火薬 を 購入 で きま す 。 
アメ リカ で は 誰 で も 黒色 火薬 銃 を 所 有 で きる 。 
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2.02 


2.03 


パイ ロ デ ッ クス 


Pyrodex は 、 黒 色 火 薬 の よう に 使用 され る 合成 粉末 で す 。 同 じ グ レー ド の も の が あり ます が 、1 ポン ド あ た り の 価格 は 高く な り ま す 。 た だ し 、1 ポン ド の 
容器 の Pyrodex に は 、1 ポン ド の 黒色 火薬 より も 多く の 物質 が 入っ て いま す 。 黒 色 火 薬 より も 粉砕 し や すく 、 非 常に 細か い 粉 末 に する こと が で き 、 


ル か か り ま す 。 黒 色 火薬 と 同じ よう に 粉砕 する こと も 、 沸 騰 し た お 湯 に 溶かし て 乾燥 させ る こと も で きま す 。 


ロケ ッ ト エ ンジ ン 粉 末 


最近 の 最も エキ サイ ティ ング な 趣味 の 1 つ は 模型 ロ ケッ ト で す 。 エ ステ ス は 模型 ロケ ッ ト キッ ト と エン ジン の 最大 の メー カー で す 。 ロ ケッ ト エ 
ンジ ン は 、1 つの 大 き な 推 進 剤 の 粒子 で 構成 され て いま す 。 こ の 粒子 の 周囲 に は 、 か な り 重 い ボ ー ル 紙 の チュ ー ブ が 巻 か れ て いま す 。 チ ュー ブ を 縦 に 切 
り 込 み 、 ペ ー パ ー タオ ル の ロー ル の よう に 包み を 開け る と 推進 剤 が 取り 出せ ます 。 こ の 作業 が 終わ っ た ら 、 推 進 剤 の 粒子 の 両端 に ある 灰色 の 

耐火 粘土 を 取り 除く 必要 が あり ます 。 こ れ は 通常 、 プ ラス チッ ク 製 また は 真 欠 製 の ナイ フ で 丁寧 に 行い ます 。 こ の 材料 は 非常 に 硬い た め 、 使 用 時 に は 粉 
砕 す る 必要 が あり ます 。 ペ ンチ で 粒子 を 最も 広い 位置 で 掴み 、 粒 子 と 粉末 を ビニ ー ル 袋 に 入れ る と 、 粉 末 が ば ら ば ら に な っ て 粉々 に 砕け る 

こと は あり ませ ん 。 こ の 作業 を すべ て の 大 きな粉 末 の 塊 に 対し て 行い 、 そ の 後 、 黒 色 火薬 の よう に 粉砕 する 必要 が あり ます 。 ロ ケッ ト エン ジン に は 、4 

A - 2T か ら 信 じ ら れ な い ほ ど 強 力 な D エン ジン まで 、 さ ま ざ ま な サイ ズ が あり ます 。 エ ンジ ン が 大 きい ほど 、 価 格 が 高く な り ま す 。 D エン ジン は 3 個 
入り の パッ ケー ジ で 販売 され て お り 、1 個 あ た り 約 5 ドル で す 。 ロ ケッ ト エン ジン は 、 そ の まま 使用 する こと も .、 爆 薬 と し て 分 解す る こと も で きる 

た め 、 テ ロリ スト に と っ て お そら く 店 頭 で 販売 され て いる 最も 便利 な アイ テム で す 。 


2.04 ライ フル / シ ョ ッ ト ガ ン 用 火薬 


ライ フル の 火薬 と 散弾 銃 の 火薬 は 、 実 用 上 は 実際 に は 同じ で す 。 ど ちら も ニトロ セル ロー スベ ー ス の 推進 剤 で す 。 今 後 は 、 す べ て 火薬 と 呼び ます 。 
火薬 は 、 綿 に 濃 硝 酸 と 濃 硫酸 を 作用 させ て 作ら れ ま す 。 こ の 材料 は 、 溶 剤 で 溶解 され 、 そ の 後 、 望 まし い 粒 径 に 再 形成 され ます 。 火 薬 を 扱う 場合 、 粒 径 は 
黒色 火薬 ほど 重要 で は あり ませ ん 。 大 粒 の 火薬 も 小粒 の 火薬 も 、 閉 じ 込 め ら れ て いな いと き は 黒色 火薬 に 比べ て か な り ゆ っ くり と 燃え ます 

が 、 閉 じ 込 め ら れ て いる と き は 、 火 薬 は より 高温 で 、 よ り ガ ス 膨 張 し て 燃え 、 よ り 大 き な 圧 力 を 生み 出し ます 。 し た が っ て 、 他 の 推進 提 に し ば し ば 必要 

な 粉砕 プロ セス は 、 火 薬 に は 必要 あり ませ ん 。 火 薬 の 価格 は 1 ポン ド あ た り 約 9 ドル で す 。 米 国 で は ライ フル や 散弾 銃 に 制限 が な いた め 、 誰 で も 購 
入 で きま す 。 


2.05 フラ ッシュ パウ ダー 


内 光 粉 は 、 ジ ルコ ニウム 金属 の 粉末 と さま ざま な 酸化 剤 の 混合 物 で す 。 熱 や 火花 に 非常 に 敏感 な の で 、 黒 色 火 薬 より も 慎重 に 扱う 必要 が あり ます 。 黒 
色 火 薬 と 絶対 に 混ぜ て は いけ ませ ん 。 小 さ な 容 器 で 販売 され て お り 使用 前 に 混ぜ て 振る 必要 が あり ます 。 非 常に 細か い 紛 末 で 、 高 速 、 中 速 、 低 速 の 3 
つの 速度 で 使用 で きま す 。 高 速 剛 光 粉 は 、 爆 薬 や 起爆 装置 に 使用 する の に 最適 で す 。 閉 じ 込 め や 梱 包 に 関係 な く 、 非 常に 速く 燃え 、 熱 い 白い 「 関 光 」 
を 放ち ます 。 そ の た め 、 こ の 名 前 が 付け られ て いま す 。 か な り 高 価 で 、 約 11 ドル で す 。 マ ジッ ク ショ ッ プ や 劇場 用 品 店 で 販売 され て いま す 。 


2.06 硝酸 アン モニ ウム 


硝酸 アン モニ ウム は 、 商 業 的 な 「 安 全 爆薬 」 こ とし て よく 使用 され る 高 爆発 性 物質 で す 。 非 常に 安定 し て お り 、 マ ッ チ で 点火 する の は 困難 で す 。 マ ッ チ の 赤 
く 光る 部 分 が 触れ た 場合 に の み 点火 し ます 。 ま た 、 爆 発 も 困難 で す (爆発 現象 に つい て は 後 で 説明 し ます ) 。 高 爆発 性 に な る に は 大 き な 衝 撃 
波 が 必要 で す 。 商 業 的 に は 、 
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感度 を 高め る た め に 、 少 量 の ニトロ グリ セリ ン を 混ぜ ます 。 硝 酸 ア ン モ ニウム は 、 ほ と ん どの ドラ ッ グ スト ア で 入手 で きる 「 コ ー ル ド パ ッ ク 」 ま た は 「 イ ン 
スタ ント コー ルド 」 に 使用 され て いま す 。「 コ ー ル ド パ ッ ク 」 は 、 水 の 入っ た 袋 と 、 硝 酸 ア ン モ ニウム の 入 っ た 2 つ 目 の ビニ ー ル 袋 で 構成 され て いま 

す 。 硝 酸 ア ン モ ニウム を 得る に は 、 外 側 の 袋 の 上 部 を 切り 取り 、 水 の 入っ た ビニ ー ル 袋 を 取り 除き 、 硝 酸 ア ン モ ニウム を 密閉 容器 に 保存 し ます 。 こ 

れ は 、 硝 酸 ア ン モ ニウム が 吸湿 性 が あり 、 空 気 中 の 水分 を 吸収 する 傾向 が ある た めで す 。 ま た 、 多 く の 肥 料 の 主 成分 で も あり ます 。 


2.1 化学 物質 の 入手 


最初 の セク ショ ン で は 、 化 学 物質 を 合法 的 に 入手 する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 こ の セク ショ ン で は 化学 物 質 を 「 入 手 」 す る 方 法 に つい て 説明 
し ます 。 化 学 物質 を 盗む の に 最適 な 場所 は 大 学 で す 。 多 く の 州 立 大 学 で は 、 す べ て の 化学 物質 を 研究 室 の 棚 に 置き 、 さ ら に 化学 物質 の 保管 室 に 

保管 し て いま す 。 研 究 室 の 建物 に 入る の に 最適 な 時 間 は 夕方 で す 。 建 物 内 に は 最も 人 が 少な く 、 ほ と ん どの 研究 室 は まだ 鍵 が か か っ て いな 

いか ら で す 。 ラ ンド セル を 持ち 、 ド レス シャ ツ と ジー ンズ を 着 て 、 大 学 1 年 生 に 似せ れ ば よい の で す 。 そ の よう な 人 が 何 を し て いる の か と 聞か れ た 

ら .、 泥 棒 は 単に 、 高 分 子 化学 研究 室 か 、 自 分 が いる 学部 以外 の 化学 関連 の 学部 を 探し て いる と 言え ば よい の で す 。 大 学 に 電話 すれ ば 、 建 物 内 の さま 
ざま な 研究 室 や 学部 の 場所 が わか る こと が 多い で す 。 


も ちろ ん 研究 室 に 時 間 外 に 侵入 する 他 の 方 法 も あり ます 。 た と えば 、 裏 ロ な どの 使わ れ て いな い ド ア の ラッ チ に ボー ル 紙 を 置き ます 。 そ の 

後 、 後 で 戻っ て くる だ け で す 。 ま た 、 こ れ を 行う 前 に 、 テ ロリ スト は セキ ュ リ ティ シス テム を チェ ッ ク し ます 。 研 究 室 に 誰か が いる 場合 で も 、 た だ 入っ て 裏 
口 か ら 出 て 、 ド ア が 閉まる 前 に ラッ チ に ボー ル 紙 を 差し 込む と 、 研 究 室 に いる 人 は 何 が 起こ っ た の か 決し て わか り ま せん 。 ま た -、 実 際 に 基 盗 を 行う 数 

日 前 に 、 惣 盗 を 計画 し て いる 時 間 に 、 初 盗 を 計画 し て いる 建物 を 観察 し て お く の も 良い 考え で す 。 初 盗 を 企む 者 は 、 キ ャ ン パ ス セキ ュ リ ティ が 建物 内 を 巡 
回 し て いる か どう か 、 ま た いつ 巡回 し て いる の か を 知っ て いる 必要 が ある た め 、 こ れ は 賢明 で す 。 も ちろ ん 、 こ れ ら の 方 法 の どれ も 成功 し な い 場 合 は 、 
常に セク ショ ン 2.11 が あり ます が 原則 と し て 、 大 学 の キャ ン パ ス の セキ ュ リ ティ は か な り 貧弱 で 、 た と え 変 な 時 間 に そ こ に いた と し て も 、 建 物 内 の 

他 の 人 が 何 か 悪 いこ と を し て いる と 疑う 人 は いま せん 。 


2.11 鍵 開け の テク ニッ ク 


研究 室 に 入る た め に 鍵 を 開け る 必要 が ある 場合 、 世 界 で 最も 効果 的 な ロッ ク ピ ッ ク は ダイ ナマ イト で あり 、 次 に スレ ッ ジ ハン マー で す 。 残 念 な が 

ら 、 こ れ ら の 方 法 に は 騒音 や 構造 上 の 過度 の 損傷 の 問題 が あり ます 。 し か し 、 次 善 の 策 は 軍 支 給 の ロッ ク ピ ッ ク の セッ ト で す 。 残 念 な が ら 、 こ れ ら は 入手 が 
困難 で す 。 研 究 室 の ドア が ロッ ク さ れ て いて も 、 デ ッ ド ボル ト が か か っ て いな い 場 合 は 、 他 の 方 法 が あり ます 。 こ こ で の ルー ル は 、 ラ ッ チ が 見 えれ ば ドア を 
開け る こと が で きる と いう こと で す 。 壁 の 穴 か ら ラ ッ チ を 外す の に 役立つ デバ イス が いく つか あり ます 。 歯 科 用 ツー ル 、 硬 い ワ イヤ ー (20 ゲー ジ )、 缶 か ら 特 
別に 曲げ た アル ミニ ウム 、 薄 い ポ ケッ トナ イフ 、 ク レジ ッ ト カ ー ド が 、 こ の 仕事 の 道具 で す 。 こ れ ら の ツー ル と デバ イス の 使用 方 法 は すべ て 同じ で す 。 ラ ッ 
チ を 壁 の 穴 か ら 引っ 張っ た り 、 押 し た り 、 そ の 他 の 方 法 で 動か し て 、 ド ア を 引っ 張っ て 開き ます 。 使 用 し て いる ツー ル を ラッ チ の 後ろ に スラ イド させ 、 壁 

か ら ラ ッ チ を 引き 出す と 、 こ の 操作 が 行わ れ ま す 。 ア ルミ 缶 の ロッ ク ピ ッ ク を 作る に は 、 テ ロリ スト は アル ミ 和 缶 を 使い 、 缶 の 上 部 と 下部 を 慎重 に 切り 取り ま 

す 。 缶 の ギザ ギザ の 端 を 切り 取り ます 。 次 に 、 開 いた 円 筒 を 、1 つの 長い 長方形 に な る よう に 平ら に 切り ます 。 次 に 、 こ れ を 1 イン チ 幅 の スト リッ プ に 

切り ます 。 ス トリ ッ プ を 1/4 イン チ ず つ折 り ます (1)。1 つ で 、4 倍 の 厚 さ で 1/4 イン チ 幅 の 長い アル ミ の スト リッ プ が で きま す 。 こ れ を し L 字 型 、 字 型 、 ま 
た は U 字 型 に 折り ます 。 こ れ は 、 折 り 曲げ る こと に よっ て 行い ます 。 


ピー ス は 次 の よう に な り ま す 。 


(1) 


M | 日 1 イン チ | | 


A 


線 に 沿っ て 折り 曲げ て 、 厚 さ 4 倍 の アル ミニ ウム 1 枚 を 作り ます 。 次 に 、 こ れ を 折り 曲げ て 、 次 の よう な L 字 型 、 字 型 、 ま た は U 字 型 の デバ イス を 作成 し ます 。 
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ル 
| 
L 字 型 
| 
| 1 
日 
人 
胃 
| | ぼ 型 
| 
作 還 きき = 
ニニ:| 
ルト ニニ ーー ニー 
| 
| 
| |U 字 型 
| 
| 
| 
日 
トー ニニ ーー ュー 三 | 


これ ら の 装置 は すべ て 、 ド ア の ラッ チ を 引っ 掛け て ラッ チ を 穴 か ら 引き 抜く た め に 使用 し ます 。 
適切 に 作ら れ て いれ ば 、 ド ア と 壁 の 間 に ロ ッ ク ピ ッ ク が 挟ま れる の で 、 こ の 装置 は 展開 し ませ ん 。 


2.2 有用 な 家庭 用 化学 薬品 と その 入手 可能 性 の リス ト 


誰 で も 金物 店 、 ス 一 パ ー マ ー ケ ッ ト 、 ド ラッ グスト ア で 多く の 化学 薬品 を 入手 し て 材料 を 手 に 入れ る こと が で きま す 
爆発 物 や その 他 の 危険 な 化合 物 を 作る た め に 。 テ ロリ スト 志願 者 に 必要 な の は 、 た だ ステ ーション だ け 
ここ で 挙げ た 化学 物質 の 多く を 入手 する に は 、 フ ゴン と いく ら か の お 人 金 が 必要 で す 。 


化学 薬品 で 使わ れる 入手 可能 
アル コー ル 、 エ チル アル コー ル 飲 料 溶剤 (両方 と も 95% 以 上 ) 酒屋 
金物 店 
アン モニ ア + CLEAR 家庭 スー パー マー ケッ ト 、 
アン モニ ア ィ 7- イレ ブン 
アン モニ ウム イン スタ ント コー ルド ドラ ッ グ スト ア 、 
硝酸 塩 パッ ク 、 肥 料 の パー ティ ー 用 品 店 医療 用 品 店 
亜 酸 化 窒素 圧力 を か ける 
ドリ ンク と ホイ ッ プ クリ ー ム 
マグ ネ シ ウ ム 着 火 剤 キャ ンプ 用 品 店 余剰 在庫 品 、 
レシ チン ビタ ミン ? 薬局 、 医 薬品 
店 舗 


ミネ ラル オイ ル 調理 、 下 剤 薬 


串 


スー パー マー ケッ ト 、 


水銀 @ 水銀 温度 計 スー パー マー ケッ ト 、 
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金物 店 
硫酸 電池 充電 され て いな い 車 自動 車 店 
グリ セリ ン 貯 5 薬局 、 医 薬品 
蔵 庫 
硫黄 園芸 用 金物 店 園芸 店 、 
で すか ? 
木炭 炭火 焼き 、 ガ ー デ ニン グ スー パー マー ケッ ト 
園芸 用 品 店 
硝酸 ナトリウム 肥料 園芸 店 
セル ロー ス 応急 処置 ドラ ッ グ スト ア 、 
(コッ トン ) 医療 用 品 店 
硝酸 スト ロン チ ウ ム 道 路 フ レア 余剰 在庫 品 、 
邊 動車 店 
燃料 油 (灯油 ) 灯油 スト ー ブ 余剰 在庫 品 、 
キャ ンプ 用 品 店 
ボン ベガ ス プロ パン スト ー ブ 余剰 在庫 品 、 
キャ ンプ 用 品 店 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 浄水 浄水 坦 
へ キサ ミン また は へ キサ ミン スト ー ブ 余剰 品 店 
メ テ ナ ミン (キャ ンプ ) 印 刷 (キャ ンプ 用 品 店 ? ) 
確 酸 版 の 洗浄 時 
写真 店 で すか ? 
ヨウ 素 と 応急 処置 ドラ ッ グ スト ア 
過 塩 素 酸 ナ トリ ウム ソリ ドッ クス ペレ ッ ト 金物 店 
切断 トーチ 用 


注 :* エチ ル ア ル コー ル は 、 メ チル アル コー ル と 混合 し て 使用 され る 。 
溶剤 。 メ チル アル コー ル は 非常 に 有 毒 で す 。 溶 剤 アル コー ル は 、 少 な く と も 959% の エチ ル ア ル コー ル で な けれ ば な り ま せん 。 
雷 酸 水銀 。 メ チル アル コー ル は 雷 酸 水銀 の 形成 を 防ぐ 可能 性 が あり ます 。 
・ 店 で 購入 され る アン モニ ア は さま ざま な 形 で 販売 され て いま す 。 松 や 曇り の アン モニ ア は 
購入 すべ き で は あり ませ ん 。 三 酸化 アン モニ ウム の 結晶 を 作る に は 、 透 明 な アン モニ ア の み を 使用 する 必要 が あり ます 。 


@ 残念 な が ら 、 水 銀 温度 計 は 希少 に な りつ つ あ り ま す 。 

ほとん どの 店 で は 見 つけ る の が 難し いか も し れ ま せん 。 水 銀 は 水銀 スイ ッ チ に も 使用 され て お り 、 電 気 店 で 入手 で きま す 。 
保管 し て くだ さい 。 水 銀 は 危険 な 物質 な の で 、 使 用 する まで 温度 計 や 水銀 スイ ッ チ の 中 に 保管 し て くだ さい 。 
水銀 蒸気 を 放出 し 、 吸 入 する と 脳 に 損傷 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 こ の た め 、 こ ぼ さ な いよ うに する こと を お 勧め し ます 。 
水銀 を 損 取 し な いよ うに 注意 し 、 常 に 屋外 で 使用 し て くだ さい 。 ま た 、 切 り 傷 に 水銀 が 入ら な いよ うに し て くだ さい 。 ゴ ム 手 袋 を 着用 する と 、 こ れ を 防ぐ の に 役立ち ます 。 


^ 硝酸 は 現在 で は 入手 が 非常 に 困難 で す 。 通 常 は 
爆弾 製造 者 に よっ て 盗ま れ た り 、 後 の セク ショ ン で 説明 する プロ セス に よっ て 作ら れ た り し ます 。 
爆発 物 約 7096。 


薬局 で 売ら 5 れ て いる ヨウ 素 は 、 通 常 、 純 粋 な 結晶 ヨウ 素 で は な い 。 


三 酸化 アン モニ ウム 結晶 の 製造 に 望ま し い 形 態 で ある 。 純 粋 な 形態 を 得る た め に は 、 通 常 、 
医師 の 処方 箋 で 購入 で きる が 、 こ れ は 高価 に な る 可能 性 が ある 。 繰 り 返 し に な る が 、 科 盗 は テロ リス ト が 行う 手段 で ある 。 
2.3 化学 物質 の 調製 


2.31 硝酸 
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爆発 物 に 最も 不可 欠 な この 酸 を 作る 方 法 は いく つか あり ます 。 そ の 1 つの 方 法 を 紹介 し ます 。 も う 一 度 言 いま す が 、 こ れ ら の 方 法 は 実行 
すべ き で は な いこ と を 覚え て お いて くだ さい 。 


材料 : 装置 

硝酸 ナトリウム 調節 可能 な 熱源 
硝酸 カリ ウム レトルト 

蒸留 水 アイ スバ ス 

濃 硫 酸 か き 混 ぜ 棒 


スト ッ パ ー 付 き 収 集 フ ラス コ 


1) レト ルト に 濃 硫 酸 32 ミ リリ ッ ト ル を 注ぎ ま す 。 

2) 硝酸 ナトリウム 58 グラ ム 、 ま た は 硝酸 カリ ウム 68 グラ ム を 慎重 に 量り 取り 、 こ れ を 酸 に ゆっ くり と 加え ます 。 す べ て 
が 溶け な い 場合 は 、 ガ ラス 棒 で 溶液 を 注意 深く か き 混 ぜ て 、 溶 ける まで 待ち ます 。 

3) レト ルト の 開口 端 を 収集 フラ スコ 内 に 置き 収集 フラ スコ を 水浴 内 に 置き ます 。 

4) 弱火 で レト ルト を 加熱 し 始め ます 。 レ トル ト の 端 か ら 液体 が 出 て くる まで 加熱 を 続け ます 。 生 成 さ れる 液体 は 硝酸 で 
す 。 レ トル ト の 底 の 沈殿 物 が ほぼ 乾く まで 、 ま た は 硝酸 が 生成 され な く な る まで 加熱 し ます 。 注 意 : 酸 の 加熱 が 強 すぎ 
る と 、 硝 酸 は 生成 され る と すぐ に 分 解 し ます 。 そ の 結果 、 非 常に 可燃 性 で 有毒 な ガス が 発生 し 、 爆 発する 可能 性 が あ 
り ま す 。 上 記 の 装置 を 設置 し た ら 、 そ の 場 を 離れ る こと を お 勧め し ます 。 


硝酸 カリ ウム は 、 市 販 の 黒色 火薬 か ら 、 沸 騰 し た お 湯 に 黒色 火薬 を 溶かし て 硫黄 と 木炭 を 濾し 取る だ け で 得る こと が で きま す 。68 g の 硝酸 カリ ウ 
ム を 得る に は 、 約 90 g の 黒色 火薬 を 約 1 リッ トル の 沸騰 し た お 湯 に 溶かす 必要 が あり ます 。 溶 か し た 溶液 を 漏 圭 に 入れ た ろ紙 で 瓶 に 渡し 、 流 
れ 出 る 液体 が 透明 に な る まで 渡し ます 。 黒 色 火 薬 に 含ま れる 木炭 と 硫黄 は 水 に 溶け な いた め 、 水 溶液 を 蒸発 させ る と 硝酸カリウム が 瓶 に 
残り ます 。 


2.32 硫酸 


硫酸 は 、 研 究 室 や 工場 以外 で 作る の は 非常 に 困難 で す 。 し か し 、 充 電 さ れ て いな い 車 の バッ テリ ー か ら 簡 単に 入手 で きま す 。 硫 酸 を 作り 

た い 人 は 、 車 の バッ テリ ー の 上 部 を 取り 外し 、 ガ ラス 容器 に 酸 を 注ぐ だ け で す 。 酸 に は バッ テリ ー の 鉛 片 が 含ま れ て いる 可能 性 が あり ます 。 
これ は 沸騰 また は 濾過 に よっ て 除去 する 必要 が あり ます 。 硫 酸 の 濃度 は 、 沸 騰 さ せる こと に よっ て も 高め る こと が で きま す 。 非 常に 純 

粋 な 硫酸 は 、 き れい な モー ター オイ ル よ り も わずか に 速く 流れ ます 。 


2.33 硝酸 アン モニ ウム 


硝酸 アン モニ ウム は 、 非 常に 強力 で す が 、 反 応 し に くい 高 次 爆薬 で す 。 氷 浴 中 の 大 き な フ ラス コ に 硝酸 を 注 
ぐ と 、 簡 単に 作る こと が で きま す 。 次 に 、 家 庭 用 の アン モニ ア を フラ スコ に 注ぎ 、 流 す だ け で 、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ 
ム が 形成 され ます 。 材 料 の 反応 が 止ま っ た ら 、 水 と 中 和 さ れ て いな い ア ン モ ニア また は 酸 が すべ て 蒸発 
する まで 、 溶 液 を 暖か い 場 所 に 置い て お きま す 。 細 か い 粉 末 が 形成 され ます が 、 こ れ が 硝酸 アン モニ ウム 

で す 。 空 気 中 の 水分 を 吸収 する 性 質 が ある た め 、 密 閉 容器 に 保存 する 必要 が あり ます 。 上 記 の プロ セス で 
形成 され た 結晶 は 、 残 り の 水分 を 飛ば す た め に 非常 に 穏やか に 加熱 する 必要 が あり ます 。 


3.0 爆発 的 な レシ ピ 


も う 一 度 言 いま す が 、 こ の 資料 を 読ん で いる 人 は 、 こ こ に 記載 され て いる 爆発 物 を 決し て 製造 し よう と し な いで くだ さい 。 そ れ は 違法 で あ 
り 、 非 常に 危険 で す 。 
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そう し よう と し な いで くだ さい 。 爆 発 物 を 製造 し よう と する と 、 生 命 や 手足 の 損失 が 容易 に 発生 する 可能 性 が あり ます 。 


これ ら の レシ ピ は 理論 的 に は 正しい た め 、 記 載 さ れ て いる 材料 を 個人 が 製造 で きる 可能 性 が あり ます 。 こ こ で 紹介 する 方 法 は 、 通 常 、 工 業 的 な 手 
順 を 縮小 し た も の で す 。 


3.01 爆発 理論 


爆発 物 と は 、 熱 や 衝撃 に よっ て 点火 され る と 、 急 速 に 分 解 ま た は 酸化 され る 物質 の こと で す 。 こ の プロ セス に より 物質 に 蓄え られ た エネ ルギー が 熱 と 光 の 形 
で 放出 され る か 、 元 の 物質 より も は る か に 大 き な 体 積 を 占め る ガス 状 化合 物 に 分 解 さ れ ま す 。 こ の 膨張 は 非常 に 急速 で ある た め 、 膨 張 し た ガス は 大 量 の 空気 
を 押し の け ま す 。 こ の 膨張 は 音速 より も 速い 速度 で 起こ る た め 、 ソ ニッ ク ブー ム が 発生 し ます 。 こ れ が 爆発 の 仕組 み を 説明 し て いま す 。 爆 発 物 に は 、 爆 発する 高 
次 爆発 物 、 燃 焼 する 低 次 爆発 物 、 お よび 両方 を 行う プラ イマ ー な ど 、 い くつ か の 形態 が あり ます 。 


高 次 爆薬 は 爆発 し ます 。 爆 発 は 高 次 爆薬 で の み 発生 し ます 。 爆 発 は 通常 、 高 爆発 性 物質 の 塊 を 通過 する 衝撃 波 に よっ て 引き 起こ され ます -。 衝 撃 波 は 、 物 質 の 原 
子 間 の 分 子 結 合 を 、 そ の 物質 を 通過 する 音速 と ほぼ 等 し い 速 度 で 分 解 し ます 。 高 爆発 性 物質 で は 、 燃 料 と 酸化 剤 は 化学 的 に 結合 し て お り 衝撃 波 に よっ て これ ら 
の 結合 が 分 解 さ れ 、2 つの 物質 が 再 結 合 し て 主 に ガス が 生成 され ます 。TNT、 硝 酸 ア ン モ ニウム 、RDX は 高 次 爆薬 の 例 で す 。 


低 次 の 爆発 物 は 爆発 せ ず 、 燃 焼 ま た は 酸化 し ます 。 加 熱さ れる と 、 燃 料 と 酸化 剤 が 結合 し て 熱 、 光 、 お よび ガス 状 生成 物 を 生成 し ます 。 低 次 の 物質 の 中 に 

は 、 黒 色 火 薬 の よう に 圧力 が か か っ た 状態 で も 開放 され た 状態 と ほぼ 同じ 速度 で 燃焼 する も の が あり ます 火薬 (正しく は ニトロ セル ロー ス と 呼ば れ ま す ) な 
どの 他 の 物質 は 、 銃 身 な ど の 限ら れ た 空間 に ある 場合 、 は る か に 速く 高温 で 燃焼 し ます 通常 、 加 圧 さ れ て いな い 状態 で 点火 する と .、 黒 色 火 薬 よ り も は る 

か に ゆっ くり と 燃焼 し ます 。 黒 色 火 薬 ニ トロ セル ロー ス 、 剛 光 火薬 は 、 低 次 の 爆発 物 の よい 例 で す 。 


プラ イマ ー は 爆発 物 の 分 野 に お ける 特殊 性 で す 。 雷 管 水 銀 な ど 、 プ ライ マー の 中 に は 低 次 また は 高 次 の 爆薬 と し て 機能 する も の が あり ます 。 こ れ ら は 通常 、 

高 次 また は 低 次 の 爆薬 より も 摩擦 、 熱 、 ま た は 衝撃 に 敏感 で す 。 ほ と ん どの プラ イマ ー は 高 次 爆薬 の よう に 機能 し ます が 、 は る か に 敏感 で す 。 そ の 他 の プラ イマ ー 
は 単に 燃 える だ け で す が 、 閉 じ 込 め ら れる と 、 ガ ス が 大 きく 膨張 し 衝撃波 を 伴っ て 非常 に 速く 燃え ます 。 プ ライ マー は 通常 砲弾 な どの 高 次 爆薬 を 起爆 また 

は 分 解 さ せる た め に 少量 使用 され ます 。 し か し 低 次 爆薬 を 点火 する た め に も 頻繁 に 使用 され ます 。 弾 丸 内 の 火薬 は 、 プ ライ マー の 爆発 に よっ て 点火 され ま 

す 。 


3.1 衝撃 爆発 物 


衝撃 爆薬 は プラ イマ ー と し て よく 使用 され ます 。 こ こ で 取り 上 げた 爆薬 の うち 、 実 際 に 爆発 する の は 雷 酸 水銀 と ニ 
トロ グリ セリ ン だ け で す 。 三 酸化 アン モニ ウム の 結晶 は 衝撃 で 分 解 し ます が 、 熱 は ほとん と 出 ず 、 光 も 出 ませ ん 。 

衝撃 爆薬 は 常に 細心 の 注意 を 払っ て 扱わ れ 、 最 も 愚か な アナ ー キ スト で さえ 、 高 爆薬 や 低 爆薬 の 近く に 保管 

する こと は あり ませ ん 。 


3.11 三 ヨウ 化 ア ン モ ニウム 結晶 


三 酸化 アン モニ ウム 結晶 は 、 最 も 純粋 な アン モニ ア ( 水 酸 化 ア ン モ ニウム ) と ヨウ 素 か ら 作 られ 、 わ ず か な 熱 、 摩 擦 、 ま た は 衝撃 で 分 解す る 、 悪 
臭 の ある 紫色 の 結晶 で す 。 こ の よう な 結晶 は 、 ハ エ が 止ま っ た り 、 ア リ が 上 を 歩い た りす る と 爆発 する と 言わ れ て いま す 。 


し か し 家庭 用 アン モニ ア に は 、 石 鹸 や 研磨 剤 な どの 不純 物 が 十分 に 含ま れ て いる た め 、 結 晶 を 投げ た り 、 押 し つぶ し た り 、 加 熱し た りす る と 爆発 し 
ます 。 爆 発する と 、 大 き な 音 が 鳴り 、 爆 発 場所 の 周囲 に 紫色 の ヨウ 素 ガ ス の 雲 が 発生 し ます 。 結 晶 が 爆発 し た 不運 な 表面 は 、 結 晶 内 の ヨウ 素 

の 一 部 が 固体 の 形 で 飛び 散り 、 ヨ ウ 素 は 腐食 性 が ある た め 、 通 常 は 台無し に な り ま す 。 接 触 し た も の すべ て に 、 不 快 で 醒 い 、 永 久 に 残る 茶色 が 

か っ た 紫色 の 染み を 残し ます 。 


ヨウ 素 ガ ス も 厄介 な 物質 で す 。 肺 に ダメ ー ジ を 与え る 可能 性 が あり 、 地 面 に 落ち て そこ に ある も の を 汚し ます 。 ヨ ウ 素 
に 触れ る と 、 皮 膚 に 茶色 の シミ が 残り ます 。 す ぐに 力強く 洗い 流さ な い 限 り 、 シ ミ は 約 1 週間 残り ます 。 こ の よう な 化合 物 
は 、 本 格 的 な テロ リス ト に は ほとん と 役に立ち ませ ん が 、 破 壊 行 為 を 行う 者 は 、 物 に 損害 を 与え る た め に 使用 で きま 

す 。 ま た は 、 テ ロリ スト は 、 注 意 を そら す た め に 、 群 衆 の 中 に 数 個 投 げ 込 むこ と が で きま す 。 こ の 行為 は 、 数 人 に 怪我 

を 負わ せる 可能 性 が あり ます が 、 投 げた と き に は 見 えな い 小 さ な 結晶 が か な り 大 き な 爆 発 を 起こ す た め 、 ほ と ん どの 

人 を 怖がら せま す 。 三 酸化 アン モニ ウム の 結晶 は 、 次 の 方 法 で 生成 で きま す 。 
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材料 抽 置 
ヨウ 素 結 晶 漏斗 と ろ紙 
ペー パー タオ ル 


透明 アン モニ ア ( 水 
酸化 アン モニ ウム 、 自 殺 願 望 者 の た め の 使い 捨て ガラ ス 瓶 2 個 ) 


1) ガラ ス 瓶 の 1 つ に ヨウ 素 を 小さ じ 2 杯 ほど 入れ ます 。 閣 は 二度と きれ い に な ら な い の で 、 両 方 と も 捨て る 必要 が あり ま 
す 。 

2) ヨウ 素 が 完全 に 覆 わ れる くら い の 量 の アン モニ ア を 加え ます 。 

3) 漏 斗 を も う 一 方 の 瓶 に 入れ 、 漏 斗 の 中 に ろ紙 を 入れ ます 。 
ろ紙 を 漏 斗 に 入れ る 方 法 は 、 基 本 的 な 化学 実験 の 授業 で 必ず 教え られ ます 。 円 形 の 紙 を 半分 に 折っ て 半 
円 を 作り ます 。 次 に 、 さ ら に 半分 に 折っ て 、1 つの 辺 が 曲がっ た 三角 形 を 作り ます 。 紙 を 1 枚 分 引き 出し て 円 
形 に し 、 そ の 円 雛形 を 漏斗 に 入れ ます 。 


4) ヨウ 素 を アン モニ ア に し ば らく 浸し た 後 、 ろ 紙 を 通し て 漏斗 の 中 の ろ紙 に 溶液 を 注ぎ ます 。 


5) 溶液 を 濾過 し て いる 間 に 、 最 初 の 瓶 に さら に アン モニ ア を 入れ て 、 残 っ て いる 結晶 を 洗い 流し ます 。 
排水 し た ら す ぐに 漏斗 に 注ぎ ます 。 

6) 茶色 の ろ紙 に 触れ な いよ うに 紫色 の 結晶 を すべ て 集め 、 ろ 紙 の 上 に 置き ます 。 
タオ ル を 約 1 時 間 乾 か し ます 。 爆 発 の 恐れ が ある の で 、 タ オル を 照明 や その 他 の 熱源 に 近づけ すぎ な いよ うに し ます 。 タ オル が ま が だ が 清 
れ て いる 間 に 、 濡 れ た 材料 を 約 8 つの 塊 に 分 け ます 。 


7) 乾燥 後 、 結 晶 を 1 平方 イン チ の ダク ト テ ー プ の 上 に そっ と 置き ます 。 そ の 上 に 同様 の ダク ト テ ー プ を 置き 、 結 唱 自体 を 押さ 
な いよ うに 注意 し な が ら 、 結 唱 の 周り を ダク ト テ ー プ で そっ と 押し 付け ます 。 最 後に 、 は さ み で 余分 な ダク ト テ ー プ 
の ほとん ど を 切り 取り 、 結 晶 を 涼し く 乾燥 し た 安全 な 場所 に 保管 し ます 。 結 晶 の 保存 期間 は 約 1 週間 で 、 結 晶 は ゆっ く 
り と 分 解す る 傾向 が ある た め 、 廃 棄 で きる 個別 の 容器 に 保存 する 必要 が あり ます 。 分 解 の 過程 で ヨウ 素 蒸気 が 発生 
し 、 結 晶 が 付着 し た も の に シミ が 付き ます 。 保 存 期間 を 延ばす 方 法 の 1 つ は 、 密 閉 容器 に 保存 する こと で す 。 使 用 する 
に は 、 単 に 表面 に 投げ た り 、 踏 まれ た り 押し つぶ され そう な 場所 に 置く だ け で す 。 


3.12 雷 酸 水銀 


雷 酸 水銀 は 、 お そら く 最 も 古く か ら 知ら れ て いる 起爆 剤 化合 物 の 1 つ で す 。 熱 また は 衝撃 に よっ て 爆発 する た め 、 テ 
ロリ スト に と っ て は 非常 に 価値 が あり ます 。 軍 酸 水銀 の 結晶 を 落と す だ け で も 爆発 し ます 。 こ の 物質 を 作る 人 
は 、 お そら く 次 の 手順 に 従い ます 。 


材料 装置 
水銀 (5g) ガラ ス 製 か き 混ぜ 棒 
濃 硝酸 (35 ml) 加 吉 調 節 可能 な エチ ル 100ml ビ ー カ ー (2) 
アル コー ル (30 
mb) 
ソー ス 
燕 留 水 青色 リト マス 試験 紙 
漏 寺 と ろ紙 


1) ビー カー1 つ に 、 ガ ラス 棒 を 使用 し て 、 水 銀 5g と 濃 硝 酸 35ml を 混ぜ ます 。 

2) 水銀 が 溶解 する まで 混合 物 を ゆっ くり 加熱 し ます 。 溶 解す る と 溶液 は 緑色 に 変わ り 、 沸 騰 し ます 。 

3) 2 番目 の ビー カー に 30 ml の エチ ル ア ル コー ル を 入れ 、 最 初 の ビー カー の 内 容 物 を すべ て ゆっ くり と 慎重 に 加え ます 。 赤 や 茶 
色 の 煙 が 出る は ず で す 。 こ れ ら の 煙 は 有毒 で 可燃 性 で す 。 
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4) 30 ^ 40 分 後 、 煙 が 白く な り 、 反 応 が ほぼ 完了 し た こと を 示し ます 。 
さら に 10 分 後 深 液 に 蒸留 水 30 ml を 加え ます 。 
5) 液体 溶液 か ら 雷 酸 水銀 の 結晶 を 注意 深く 濾過 し 、 溶 液 を 
腐食 性 お よび 毒性 が ある た め 、 安 全 な 場所 に 保管 し て くだ さい 。 
6) 結晶 を 蒸留 水 で 数 回 洗浄 し 、 余 分 な 酸 を で きる だ け 取 り 除き ます 。 
結晶 を リト マス 紙 で 中 性 に な る まで 拭き 取り ます 。 こ れ は 、 濡 れ た 結晶 に 触れ た と き に リト マス 紙 が 青色 の まま で ある と き で 
す 。7) 結晶 を 乾燥 させ 、 爆 
発 性 物質 や 可燃 性 物質 か ら 離れ た 安全 な 場所 に 保管 し ます 。 


利用 可能 な 水銀 を 計量 で き な い 場合 は 、 こ の 手順 を 体積 で 実行 する こと も で きま す 。 水 銀 1 体積 に 対し て 、 硝 酸 10 体 
積 と エタ ノー ル 10 体積 を 使用 する だ け で す 。 


3.13 ニトロ グリ セリ ン 


ニトロ グリ セリ ン は 、 最 も 敏感 な 爆発 物 で は な い に し て も 、 最 も 敏感 な 爆発 物 の 一 つ で す 。 安 全 に 作る こと は 可能 で す が 、 困 難 
で す 。 多 く の 若い アナ キス ト が 、 こ の 物質 を 作ろ うと し て いる と き に 殺 され た り 、 重 傷 を 負っ た り し て いま す 。 ノ ー ベ ル の 工場 で 
この 物質 が 作ら れる と 頻繁 に 起こ る 工場 爆発 で 多く の 人 が 亡くな り ま し た 。 通 常 、 ニ トロ グリ セリ ン は 作ら れる と すぐ に 、 ダ イ 
ナマ イト な どの より 安全 な 物質 に 変換 され ます 。 二 トロ グリ セリ ン を 作ろ うと する 愚か 者 は 、 次 の 手順 に 従い ます 。 


材料 装置 

菩 久 水 スポ イト 

食卓 塩 100ml ビ ー カ ー 

重 炭 酸 ナ トリ ウム 200 て 300ml ビ ー カ ー (2 個 ) 

濃 硝 酸 (13mD 氷水 容器 (プラ スチ ッ ク の バケ ツ で も 
可 ) 

濃 稼 酸 (39m) グ リセ リン 摂氏 温度 計 

青色 リト マス 試験 紙 


1) 200 て 300 ml の ビー カー の 1 つ に 燕 留 水 150 ml を 入れ ます 。 
2) も う 1 つの 200 て 300 ml ビー カー に 、 蒸 留 水 150 ml と 重曹 スプ ー ン 1 杯 程度 を 入れ 、 重 曹 が 溶け る まで か き 混 ぜ ます 、 重 
に 注意 し て くだ さい 。 


貴 


を 水 に 入れ すぎ て 溶け きら な いよ う 


3) 氷 浴 容器 に 氷 を 半分 入れ 、 食 塩 を 加え て 氷 浴 を 作り ます 。 こ うす る と 氷 が 
溶け て 全体 の 温度 が 下がり ます 。 

4) 100ml ビ ー カ ー を 水浴 に 入れ 、13ml の 濃 硝酸 を 100ml ビ ー カ ー に 注ぎ ます 。 
ビー カー。 ビ ー カ ー が 氷 浴 に こぼれ な いよ うに 、 ま た 、 さ ら に 材料 を 追加 し た と き に 水浴 が ビー カー に あふ れ な い 
よう に 注意 し て くだ さい 。 氷 を 追加 で きる 大 き さ の 氷 浴 容 器 を 用 意 し て くだ さい 。 酸 の 温度 を 約 20 ?C 以下 に 下 
げ ま す 。 

5) 硝酸 が 上 記 の よう に 冷え た ら 、39 ml の 濃 硫 酸 を ゆっ くり と 慎重 に 硝酸 に 加え ます 。2 つの 酸 を 混ぜ 合わ せ 、 混 合 酸 を 10 "C まで 冷却 し ます 。 こ れ を 行う に は 、 別 の 
氷 浴 を 開始 する の が よい で し ょ よう 。 


6) スポ イト で グリ セリ ン を ゆっ くり と 一 滴 ず つ 混 合 酸 に 加え ます 。 
混合 酸 と グリ セリ ン が 出会う 混合 物 の 上 部 に 温度 計 を 置き ます 。 温 度 が 30 度 を 超え な いよ うに し て くだ さい 。 温 度 が この 温度 を 超え た ら 、 逃 げ て くだ さい 。 
グリ セリ ン は すぐ に 硝酸 化 を 開始 し 、 温 度 が すぐ に 上 昇 し 始め ます 。 混 合 酸 の 上 に グリ セリ ン の 薄い 層 が で きる まで グリ セリ ン を 追加 し ます 。 爆 発 物 は 常に 少量 で 
作る の が 最も 安全 で す 。 


7) ニトロ 化 の 最初 の 10 分 間 は 、 混 合 酸 と グリ セリ ン を か き 混 ぜ 、 氷 浴 に 氷 と 塩 を 加え て 、100 ml ビー カー 内 の 溶液 の 温度 を 30 "C 未満 に 保ち ます 。 通 常 、 ニ トロ グ 
リセ リン は 混合 酸 溶液 の 上 部 に 形成 され 、 濃 硫酸 は 反応 に よっ て 生成 され た 水 を 吸収 し ます 。 
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8) 反応 が 終了 し 、 ニ トロ グリ セリ ン の 温度 が 30"C 以 下 に な っ た ら 、 ゆ っ くり と 
ステ ッ プ 1 の ビー カー 内 の 蒸留 水 に ニトロ グリ セリ ン と 混 酸 の 溶液 を 慎重 に 注ぎ ます 。 
ニトロ グリ セリ ン は ビー カー の 底 に 沈み 、 上 部 の 酸 水溶 液 は 
注ぎ 出し て 処分 し ます 。 ニ トロ グリ セリ ン を 乱 さ な いよ うに 、 酸 水溶 液 を で きる だ け 多 く 排出 し ます 。 


9) 清潔 な スポ イト で ニトロ グ リセ リン を 慎重 に 取り 出し 、 ス テッ プ 2 の ビー カー に 入れ ます 。 
重曹 溶液 は 酸 の 多く を 除去 し 、 ニ トロ グリ セリ ン を より 
安定 し て お り 、 理 由 も な く 爆 発する 可能 性 は 低い 。 ニ トロ グリ セリ ン を リト マス 試験 紙 で 試験 する 
リト マス 紙 が 青く 残る まで 繰り 返し ます 。 必 要 に 応じ て この 手順 を 繰り 返し 、 新 し い 重 曹 溶液 を 
ステ ッ プ 2 で 。 
10) ニ トロ グ リセ リン が 可能 な 限り 酸 を 取り 除い た ら 、 清 潔 な 容器 に 入れ て 安全 な 場所 に 保管 し て くだ さい 。 
ニトロ グリ セリ ン を 保管 する 場所 は 、 生 物 や 貴重 品 か ら 離 れ た 場所 に し て くだ さい 。 ニ トロ グ リセ リン は 、 安 全 
で 涼し い 場所 に 保管 され て いて も 、 理 由 も な く 爆 発する こと が あり ます 。 


3.14 ピク ラテ ス 


ピク リン 酸 、 ま た は トリ ニトロ フェ ノー ル の 生産 手順 は まだ 示さ れ て いな い が 、 そ の 塩 は 
最初 に 説明 し た の は 、 非 常に 敏感 で 、 衝 撃 を 受け る と 爆発 する か ら で す 。 ピ クリ ン 酸 を 金属 に 混ぜ る と 
水 酸 化 ナ トリ ウム や 水 酸 化 カリ ウム な どの 水 酸 化 物 と 混合 し 、 水 を 蒸発 させ る と 、 金 属 ピ クリ ン 酸 塩 が 形成 され ます 。 
ピク リン 酸 を 入手 する か 、 ま た は 製造 し 、 そ れ を (で きれ ば ) 中 程度 の 水 酸 化 カ リウ ム の 溶液 と 混ぜ る だ け で す 。 
範囲 モル 濃度 ( 約 6-9 M) こ の 物質 、 ピ クリ ン 酸 カリ ウム は 衝撃 に 敏感 で あり 、 
あら ゆる 種類 の 高 性 能 爆薬 の 起爆 装置 。 

3.2 低 レ ベル 爆発 物 


店 で 購入 で き 、 爆 発 装置 に 使用 で きる 低 レ ベル の 爆発 物 は た くさ ん あり ます 。 し か し 、 
賢明 な 銃器 店 の 店 主 な ら 、 怪 し そう な 人 物 に これ ら の 物質 を 売ら な い だ ろ う 。 
そう な る と 、 個 人 は 低 レ ベル の 爆発 物 を 自分 で 作ら ざる を 得 な く な る 。 


3.21 黒色 火薬 


黒色 火薬 は 中 国 で 花火 用 に 最初 に 作ら れ 、 12 世 紀 に 初め て 武器 や 爆発 物 に 使用 され まし た 。 
21 世 紀 に 開発 され た 。 作 り 方 は と て も 簡単 だ が 、 あ まり 強力 で も 安全 で も な い 。 黒 色 火 薬 の 約 509% し か 

燃焼 する と 高温 の ガス が 発生 し 、 残 り の 半分 は 主 に 非常 に 細か い 燃 焼 粒 子 に な り ます 。 黒 色 火 薬 に は 大 き な 問 題 が 1 つ あり ます 。 
静電気 に よっ て 発火 する 恐れ が あり ます 。 こ れ は 非常 悪い こと で あり 、 材 料 は 木製 また は 粘土 で 作ら れ な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し ます 。 
ツー ル 。 い ずれ に せよ 、 誤 っ た 考え を 持つ 個人 が 次 の 手順 で 自宅 で 黒色 火薬 を 製造 する 可能 性 が あり ます 。 


材料 装置 

硝酸 カリ ウム (75g) 粘土 製 の 粉砕 ボウ ル 
粘土 グラ イン ダー 

また は また は 

ナトリウム 木製 サラ ダボ ウル 

硝酸 塩 (75g) 木 の ス プー ン 

硫黄 (10g) ビニ ー ル 袋 3) 

木炭 (15g) 300 て 500ml ビ ー カ ー (1) 

蒸留 水 コー ヒー ポッ ト ま た は 熱源 


1) 少量 の 硝酸 カリ ウム また は 硝酸 ナトリウム を 粉砕 ボウ ル に 入れ 、 非 常に 細か い 粉 末 に な る まで 粉砕 し ます 。 
硝酸 カリ ウム また は 硝酸 ナトリウム すべ て に 対し て この 操作 を 行い 、 粉 砕 し た 粉末 を ビニ ー ル 袋 の 1 つ に 保存 し ます 。 
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2) 硫黄 と 木 誠 に つい て も 同様 に し て 、 そ れ ぞ れ の 化学 物質 を 別々 の ビニ ー ル 袋 に 保管 し ます 。 

3) 細か く 砕い た 硝酸 カリ ウム また は 硝酸 ナトリウム を すべ て ビー カー に 入れ 沸騰 し た お 湯 を 適量 加え ます 。 
すべ て を 濡らす た め の 化学 薬品 。 

4) 他 の ビニ ー ル 袋 の 中 身 を 湿っ た 硝酸 カリ ウム また は 硝酸 ナトリウム に 加え 、 数 分 間 よ く 混 ぜ ま す 。 
分 。 硫 黄 や 炭 が 見 えな く な る まで 、 ま た は 混合 物 全体 が 黒く な る まで これ を 繰り 返し ます 。 

5) 暖か く 晴れ た 日 に 、 ビ ー カ ー を 直射 日 光 の 当たる 屋外 に 置き ます 。 日 光 は 黒 を 乾燥 させ る の に 最適 な 方 法 で す 。 
粉末 は 熱 す ずる こと は あり ませ ん が 水分 を 蒸発 させ る の に 十分 な 熱さ で す 。 

6) ビー カー か ら 黒 い 粉 を か き 出し 、 安 全 な 容器 に 保管 し ます 。 
プラ スチ ッ ク は 最も 安全 な 容器 で あり 、 次 に 紙 で す 。 黒 色 火薬 を プラ スチ ッ ク の 袋 に 保管 し な いで くだ さい 。 プ ラス チッ ク は 
バッ グ は 静電気 が 発生 し や すい で す 。 


3.22 ニトロ セル ロー ス 


ニトロ セル ロー ス は 、 通 常 「 火 薬 」 ま た は 「 火 綿 」 と 呼ば れ ま す 。 黒 色 火 薬 よ り も 安定 し て お り 、 
大 量 の 高温 ガス を 燃焼 させ る 。 ま た 、 限 られ た 空間 で は 黒色 火薬 より も は る か に 速く 燃焼 する 。 最 後に 、 
ニトロ セル ロー ス は 、 次 の 手順 で 概説 され る よう に 、 か な り 簡単 に 作る こと が で きま す 。 


材料 装置 
コッ トン (セル ロー ス ) 200 て 300ml ビ ー カ ー2 個 
濃縮 漏 寺 と ろ紙 

硝酸 

青色 リト マス 試験 紙 

濃縮 

硫酸 

蒸留 水 


1) ビー カー に 濃 硫 酸 10 cc を 注ぎ ます 。 こ れ に 濃 硝 酸 10 cc を 加え ます 。 
2) すぐ に コッ トン 0.5g を 加え 、 ち ょ うど 3 分 間 浸 し て お きま す 。 
3) ニトロ コッ ト と “9! 作 JNt め を 取り 外し ます 

5 秒 


それ を 洗い 流す た めで す 。 


4) 素材 を 乾燥 させ て か ら 再 度 洗濯 し ます 。 
5) リト マス 紙 で テス ト し て 綿 が 中 性 に な っ た ら 、 乾 燥 させ て 保管 する 準備 が 整い ます 。 


3.23 燃料 酸化 剤 混合 物 


誤っ た 考え を 持つ 個人 が 作り 出す 燃料 と 酸化 剤 の 混合 物 は ほぼ 無限 に ある 。 

自宅 で も 使用 で きま す 。 非 常に 効果 的 で 危険 な も の も あれ ば 、 安 全 で は ある も の の 効果 が 劣る も の も あり ます 。 実 際 に 使用 で きる 燃料 と 
酸化 剤 の 混合 物 の リス ト を 示し ます が 、 各 化合 物 の 正確 な 量 は 最大 限 に 考慮 し て 議論 の 余地 が あり ます 。 

有効 性 各 燃 料 と 酸化 剤 の 割合 の 大 ま か な 見 積もり を 示し ます 。 


酸化 剤 、 重 量 % 燃料 、 重 量 % 速度 # 注 記 
塩素 酸 カリ ウム 67% 硫黄 33% 5 摩擦 
衝撃 に 敏感 
か な り 不 安定 
塩素 酸 カ リウ ム 50% 砂糖 3596 炭 15% 5 か な り 遅 い 
不安 定 
塩素 酸 カ リウ ム 509%6 硫黄 259% マ グ ネ 8 非常 に 


シウム また は 不安 定 で す ! 
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アル ミニ ウム 粉塵 25% 


塩素 酸 カ リウ ム 67% マグ ネ シ ウ ム ま た は アル 8 不安 定 
ミニ ウム の 粉塵 33% 
硝酸 ナトリウム 65% マグ ネ シ ウ ム 粉 末 30% ? 
予測 不可 能 な 
硫黄 59% グリ セリ ン 燃焼 率 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 60% 40% 4 遅れ る 前 に 
点火 は 
警告 : グリ セリ ン は 自然 発火 し ます 上 粒度 に 応じ て 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 67% 硫黄 33% 5 不安 定 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 609% 硫黄 20% マ グ ネ シウム 5 不安 定 
また は 
アル ミニ ウム 末 20% 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 509 砂糖 506 3 ? 
硝酸 カリ ウム 7596 木炭 1596 硫黄 109 鉄 7 これ は 
粉 黒い 粉 ! 
硝酸 カリ ウム 609%% ホッ ト 1 非常 に 燃え る 
また は 
マグ ネ シ ウ ム 40% 
塩素 酸 カ リウ ム 759% 三 硫化 リン 25% 8 昔 は 作っ て いた 
どこ で も 攻撃 
マッ チ 
過 塩 素 酸 ア ン モ ニウム 709%% アル ミニ ウム 粉末 30% 6 固形 燃料 
・ 少 量 の スペ ー ス シャ トル の 酸化 鉄 
過 塩 素 酸 カ リウ ム 67% ( 過 塩 素 酸 ナ トリ ウム ) 過 塩 素 マグ ネ シ ウ ム ま た は アル 10 フラ ッシュ パウ ダー 
酸 カリ ウム 6096 ( 過 塩 素 酸 ナトリウム ) ミニ ウム の 粉塵 33% 
マグ ネ シ ウ ム ま た は アル 8 代わ り の 
ミニ ウム 粉末 2096 硫黄 2096 フラ ッシュ パウ ダー 
硝酸 バリ ウム 30% アル ミニ ウム 粉塵 30% 9 代わ り の 
過 塩 素 酸 カリ ウム 309% 過 酸 化 バ リウ ム 90% フラ ッシュ パウ ダー 
マグ ネ シ ウ ム 粉 末 596 アル ミニ ウム 10 代わ り の 
粉末 5% フラ ッシュ パウ ダー 
過 塩 素 酸 カ リウ ム 50% 硫黄 259%6 マ グ ネ シウム 8 わずか に 
また は 不安 定 
アル ミニ ウム 粉塵 25% 
塩素 酸 カ リウ ム 67% 赤 リ ン 279 硫黄 3% 7 と て も 
炭酸 カル シウム 39% 不安 定 で す ! 
衝撃 に 敏感 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 50% 粉 砂糖 25%6 アル ミニ ウム また は 7 不安 定 な : 
発火 する と 
マグ ネ シ ウ ム 粉 末 25%6 濡れ ちゃ う よ ! 
塩素 酸 カ リウ ム 759% 木炭 粉末 15% 6 不安 定 
硫黄 10% 


注 : カリ ウム の 代わ り に 過 塩 素 酸 ナ トリ ウム を 使用 し た 混合 物 


過 塩 素 酸 塩 は 吸湿 性 に な り 、 安 定性 が 低下 し ます 。 


粉末 が 多い ほど 、 燃 焼 速 度 が 速く な り ます 。 


簡単 に わか る よう に 、 燃 料 と 酸化 剤 の 混合 


家庭 で 作れ る も の 。 燃 料 と 酸化 剤 の 量 を 変え る こと で 、 


速度 の 数 値 が 高い ほど 、 燃 料 と 酸化 剤 の 混合 物 は 点火 後に 速く 交 え ます 。 ま た 、 原 則 と し て 、 


物 に は さま ざま な 種類 が あり ます 。 
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異な る 燃焼 速度 を 達成 する こと が で きる が 、 こ れ は 感度 も 変え る 可能 性 が ある 。 


> 過 会 
ヒロ イグ ダ o 


3.24 過 塩 素 酸 塩 


原則 と し て 、 酸 化 可能 な 物質 は 過 塩 素 酸 で 処理 する と 低 レ ベル の 爆発 物 に な り ま す 。 た だ し 、 カ リウ ム や ナトリウム な 
どの 金属 は 、 関 光 タ イプ の 粉末 の 優れ た 塩基 に な り ま す 。 過 塩素 化 で きる 物質 に は 、 綿 、 紙 、 お が くず な ど が あり ます 。 過 
塩素 酸 カ リウ ム ま た は 過 塩 素 酸 ナトリウム を 生成 する に は 、 そ の 金属 の 水 酸 化物 、 た と えば 水 酸 化 ナトリウム また 

は 水 酸 化 カ リウ ム を 入手 する だ け で す 。 一 部 の 物質 は 酸 に 触れ る と 爆発 的 に 反応 する 傾向 が ある た め 、 過 塩素 化す る 物 
質 を ご く 少 量 の 酸 で テス ト す る こと を お 勧め し ます 。 

水 酸 化 ナトリウム また は 水 酸 化 カ リウ ム の 溶液 が 理想 的 で す 。 


3.3 高 次 爆発 物 


高 性 能 爆薬 は 、 そ れ ほ ど 難 し いこ と も な く 家 庭 で 作る こと が で きま す 。 主 な 問題 は 、 高 性 能 爆薬 を 製造 する た め の 硝 酸 を 入手 する 

こと で す 。 ほ と ん どの 高 性 能 爆薬 が 爆発 する の は 、 そ の 分 子 構造 が 何ら か の 燃料 と 通常 3 つ 以 上 の NO2 (二酸化 窒素 ) 分 子 で 構成 
され て いる か ら で す 。TNT、 つ まり トリ ニトロ トル エン は 、 そ の よう な 物質 の 優れ た 例 で す 。 衝 撃 波 が TNT 分 子 を 通過 する と 、 二 酸 

化 窒素 の 結合 が 切断 され 、 酸 素 が 燃料 と 結合 し ます 。 こ れ は すべ て マイ クロ 秒 単位 の 速 さ で 起こ り ま す 。 こ れ が 窒素 ベー ス の 爆薬 の 強 
力 な 威力 の 理由 で す 。 こ れ ら の 手順 は 絶対 に 実行 し て は な ら な いこ と を 念頭 に 置き 、 家 庭 で 高 性 能 爆 薬 を 製造 する 方 法 を いく つか 挙 
げ ま す 。 


3.31 RDX 


RDX は サイ クロ ナイ ト と も 呼ば れ 、 可 朋 剤 と 混合 する と C-1 成分 と な り 、 軍 用 爆薬 の 中 で 最も 価値 の ある も の の 1 つ 
で す 。 こ れ は 、TNT の 15096 以上 の 威力 が あり 、 は る か に 起爆 し や すい た めで す 。 そ れ ほ ど 強 く な い 衝 撃 で 起爆 する 可 
能 性 が ある た め 、 単 独 で 使用 し な いで くだ さい 。 雷 酸 水 銀 や ニトロ グリ セリ ン ほ と ど 敏 感 で は あり ませ ん が 、 そ れ 

で も 単独 で 使用 する に は 敏感 すず ます 。RDX は 、 以 下 に 概説 する 驚く ほど 簡単 な 方 法 で 作る こと が で きま す 。 硝 酸 ア 
ン モ ニウム を 除け ば 、 他 の すべ て の 高 性 能 爆薬 より も 家庭 で 作る の が 非常 に 簡単 で す 。 


材料 抽 置 


へ キサ ミン また 500ml ビ ー カ ー ガ ラス 失 捧 棒 燃 
は メデ ナミ ン 料 タブ レッ ト (508) 


漏 寺 と 濾紙 を 濃縮 
硝酸 (550mbD) 氷水 容器 (プラ スチ ッ ク バ ケツ ) 


蒸留 水 摂氏 温度 計 


食塩 青色 リト マス 紙 氷 硝酸 アン モ 
ニウム 


1) ビー カー を 氷水 に 浸し (セク ショ ン 3.13 の 手順 3 て 4 を 参照 ) 、 慎 重 に 


ビー カー に 濃 硝 酸 550ml を 注ぎ ます 。 


2) 酸 が 20 度 以下 に 冷め た ら 、 砕 いた 燃料 タブ レッ ト を 少量 ビー カー に 加え ます 。 温 度 が 上 昇 す る の で 、30 度 以下 に 抑え る 必要 が あり ます 。 そ うし な いと 悲惨 な 結果 を 招く れ が あ 
り ます 混合 物 を か き 混ぜ ます 。 
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3) 氷 を 追加 し た り 、 
古い 氷 浴 に 塩 を 加え る か 、 新 し い 氷 浴 を 作る か 。 あ る い は アン モニ ウム 
硝酸 塩 は 古い 水浴 に 加え る こと が で きる 。 な ぜ な ら 、 
水 に 入れ . 温 度 を 一 定 に 保ち な が ら か き 混 ぜ 続 ける 。 
少な く と も 20 分 間 . 摂 氏 0 度 


4) 混合 物 を 1 リッ トル の 砕い た 氷 に 注ぎ 、 シ ェ イ ク し て か き 混 ぜ ま す 。 
その まま 溶かし ます 。 浴 けた ら 結晶 を 渡し 取り 、 座 食性 の 液体 を 処分 し ます 。 


5) 5) 結晶 を 沸騰 し た 蒸留 水 500m I に 入れ る 。 濾 過 す る o 
結晶 を 取り 出し 、 再 い リ トマ ス 紙 で テス ト し ます 。 リ トマ ス 紙 が 青い まま に な る まで 手順 4 と 5 を 繰り 返し ます 。 
これ に より 、 結 晶 は より 安定 し 、 安 全 に な り ま す 。 


6) 使用 準備 が で きる まで 、 結 晶 昌 は は 濡れ た ま ま 保 管 し 、 完 全 に 乾 か し て くだ さ 


RDX は 単独 で 爆発 物 と し て 使用 する に は 安定 性 が 足り ませ ん 。 


7) 組成 物 C-1 は 、88.396 の RDX (重量 比 ) と 11.1% の 
ミネ ラル オイ ル 、0.69% レ シン チン 。 こ れ ら の 材料 を ビニ ー ル 袋 に 入れ て こね ます 。 こ れ は 、 
爆発 的 な 。 

8) HMX は TNT と RDX の 混合 物 で あり 、 重 量 比 は 50/50 で す 。 


感度 は それ ほど 高く な く 、RDX 単 体 と ほぼ 同じ くら い 強 力 で す 。 


9) ステ ッ プ 5 の 後に RDX の 結晶 に 硝酸 アン モニ ウム を 加え る と 、 


硝酸 アン モニ ウム は 非常 に 鈍感 で 、 
強力 で す 。 硝 酸 ナ トリ ウム また は 硝酸 カリ ウム も 添加 で きま す 。 少 量 で RDX を 安定 させ る の に 十分 で す 。 


10) RDX は 圧縮 され る と 毎秒 8550 メ ー ト ル の 速度 で 爆発 する 。 


密度 は 1.55 g/ 立 方 cm で す 。 
3.32 硝酸 アン モニ ウム 


硝酸 アン モニ ウム は 、 第 2.33 節 の 偶然 の 方 法 に 従っ て テロ リス ト に よっ て 作ら れる 可能 性 が あり 、 あ る い は 
建設 現場 か ら 盗 まれ た 。 非 常に 安定 し て お り 、 衝 撃 に 鈍感 な た め 通常 は 爆破 に 使用 され て いる 。 

テロ リス ト は 薬局 や 医療 用 品 店 で イン スタ ント コー ルド パッ ク を 複数 購入 する こと も で きる 。 

テロ リス ト の 観点 か ら 見 る と 、 硝 酸 ア ン モ ニウム の 最大 の 欠点 は 爆発 する こと だ 。 む し ろ 

強力 な プラ イミ ング チャ ー ジ を 使用 する 必要 が あり ます が 、 通 常 は ブー スタ ー チ ャ ー ジ も 併用 し ます 。 以 下 の 図 で 説明 し ます 。 


1 ーー ピラ 
晶 ITNTI 硝酸 アン モニ ウム | 


ー ビ ー ス ター|L___ 


雷管 が 爆発 し 、TNT 火 薬 が 爆発 し 、 ア ン モ ニウム に 巨大 な 衝撃 波 が 伝わる 。 
硝酸 塩 を 爆発 させ ます 。 
3.33 アン フォ ス 
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ANFO は 硝酸アンモニウム - 燃料 油 溶液 の 頭字 語 で す 。ANFO は 硝酸 アン モニ ウム の も う 1 つの 大 き な 問 題 、 つ まり 空気 中 の 水蒸気 を 吸収 する 性 質 を 解決 し ます 。 
この た め 、 そ の よう な 試み が 行わ れ て も 爆発 物 は 爆発 し ませ ん 。 こ の 問題 は 、949% (重量 ) の 硝酸 アン モニ ウム と 6% の 燃料 油 また は 灯油 を 混合 する こと で 解決 さ 
れ ま す 。 灯 油 は 、 硝 酸 アン モニ ウム が 空気 中 の 水分 を 吸収 する の を 防ぎ ます 。ANFO を 起爆 させ る に は 、 大 き な 衝 撃 波 も 必要 で す 。 


3.34 


TNT、 つ まり トリ ニトロ トル エン は 、 お そら く <2 番 目 に 古い 高 性 能 爆薬 と し て 知ら れ て いま す 。 も ちろ ん 、 最 初 の も の は ダイ ナマ イト で し た 。 
早朝 の アニ メ で 人 気 を 博 し た た め 、TNT は 間違い な く 最も よく 知ら れ て いる 高 性 能 爆薬 で す 。 最 も よく 知ら れ て いる た め 、 他 の 爆薬 と 比較 する 基準 と か っ て いま 
す 。 業 界 で は 、TNT は 、 製 品 の 製造 に 使用 され る 硝酸 と 硫酸 を 節約 する よう に 設計 され た 3 段階 の ニトロ 化 プ ロ セ ス に よっ て 製造 され ます 。 


し か し 、 テ ロリ スト は お そら く 、 よ り 和 経済 的 な 1 ステ ッ プ 法 を 選択 する で し ょ う 。1 ステ ッ プ 法 は 、 ト ル エ ン を 非常 に 強い (発煙 性 の ) 硫酸 で 処理 する こと に 
よっ て 行わ れ ま す 。 次 に 、 硫 酸化 され た トル エン を 水浴 中 で 非常 に 強い (発煙 性 の ) 硝酸 で 処理 し ます 。 こ の 溶液 に 冷水 を 加え 、 ろ 過 し ます 。 


3.35 塩素 酸 カ リウ ム 


塩素 酸 カ リウ ム 自 体 は 家庭 で 作る こと は で きま せん が 研究 室 で 入手 で きま す 。 塩 素 酸 カリ ウム を 少量 の ワセリン また は 他 の ワセリン と 混ぜ 、 衝 撃 波 を 通す と 、 黒 


色 火 薬 より も わずか に 強力 な 爆発 力 を 発揮 し ます 。 た だ し 、 こ の 方 法 で 爆発 させ る に は 、 条 件 が 限ら れ て いま す 。 こ の よう な 爆発 物 を 作成 する 手順 を 次 に 示し ます 。 


材料 


装置 
塩素 酸 カ リウ ム (9 容量 部 ) ジッ プロ ッ ク ビ ニー ル 袋 
ワセリン (] 容 量 部 ) 粘土 製 の 粉砕 ボウ ル 


また は 


木製 の ボウ ル と 木製 の スプ ー ン 


1) 粉砕 ボウ ル で 塩素 酸 カ リウ ム を 注意 深く ゆっ くり と 粉砕 し 、 塩 素 酸 カ リウ ム が 非常 に 細か く な る まで 粉砕 し ます 。 
細か い 粉 末 。 粉 末 が 細か く な る ほど 、 爆 発 が 早 く な り ま す (よく な り ま す ) 。 
2) 粉末 を ビニ ー ル 袋 に 入れ ます 。 ワ セリ ン を ビニ ー ル 袋 に 入れ 、 袋 の 側面 に で きる だ け 付か な いよ うに 、 つ まり 塩素 酸 カ リウ ム 粉 末 の 上 に ワセリン を 置き ます 。 


3) 袋 を 閉じ 、 塩 素 酸 カリ ウム が 乾燥 粉末 に な る まで 材料 を こね ます 。 
メイ ン の 塊 に 固執 し て くだ さい 。 必 要 に 応じ て 、 袋 に ワセリン を も う 少し 追加 し て くだ さい 。 

4) 材料 は 24 時 間 以 内 に 使用 する 必要 が あり ます 。 さ も な いと 混合 物 が 反応 し て 、 効 果 が 大 幅 に 低下 し ます 。 
爆発 仁 が あり ます 。 た だ し 、 こ の 反応 は 無害 で あり 、 熱 や 危険 な 生成 物 は 放出 され ませ ん 。 


3.36 ダイ ナマ イト 


ダイ ナマ イト と いう 名 前 は 、 力 を 意味 する ギリ シャ 語 の 「dynamis」 に 由来 し て いま す 。 ダ イナ マイ ト は 、 ノ ー ベ ル が ニトロ グリ セリ ン を 作っ た 直後 に 発 
明 さ れ ま し た 。 ダ イナ マイ ト が 作ら れ た の は 、 ニ トロ グリ セリ ン が 衝撃 に 対し て 非常 に 危険 な ほど 敏感 だ っ た た めで す 。 

正気 を 保っ た まま 誤っ た 考え を 持つ 人 間 は 、 ニ トロ グリ セリ ン を 作っ た 後 (狂気 の 沙汰 で す が ) 、 す ぐに それ を ダイ ナマ イト に 変 
える で し ょ う 。 こ れ は 、 お が くず な どの さま ざま な 材料 を ニトロ グリ セリ ン に 加え る こと で 実現 で きま す 。 お が くず は 、 体 積 当 た り の 
ニトロ グリ セリ ン の 重量 が 非常 に 大 きい で す 。 硝 酸 ア ン モ ニウム な どの 他 の 材料 を 加え る と 、 爆 発 物 の 感度 が 下がり 、 威 力 が 増す 
傾向 が あり ます 。 し か し 、 こ れ ら の ニトロ グリ セリ ン 化 合 物 で さえ 実際 に は 安全 で は あり ませ ん 。 


3.37 ニトロ スタ ー チ 爆薬 
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ニトロ スタ ー チ 爆薬 は 簡単 に 作れ て 、 か な り 強 力 で す 。 必 要 な の は 、 濃 硝酸 と 濃 硫酸 の 混合 物 で さま ざま な デン プン を 
処理 する こと だ け で す 。 濃 硫酸 10 ml を 濃 硝酸 10 ml に 加え ます 。 こ の 混合 物 に デン プン 0.5 グラ ム を 加え ます 。 冷 水 を 
加え 、 明 ら か に 変化 の な い ニ トロ スタ ー チ を 濾過 し ます 。 ニ トロ スタ ー チ 爆薬 の 威力 は TNT より わずか に 低い で す 

が 、 よ り 容易 に 爆発 し ます 。 


3.38 ピク リン 酸 


ピク リン 酸 は トリ ニトロ フェ ノー ル 、 ま た は TNP と し て も 知ら れ 、TNT な どの 感度 の 低い 別 の 爆薬 を 起 曲 する た め の ブ ー ス ター チャ 
ー ジ と し て 最も よく 使用 され る 軍用 爆薬 で す 。 濃 硫酸 と 濃 硝酸 が 入手 で きる と 仮定 する と 、 こ れ も か な り 簡 単に 作れ る 爆薬 で す 。 そ 

の 製造 方 法 は 多く の 大 学 の 化学 実験 マニ ュ ア ル に 記載 され て お り 、 簡 単に 実行 で きま す 。 ピ クリ ン 酸 の 主 な 問題 は 、 危 険 な ほど 感度 が 
高く 不安 定 な ピク リン 酸 塩 ( ピク リン 酸 カ リウ ム な ど ) を 形成 し や すい こと で す 。 こ の た め 通常 は より 安全 な 形態 (ピク リン 酸 ア ン 
モニ ウム 、 別 名 爆薬 D) に 加工 され ます 。 社 会 的 に 逸脱 し た 人 な ら 、 お そら く こ こ で 示 し た も の と 同様 の 式 を 使用 し て ピク リン 酸 を 作る 


で じ よ う 。 
材料 装置 
フェ ノー ル (9.5g) 500ml フ ラス コ 
濃縮 調節 可能 な 熱源 


硫酸 (12.5 mD1000 ml ビー カー 
濃 硝 酸 (38 mb 
また は 煮沸 に 適し た 他 の 容器 


蒸留 水 ろ紙 と 漏斗 


ガラ ス 製 か き 混ぜ 棒 


1) 500ml フ ラス コ に フェ ノー ル 9.5 グ ラム を 入れ 、 濃 硫酸 12.5ml を 慎重 に 加え 、 

混合 物 を か き 混ぜ ます 。 

) 1000ml の ビー カー また は 沸騰 容器 に 400ml の 水道 水 を 入れ 、 水 を 弱火 で 沸騰 させ ます 。 

500ml フ ラス コ を 熱い 水道 水 で 温め た 後 、 沸 勝 し た お 湯 の 中 に 入れ 、 フ ェ ノー ル と 酸 の 混合 物 を 約 30 分 間 か き 混ぜ 続け ます 。30 分 後 、 フ ラス コ を 取り 出し 、 約 5 分 間 冷 まし 
ます 。 


の ト つ 


4) 先ほど 使用 し た 沸騰 し た お 湯 を 捨て 、 容 器 を 冷まし た 後 、 氷 水 を 作り ます 。 
セク ショ ン 3.13 の 手順 3 ^ 4 で 使用 し た も の と 類似 し て いま す 。 500 ml フラ スコ に フェ ノー ル と 酸 を 混ぜ た も の 
を 氷 浴 に 入れ ます 。 38 ml の 濃 硝酸 を 少し ずつ 加え 、 混 合 物 を 絶え ず か き 混 ぜ ま す 。 激しい が 「 無 害 な 」 反 応 
が 起こ る は ず で す 。 混合 物 の 反応 が 止ま っ た ら 、 フ ラス コ を 水浴 か ら 取 り 出 し ます 。 

5) 氷 浴 容器 (ガラ ス 製 の 場合 ) を 温め 、 さ ら に 水道 水 を 沸騰 させ ます 。 
混合 物 を 沸騰 し た お 湯 に 入れ 、 沸 騰 し た お 湯 の 中 で 1.5 て 2 時 間 加 熱し ます 。 

6) 溶液 に 冷た い 蒸留 水 100 ml を 加え 、 氷 水 で 冷た く な る まで 冷や し ます 。 

7) 漏 斗 内 の ろ紙 に 溶液 を 注ぎ 、 黄 白色 の ピク リン 酸 結 晶 を ろ過 し ます 。 
液体 は 腐食 作 が ある た め 、 回 収 し て 安全 な 場所 に 処分 し て くだ さい 。 

8) 500ml フ ラス コ を 蒸留 水 で 洗い 、 ろ 紙 の 内 容 物 を フラ スコ に 入れ ます 。300ml を 加え ます 。 
水 を 加え 、 激 し く 振っ て くだ さい 。 

9) 結晶 を 再度 濾過 し 、 乾 燥 させ ます 。 

10) 結 晶 は 金属 容器 と 反応 し て 、 

自発 的 に 爆発 する 可能 性 の ある ピク ラー ト 。 


3.39 ピク リン 酸 ア ン モ ニウム 


Machine Translated by Google 


ピク リン 酸 ア ン モ ニウム は 、 爆 薬 D と も 呼ば れ 、 別 の 安全 な 爆薬 で す 。 爆 発 さ せる に は か な り の 衝撃 が 必要 で す が 、 硝 酸 ア ン モ ニウム を 爆発 させ る の に 必要 
な 衝撃 より わずか に 小さ いも の で す 。 金 属 容器 に 入れ て も 危険 な 不安 定 な 塩 を 形成 する 傾向 が ほとん ど な い た め 、 ピ クリ ン 酸 より も は る か に 安全 で す 。 ピ ク 
リン 酸 と 透明 な 家庭 用 アン モニ ア か ら 簡 単に 作る こと が で きま す 。 必 要 な の は 、 ピ クリ ン 酸 の 結晶 を ガラ ス 容 器 に 入れ 、 大 量 の 熱湯 で 溶かす だ け で す 。 
透明 な 家庭 用 アン モニ ア を 過剰 量 加え 、 余 分 な アン モニ ア を 蒸発 させ ます 。 残 っ た 粉末 が ピク リン 酸 ア ン モ ニウム で す 。 


3.40 三 塩化 窒素 


三 塩化 窒素 は アゾ 化物 と も 呼ば れ 、 油 状 の 黄色 い 液 体 で す 。60 度 以上 に 加熱 され た り 、 直 火 や 火花 に 接触 し た りす る と 激しく 爆発 し ます 。 製 造 は 比 
較 的 簡単 で す 。 


1) ビー カー に 硝酸 アン モニ ウム 小さ じ 5 杯 程度 を 水 に 入れ て 溶かし ます 。 
硝酸 アン モニ ウム を 溶液 に 入れ すぎ て 、 ビ ー カ ー の 底 に 溶け ず に 残ら な いよ うに し て くだ さい 。 


2) 塩酸 と 過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム を 混ぜ て 、2 つ 目 の ビ ー カ ー に 塩素 ガス を 集め ます 。 
スト ッ パ ー と ガラ スパ イプ が 付い た 大 き な フ ラス コ に 入っ て いま す 。 

3) 塩素 ガス の 入っ た ビー カー を 、 硝 酸 ア ン モ ニウム 溶液 の 入っ た ビー カー の 上 に 逆さ ま に 置 き 、 ビ ー カ ー 同 士 を テー プ で 留め ます 。 下 の ビー カー を 軽く 加熱 
し ます 。 加 熱 する と 、 溶 液 の 表面 に 油 状 の 黄色 い 液 滴 が 形成 され 始め 、 下 に 沈み ます 。 こ の と き 、 す ぐに 熱源 を 取り 除き ます 。 


ある い は 、 ビ ー カ ー に ガス を 集め る の で は な く 硝酸 アン モニ ウム 溶液 に 塩素 を 吹き 込む こと も で きま す が 、 こ れ に は タイ ミン グ と 、 ビ ー カ ー と 試験 管 を 支 
える スタ ンド が 必要 で す 。 


透明 な 家庭 用 アン モニ ア が 入 っ た フラ スコ を ゆっ くり 加熱 する こと で 、 塩 素 ガ ス を 無水 アン モニ アガ ス と 混合 する こと も で きま す 。 塩 素 発生 フラ ス 
コ の ガラ ス 管 と アン モニ ア 発 生 フ ラス コ の ガラ ス 管 を 、 水 が 入っ た 別 の フラ スコ に 入れ ます 。 


4) 黄色 の 液 清 を スポ イト で 集め 、 す ぐに 使用 し て くだ さい 。 三 塩化 窒素 は 
24 時 間 以 内 に 分 解 し ます 。 


3.41 アジ 化 鉛 


アジ 化 鉛 は 、 他 の 爆発 物 の ブー スタ ー チ ャ ー ジ と し て よく 使用 され る 物質 で す が 、 そ れ 自 体 で も か な り 敏 感 な 爆発 物 と し て 十分 に 機能 し ます 。 打 撃 や 衝 
撃 で は 簡単 に 爆発 し ませ ん が 、 点 火 線 や 雷管 の 熱 で 簡単 に 爆発 し ます 。 必 要 な 化学 物質 が 調達 で きれ ば 、 製 造 は 簡単 で す 。 


アジ 化 ナ トリ ウム と 酢酸 鉛 を 別々 の ビー カー で 水 に 溶かし て 、2 つの 物質 を 水溶 液 に し ます 。2 つの ビー カー を 混ぜ て 、 弱 火 で 加熱 し ます 。 反 応 が 起こ ら な く 
な り 、 ビ ー カ ー の 底 に 沈殿 物 が 形成 され な く な る まで 、 酔 酸 鉛 溶液 を 過剰 量 加え ます 。 溶 液 を 濾過 し 、 沈 殿 物 を 熱湯 で 洗い ます 。 沈 殿 物 は アジ 化 鉛 で あ 
り 、 安 全 の た め 湿 っ た 状態 で 保管 する 必要 が あり ます 。 


酢酸 鉛 が 見 つか ら な い 場 合 は 、 酢 酸 を 入手 し て その 中 に 鉛 金 属 を 入れ て くだ さい 。 黒 色 火 薬 の 弾丸 は この 目的 に 適し て いま す 。 


3.5 その 他 の 「 爆 発 物 」 


残り の セク ショ ン で は 、 火 災 に よっ て 財産 を 破壊 する た め に 使用 で きる 他 の 種類 の 物質 に つい て 説明 し ます 。 こ こ で 紹介 する 物質 は いずれ も 爆発 物 で は あり ま 
せん が 、 爆 発 の よう な 結果 を も た らし ます 。 


3.51 テル ミッ ト 


Machine Translated by Google 


シロ アリ は 燃料 と 酸化 剤 の 混合 物 で 、 大 量 の 熱 を 発生 させ る た め に 使用 され ます 。3.23 節 で は 取り 上 げ ま せん で し た が 、 こ れ は それ ほど 容易 に 反 
応 し な いか ら で す 。 こ れ は 、 酸 化 鉄 と アル ミニ ウム の 混合 物 で 、 ど ちら も 細か く 粉 砕 さ れ て いま す 。 点 火 す る と 、 ア ルミ ニウム が 燃え 、 酸 化 鉄 か ら 酸 素 
が 抽出 され ます 。 こ れ は 、 実 際 に は 2 つの 非常 に 発熱 的 な 反応 で 、 合 計 で 約 2200 度 の 温度 が 発生 し ます 。 こ れ は 原子 兵器 に よっ て 生成 され る 熱 の 
半分 で す 。 点 火 す る の は 困難 で す が 、 点 火 す る と 、 最 も 効果 的 な 着火 剤 の 1 つ に な り ま す 。 


材料 


粉末 アル ミニ ウム (10g) 粉 末 酸 化 鉄 (10g) 


1) テル ミッ ト を 作る の に 特別 な 手順 や 装置 は 必要 あり ませ ん 。 単 に 2 つの 粉末 を 混ぜ 合わ せ 、 混 合 物 を で きる だ け 均 一 に する よ 
うに し て くだ さい 。 酸 化 鉄 と アル ミニ ウム の 比率 は 重量 で 50% / 509% で す が 、 こ れ よ り 多 く て も 少な く て も か まい ませ ん 。 


2) テル ミッ ト に 少量 の 塩素 酸 カ リウ ム を 加え 、 そ の 上 に 硫酸 を 数 滴 注 ぐ こ と で 、 テ ルミ ッ ト を 点火 する こと が で きま す 。 こ の 方 法 と 
その 他 の 方 法 に つい て は 、 セ クシ ョ ン 4.33 で 後ほど 説明 し ます 。 
テル ミッ ト に 点火 する も うー つの 方 法 は 、 マ グ ネ シン ウム の スト リッ プ を 使う こと で す 。 最 後に に テル ミッ ト の 中 に 一 般 的 な 線香 花 
火 を 入れ て 混合 物 を 点火 する こと が で きま す 。 


3.52 モロ ト フ カク テル 


最初 に ロシア 人 が ドイ ツ の 戦車 に 対し て 使用 し た モリ ト フ カク テル は 、 現 在 で は 世界 中 で テロ リス ト に よっ て 独占 的 に 使用 され て いま す 。 

モリ ト フ カク テル は 作り 方 が 非常 に 簡単 で 、 壊 滅 的 な 結果 を も た ら す こと が で きま す 。 ガ ソリ ン 、 デ ィ ー ゼ ル 燃 料 、 灯 油 、 エ チル アル コー ル ま た は 

メチ ル アル コー ル 、 ラ イタ ー 用 液体 、( テ レビ ピン 油 、 ま た は これ ら の 混合 物 な ど 、8| 火 性 の 高い 物質 を 大 き な ガ ラス 瓶 に 入れ る こと で 、 誰 で も 効果 的 な 焼 
夷 弾 を 作る こと が で きま す 。 可 燃 性 の 液体 を 瓶 に 入れ た 後 、 液 体 に 浸し た 布 を 瓶 の 上 部 に ぴっ た り 収まる よう に 置き ます 。 次 に 、 布 の 一 部 を 首 に 巻き 付 
け て 結び ます が 、 火 が つく よう に 数 イン チ の ゆる い 布 を 残し て お く よ う に し て くだ さい 。 露 出し た 布 に 火 を つけ 、 瓶 を 投げ ます 。 燃 えて いる 布 が 消え ず 、 衝 
撃 で 瓶 が 割れ た 場合 、 瓶 の 内 容 物 が 衝撃 を 受け た 場所 の 近く の 広い 範囲 に 飛び 散り 、 炎 上 し ます 。 


灯油 や エン ジン オイ ル な どの 可燃 性 混合 物 は 、 ガ ソリ ン な どの より 揮発 性 で 可燃 性 の 高い 液体 と 混ぜ て 確 
実に 発火 させ る 必要 が あり ます 。 タ ー ル や グリ ー ス と ガソリン な どの 混合 物 は 、 接 触 し た 表面 に 付着 し 

て より 高温 で 燃え 、 消 火 し に くく な り ま す 。 こ の よう な 混合 物 は 、 点 火 し て 投げ る 前 に よく 振る 必 

要 が あり ます 。 


3.53 化学 消火 ボトル 


化学 消火 ボトル は 、 実 際 に は 高度 な 火炎 瓶 で す 。 燃 える 布 を 使っ て 可燃 性 液体 に 点火 する と 液体 に 点火 する 可能 性 は せい ぜ い か な り で す が ] 化 学 消火 ボトル は 硫酸 と 塩素 
酸 カ リウ ム の 非常 に 高温 で 激しい 反応 を 利用 し ます 。 容 器 が 破裂 する と 、 ガ ソリ ン の 混合 物 に 含ま れる 硫酸 が 、 塩 素 酸 カ リウ ム と 砂糖 に 浸し た 紙 に 飛び 散り ます 。 酸 が 当 た 
る と 、 紙 は 瞬 時 に 白い 炎 を 上 げ て ガソリン に 点火 し ます 。 ガ ソリ ン に 点火 し な い 可 能 性 は 2 未満 で 、 塩 素 酸 カ リウ ム と 砂糖 が 十分 に あれ ば 、096 まで 減ら すこ 

と が で きま す 。 


舟 
回 


材料 


Machine Translated by Google 


塩素 酸 カ リウ ム (小さ じ 2 杯 ) ガラ ス 瓶 (12 オ ンス ) 
プラ スチ ッ ク ケ ー ス に 入っ た 砂 ボトル の キャ ッ プ 、 
糖 (小さ じ 2 杯 ) 

濃縮 緑 が 盛り 上 が っ た 調理 用 鋼 

硫酸 (4 オン ス ) 

ガソリン (8 オン ス ) ペー パー タオ ル 
ガラ ス ま た は プラ スチ ッ ク の カッ プ 
と スプ ー ン 


1) ボトル の キャ ッ プ を 硫酸 数 滴 で テス ト し 保管 中 に 酸 が ボトル の キャ ッ プ を 侵食 し な いこ と を 確認 し ます 。24 時 間 以 内 に 酸 が 
キャ ッ プ を 侵食 し た 場合 は 新しい キャ ッ プ を 探し て テス ト し 、 酸 が キャ ッ プ を 侵食 し な い キ ャ ッ プ が 見 つか る まで テス ト す る 
必要 が あり ます 。 ガ ラス 製 の キャ ッ プ が 最適 で す 。 

2) 8 オン ス の ガソリン を ガラ ス 瓶 に 慎重 に 注ぎ ます 。 

3) 濃 硫 酸 4 オン ス を ガラ ス 瓶 に 慎重 に 注ぎ ます 。 
ボトル の 側面 に こ に ぼれ た 酸 を 拭き 取り 、 ボ トル の キャ ッ プ を 締め ます 。 ボ トル の 外側 を た っ ぷり の 水 で 洗い 
ます 。 そ の まま 置い て 乾かし ます 。 


4) ガラ ス ま た は プラ スチ ッ ク の カッ プ に 塩素 酸 カリ ウム を 小さ じ 2 杯 ほど と 砂糖 を 小さ じ 2 杯 ほど 入れ ます 。 
沸騰 し た お 湯 を 約 1/2 カッ プ 、 ま た は 塩素 酸 カリ ウム と 砂糖 が すべ て 溶け る の に 十分 な 量 加 えま す 。 

5) 端 が 盛り 上 が っ た 調理 鍋 に ペー パー タオ ル を 1 枚 置き ます 。 ペ パー パー タオ ル を 半分 に 折り 、 塩 素 酸 カ リウ ム と 砂糖 を 溶かし た 
溶液 を 注ぎ 、 完 全 に 湿 る まで 注ぎ ます 。 タ オル を 乾かし ます 。 

6) 乾い た ら 、 ガ ソリ ン と 硫酸 が 入っ た ガラ ス 瓶 の 外側 に 接着 剤 を 塗り ます 。 
混ぜ 合わ せま す 。 ペ ー パ ー タ オル を ボトル の 周り に 巻き 付け 、 す べ て の 部 分 に し っ か り と くっ つく よう に し ます 。 ボ トル は 壊れ 
た り 倒れ た り し な い 場 所 に 保管 し ます 。 

7) 終了 する と 、 ボ トル 内 の 溶液 は 2 つの 別々 の 液体 、 つ まり 底 に 濃い 赤褐色 の 溶液 、 上 に 透明 な 溶液 と し て 現れ ます 。2 つの 溶液 混ざり ませ ん 。 化 
学 消火 ボトル を 使用 する に は 、 硬 い 表面 に 投げ る だ け で す 。 


8) キャ ッ プ に 硫酸 が 付着 し て いる 可能 性 が ある た め 、 絶 対 に ボトル を 開け な いで くだ さい 。 
ボトル の 側面 か ら 滴り 落ち て 塩素 酸 カ リウ ム に 引火 し 、 火 災 や 爆発 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 


9) 装置 を テス ト す る に は 、 ボ トル か ら ペ ー パ ー タ オル を 少し 切り 取り 、 そ こ に 硫酸 を 数 滴 垂 らし ます 。 ペ パー パー タオ ル は すぐ に 白い 炎 を 発する は ず で 
す 。 


3.54 ガス 爆弾 


ライ ター の 詰め 替え 用 ブタ ン 、 プ ロ パ ンス トー ブ や ブン ゼン バー ナー 用 
の プロ パン な どの ボン ベガ ス は 、 強 力 な 爆発 を 起こ す の に 使用 で きま す 。 単 純 な 考 
え を 持つ アナ ー キ スト が この よう な 装置 を 作る に は 、 ボ ン ベ ガ ス の 容器 を スタ ー ノ また 
は その 他 の ゲル 化 燃料 の 缶 の 上 に 置き 、 燃 料 に 火 を つけ て 走る だ け で 済み ます 。 
使用 する 交 料 と 燃料 容器 の 厚 さ に 応じ て 、 液 体 ガ ス は 沸騰 し て 膨張 し 、 約 5 分 
で 容器 が 破裂 し ます 。 理 論 上 は 、 燃 焼 する ゲル 化 燃 料 に よっ て ガス が 即 座 に 発 
火 し 、 大 き な 火 の 玉 と 爆発 が 発生 し ます 。 残 念 な が ら 、 ボ ン ベ ガ ス 容 器 が 破 人 
する と 燃料 が 消え て し まう こと が 多く 、 膨 張 し た ガス に 発火 する の を 防い で し まい ま 
す 。 し か し 、 ガ ソリ ン を 半分 入れ た 金属 製 の バケ ツ を 使用 する と 、 ガ ソリ ン が 消え る 
可能 性 が 低く な る た め 、 発 火 す る 可能 性 が 高く な り ま す 。 ガ ソリ ン に 浸し た 燃え て いる 木炭 の 上 に ガス ボン ベ を 置く の 
が 、 膨 張 す る ガス を 確実 に 点火 する 最も 効果 的 な 方 法 で し ょ う 。 ガ ス 容 器 が 破 像 する と ガソリン の 炎 が 消え る か も し れ ま 
せん が 、 燃 えて いる 木炭 が すぐ に ガソリン の 炎 を 再 点火 する か ら で す 。 亜 酸化 窒素 水素 、 プ ロ パ ン 、 ア セ チ レ ン 、 そ の 他 の 
可燃 仁 ガ ス で あれ ば 何で も 大 丈夫 で す 。 


4.0 爆発 物 の 使用 
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テロ リス ト が 爆発 物 を 作っ た ら 、 次 に 当然 行う べき こと は 爆発 物 の 使用 で す 。 爆 発 物 は 、 嫌 が ら せ 、 破 壊 行 為 、 殺 人 な ど 、 さ ま ざ ま な 用 途 に 使わ れ ま す 。 こ こ で 紹介 し 
た アイ デア は 、 一 部 で も 全部 で も 決し て 実行 し な いで くだ さい 。 実 行 する と 、 起 訴 、 宮 金 、 投 獄 に つなが る 可能 性 が あり ます 。 


爆発 物 を 使用 する 人 が 最初 に 行う ステ ッ プ は 、 必 要 な こと を 行う の に どれ くら い の 大 き さ の 爆発 装置 が 必要 か を 判断 する こと で す 。 次 に 、 爆 弾 を 何で 作る か 決 
め な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 爆 発 装置 を どの よう に 爆発 さす た いか を 決め 、 爆 発 装置 を どこ に 置く の が 最適 か を 判断 し な けれ ば な り ま せん . 次 に 爆発 装置 
が 発見 され た り 動か され た りす る こと な く 希望 する 場所 に 置け る か どう か を 確認 する 必要 が あり ます 。 最 後に 、 実 際 に 座っ て 爆発 装置 を 組み 立て な けれ ば 
な り ま せん 。 


これ ら は 次 の セク ショ ン で 取り 上 げ る トピ ッ ク の 一 部 で す 。 


4.1 安全 性 


「 安 全 な 」 上 爆発 装置 な ど 存在 し ませ ん 。 相 対 的 に 安全 か 、 あ る い は 危険 性 が 低い か と いう 観点 か らし か 語れ ませ ん 。 
4.2 点火 装置 


爆発 装置 に 点火 する 方 法 は 数 多く あり ます 。「 導 火 線 に 火 を つけ 、 爆 弾 を 投げ 、 逃 げ る 」 と いう 古典 的 な 方 法 も あれ ば 、 敏 感 な 水銀 スイ ッ チ も あり 、 そ の 中 
間 の 方 法 も 数 多く あり ます 。 一 般 的 に 、 電 気 起爆 シス テム は 導火線 より も 安全 で す が 、 電 気 シ ステ ム よ り も 導火線 の 方 が 適切 な 場合 も あり ます 。 た と えば 、 電 
気 起 坦 シ ステ ム を スタ ジア ム に 持ち 込ん で 捕まっ て し まう の は 困難 で す 。 導 火 線 や 衝撃 起爆 導火線 付き の 装置 な ら 、 了 し や すい で し よう 。 


4.21 ヒュ ー ス 点火 


最も 古い 爆発 点火 方 式 で ある ヒュ ー ズ は 、 お そら く 最 も 好ま れる タイ プ の シン プル な 点火 シス テム で す 。 防 水 ヒ ュー ズ を デバ イス 内 に 置く だ け で 、 ほ ぼ 確 
実に 点火 で きま す 。 現 代 の 防水 ヒュ ー ズ は 極め て 信頼 性 が 高く 、1 イン チ あ た り 約 2.5 秒 の 速度 で 燃焼 し ます 。 ほ と ん どの ホビ ー シ ョ ッ プ で 模型 ロケ 

ッ ト 用 ヒュ ー ズ と し て 販売 され て お り 、9 フィ ー ト の 長 さ で 約 3 ドル で す 。 ヒ ュー ズ は 、 そ の シン プル さか ら 、 パ イプ 爆撃 機 の 点火 シス テム と し て 人 気 

が あり ます 。 必 要 な の は 、 マ ッ チ また は ライ ター で 点火 する こと だ け で す 。 


も ちろ ん 、 陸 軍 が この よう な 導火線 を 持っ て いた ら 導火線 点火 を 使用 する 手 弾 は 非常 に 非 実用 的 に な る で し ょ う 。 
手 樽 弾 の 点火 装置 が 入手 で きれ ば 、 そ れ が 最も 効果 的 で す 。 し か し 、 そ の よう な も の は た だ 漂っ て いる わけ で は な い の で 、 次 善 策 と し て は 、 マ ッ チ や ライ タ 
ー を 必要 と せ ず 、 し か も その シン プル さ を 保 っ た 導火線 装置 を 用 意 する こと で す 。 


その よう な 方 法 の 1 つ を 次 に 説明 し ます 。 


材料 


カバ ー に スト ライ クオ ンタ イプ は 、 電 気 
テー プ ま た は ダク ト テ ー ブ プ 防 水 ヒ ュ 
ー ズ に 適合 し ます 。 
1) 特定 の タイ プ の ヒュ ー ズ の 燃焼 速度 を 決定 する に は 、6 イン チ 以 上 の 長 さ の ヒュ ー ズ を 測定 し て 点火 する だ け で す 。 ス トッ プ ウ ォ ッ チ を 使用 し て 、 ヒ 
ュー ズ が 点火 し た 瞬間 に スタ ー ト ボタ ン を 押し 、 ヒ ュー ズ が 切れ た と き に 時 計 を 止め ます 。 燃 焼 時 間 を ヒュ ー ズ の 長 さ で 割る と 、 イ ンチ あたり の 秒 
数 で 表し た ヒュ ー ズ の 燃焼 速度 が 得 ら れ ま す 。 こ れ は 次 の よう に 表示 され ます 。 8 イン チ の ヒュ ー ズ が 燃焼 し 、 完 全 に 燃焼 する 時 間 が 20 秒 で あ 
る と し ます 。 


= 1 イン チ あ た り 2.5 秒 。 
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この ヒュ ー ズ で 10 秒 の 遅延 が 必要 な 場合 は 、 必 要 な 


イン チ あ た り の 秒 数 に よる 時 間 : 


2.5 秒 / イ ンチ 


注意 : ここ で の ヒュ ー ズ の 長 さ は 、 粉 末 に 対す る ヒュ ー ズ の 長 さ を 意味 し ます 。 
いく つか の ヒュ ー ズ 、 


少な く と も 1 イン チ は デバ イス 内 に 収まる 必要 が あり ます 。 必 ず こ の 余裕 分 を 追加 し て くだ さい 


イン チ 、 そ し て この 余分 な イン チ を デバ イス に 1 イン チ ず つ 入 れ て くだ さい !! 

2) 爆発 装置 が 爆発 する まで の 遅延 時 間 を 決定 し た 後 、 約 1/2 イ ンチ を 追加 し ます 。 
ヒュ ー ズ を あら か じ め 計 量 し 、 切 断 し ます 。 

3) 段ボール 製 の マッ チ を 紙 製 の マッ チケ ー ス か ら 慎 重 に 取り 出し ます 。 マ ッ チ を 1 本 ずつ 取り 出さ ず 、 す べ て 取り 出し て くだ さい 。 
段ボール の 台座 に 取り 付け られ た マッ チ 。 段 ボー ル の マッ チ の 片方 を 取り 、 も う 片 方 は 
2 つ 目 の 点火 装置 を 作り ます 。 

4) マッ チ の 先端 が ヒュ ー ズ の 端 に 触れ る よう に 、 マ ッ チ を ヒュ ー ズ の 端 に 巻き 付け ます 。 テ ー プ 
し っ か り と 固定 し 、 マ ッ チ の 頭 に テー プ を 貼ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 し っ か り と 固定 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
アセ ン ブ リ の ベー ス に それ ら を 配置 し ます 。 移 動 で き な い よう に する 必要 が あり ます 。 

5) マッ チ の カバ ー を ヒュ ー ズ に 取り 付け られ た マッ チ の 周り に 巻き 付け 、 ス トラ イカ ー 紙 が 下 に ある こと を 確認 し ます 。 
マッ チ の 頭 と スト ライ カー を マッ チ の 頭 に 向け ます 。 マ ッ チ の 周り に 紙 を し っ か り と テー プ で 貼り ます 。 
スト ライ カー の カバ ー を ヒュ ー ズ や マッ チ に テー プ で 貼り 付け な いで くだ さい 。 マ ッ チ 箱 を 引っ 張る の に 十分 な 長 さ に 残し て くだ さい 。 


点火 。 
.PA 
い / 
NT ーーー マッ チ ブ ッ ク カ バー 
員 / 
MMIM --|-ーー- マッ チ の 頭 
あゆ あ | 
MM | 
CleK | 
| テー プ HfIH テ ー プ | 
IP 
隔 半 陸 果林 -ーーー 印象 的 な 紙 
半 朱 #E 隊 提 拝 提 
INUMI\ 思 / / 
/ 
\/ 
| た ふ 
| た | 
g 
le 
上 有 
lg 
g 
le 


マッ チ 箱 は マッ チ の 周り に 巻き 付け られ 、 そ れ 自 体 に テー プ で 留め られ て いま す 。 マ ッ チ は 導火線 に テー プ で 留め られ て いま す 。 
マッ チ 箱 を 引く と 、 ス トラ イカ ー が マッ チ 芯 に 擦れ ます 。 
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6) 使用 する 準備 が で きた ら 、 マ ッ チ 紙 を 引っ 張る だ け で す 。 マ ッ チ の 頭 に マッ チ 紙 を 引っ 張る と 、 
摩擦 力 で 点火 する 。 次 に 、 燃 えて いる マッ チ の 人 芯 が 導火線 に 点火 する 。 
マッ チ の 頭 。 


4.22 イン パク ト 点 火 


衝撃 点火 は 、 自 発 的 な テロ 活動 の た め の 優れ た 点火 方 法 で す 。 
衝撃 起爆 装置 の 特徴 は 、 爆 発し な いよ うに 非常 に 安全 な 容器 に 保管 し な けれ ば な ら な いこ と で す 。 
使用 場所 まで 輸送 し ます 。 こ れ は 、 取 り 外 し 可能 な 衝撃 イニ シ エ ー タ ー を 使用 する こと で 実現 で きま す 。 


最も 優れ た 、 最 も 信頼 性 の 高い イン パク トイ ニシ エー ター は 、 工 場 で 製造 され た イニ シ エ ー タ ー ま た は プラ イマ ー を 使用 する も の で す 。 
黒色 火薬 銃 は その よう な プラ イマ ー の 1 つ で す 。 通 常 100 個 入り の 箱 に 入っ て お り 、 価 格 は 約 2.50 ド ル で す 。 

た だ し 、 こ の よう な キャ ッ プ に は 、 そ れ に 適合 する ニッ プル が 必要 で す 。 黒 色 火 薬 ニ ッ プ ル も 銃砲 店 で 入手 で きま す 。 

必要 な の は 、 乳 首 と それ に ぴっ た り 合う キャ ッ プ の パッ ケー ジ を 頼む こと だ け で す -。 乳 首 に は 穴 が 開い て お り 、 

完全 に 貫通 し て お り 、 ね じ 山 が 切っ て あり 、 キ ャ ッ プ を 装着 する 端 が あり ます 。 


乳首 は 以下 の と お り で す 。 
| | 
還 ッ | 
| | 
El INAAAAAAA| に ーー ニー ニシン] | | 
| 
| 
11 番 の パー 人 E = 当 | 
カッ ショ ン キ ャ ッ プ は 二 ーーー ね じ 止 め 用 の ネジ 
こち ら | | | 爆弾 に 乳首 
トド | 
IL___ | | 


肉 AAAAAAA| 日 | 


この タイ プ の 起爆 装置 を 使用 する 場合 爆弾 を 作る た め に 使用 する 容器 に 穴 を 開け る 必要 が あり ます 。 

の 。 次 に 、 ニ ッ プ ル を 穴 に ね じ 込 み 、 し っ か り と フィ ッ ト さ せま す 。 次 に 、 キ ャ ッ プ を 持ち 運び 、 爆 弾 に 取り 付け ます 。 
キャ ッ プ は 乳首 に 装着 する 前 に 少し 曲げ て 、 確 実に 

衝撃 起爆 爆弾 の 唯一 の 問題 は 、 硬 い 表 面 に 衝突 し な けれ ば な ら な いこ と で す 。 

爆弾 の プラ イマ ー の 反対 側 の 端 に フィ ン や 小さ な パラ シュ ー ト を 取り 付け る こと で 、 爆 弾 は 

投げ る と 、 雷 管 で 地面 に 当たり 、 爆 発する は ず で す 。 も ちろ ん 、 各 爆弾 に 水銀 雷管 が 入っ た 爆弾 は 
どちら の 端 に 当たっ て も 爆発 する が 、 雷 酸 水 銀 は 、 

爆弾 を 運ん で いた 人 が 激しく ぶつ か る 。 


4.23 電気 点火 


爆発 用 の 電気 点火 シス テム は 通常 、 最 も 安全 で 信頼 性 の 高い 点火 方 式 で す 。 電 気 シ ステ ム 

巻き 込ま れる 心配 が な けれ ば 解体 作業 に 最適 で す 。500 フ ィ ー ト の 2 つの スプ ー ル で 

ワイ ヤー と 車 の バッ テリ ー を 使え ば 、 「 安 全 」 で 快適 な 距離 か ら 爆 発 物 を 爆発 さす る こと が で き 、 

周囲 の 人 が 怪我 を する こと は あり ませ ん 。 電 気 シ ステ ム を 使え ば 、 爆 発する 時 間 を 正確 に 制御 で きま す 。 

ほん の 一 瞬 で 爆発 が 起こ り ます 。 人 が 突然 通り か か っ た 場合 、1 秒 未満 の 警告 で 爆発 を 中 止 す る こと が で きま す 。 

爆発 地点 、 ま た は 警察 車両 が その 時 に 通り 過ぎ る こと を 選択 する か どう か 。2 つ の 最高 の 電気 点火 装置 は 軍用 スク イブ で す 
模型 ロケ ッ ト の 点火 装置 。 建 設 用 の 爆破 キャ ッ プ も 使え ます 。 模 型 ロ ケッ ト の 点火 装置 は 、 

6 個 和 り の パッ ケー ジ で 、1 パ ッ ク あ た り 約 1 ド ル で す 。 使 用 する に は 、2 本 の ワイ ヤー に 接続 し て 、 

軍用 爆竹 は 入手 が 難し い が 、 爆 発 時 に 電流 が 流れ る の で 、 軍 用 爆竹 より 少し まし だ 。 
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ロケ ッ ト 点 火 装 置 は 炎 を 噴く だ け で ある の に 対し 、 軍 用 点火 装置 は 電流 を 流す 。 軍 用 点火 装置 は NRDX や ワセリン を 混ぜ た 塩素 酸 カ リウ ム な どの 高 感度 
爆薬 を 起爆 する の に 使用 で きる 。 点 火 装置 は 、 高 感度 爆薬 を 起爆 する 黒色 火薬 、 雷 水銀 、 ま た は 費 火薬 を 起爆 する の に 使用 で きる 。 


4.24 電気 機械 式 点 火 装置 


電気 機械 式 点 炎 シ ステ ム は 、 何 ら か の タイ プ の 
電気 的 に 爆発 物 を 起爆 する 機械 式 ス イッ チ 。 こ の タイ プ の スイ ッ チ は 、 爆 弾 を 仕掛 けた 人 が 爆発 時 に 
近く に いた く な いよ うな 仕掛 け や 、 そ の 他 の 装置 に よく 使用 され ます 。 電 気 機械 式 起爆 装置 の いく つか 
の タイ プ に つい て 説明 し ます 。 


4.241 水銀 スイ ッ チ 


水銀 スイ ッ チ は 、 水 銀 金属 が 他 の 金属 と 同様 に 電気 を 通す と いう 事実 を 利用 し た スイ ッ チ で す が 、 水 銀 金属 は 室温 で は 液体 で す 。 一 般 的 な 水銀 スイ ッ チ は 、2 
つの 電極 と 水銀 金属 の ビー ズ が 付い た 密閉 され た ガラ ス 管 で す 。 水 銀 は 脳 に ダメ ー ジ を 与え る 蒸気 を 放出 する と いう 厄介 な 性 質 が ある た め 、 密 閉 さ れ て いま 
す 。 下 の 図 は 、 水 銀 ス イッ チ の 説明 に 役立つ か も し れ ま せん 。 


ワイ ヤー - 


水銀 滴 (「Hg」 は 水銀 の 原子 記号 で す ) が 両方 の 接点 に 触れ る と 、 ス イッ チ に 電流 が 流れ ます 。 
この 特定 の スイ ッ チ が 現在 の 位置 A---B に ある 場合 、 水 銀 は 水平 位置 で 両方 の 接点 に 触れ る こと が で きる た め 、 電 流 が 流れ ます 。 


B 

し か し 、 も し それ が | の 位置 に あっ た ら 水銀 の 滴 は 

A 側 の + 接 点 に 触れ ます 。A 

スイ ッ チ が 垂直 位置 に ある 場合 、 水 銀 が 両方 の 接点 に 到達 し な いた め 、 電 流 は 流れ ませ ん 。 


この タイ プ の スイ ッ チ は 、 ド ア の そば に 設置 する の に 最適 で す 。 垂 直 位置 で 開閉 ドア の 経路 に 設置 し た 場合 、 テ ー プ で 地面 に 固定 され て いる と 、 ド ア の 動き に よ 
っ つて スイ ッ チ が 倒れ て し まい ます 。 こ れ に より スイ ッ チ が 垂直 位置 に 傾き 、 水 銀 が 両方 の 接点 に 触れ 、 電 流 が 水銀 を 通っ て 爆発 装置 の 点火 装置 また は 爆竹 に 流 
れ ま す 。 ド ア を 開け る と 、 爆 発 で ドア が 顔 に ぶつ か る こと を 想像 し て くだ さい 。 


4.242 トリ ッ プ ワイ ヤス イッ チ 


トリ ッ プ ワイ ヤー は 、 古 典 的 な ブー ビー トラ ッ プ の 要素 で す 。 被 害 者 が 通り そう な 経路 に 、 ほ と ん ど 目 に 見 えな い 紐 や 釣り 糸 を 置き 、 そ こ に 何ら か の 諾 を 仕 
掛け る こと で 、 恐 ろ し い 事態 を 引き 起こ すこ と が で きま す 。 


この 考え 方 を 爆発 物 に 適用 する と 、 こ の よう な トリ ッ プ ワイ ヤー を 使っ て 爆弾 を 爆発 させ する に は どう 
すれ ば よい の で し ょ うか 。 そ の 方 法 は 簡単 で す 。 標 準 的 な 洗濯 ば さ み の 先端 を アル ミホ イル で 包み 、 そ の 間 
に 何 か を 置き 、 ア ルミ ホイ ル の 各 接 点 に ワイ ヤー を 接続 する と 、 電 気 ト リッ プ ワ イヤ ー を 作る こと が で きま す 。 
トリ ッ プ ワイ ヤー に 取り 付け られ た 木片 を 洗濯 ば さ み の 接点 の 間 に 置 く と 、 洗 濯 ば さ み が スイ ッ チ と し 

て 機能 し ます 。 
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トリ ッ プ ワイ ヤー が 引っ 張ら れる と 洗濯 ば さ み が カチ ッ と 閉じ て 


2 枚 の アル ミホ イル の 間 に 電 流 が 流れ 、 点 


火 装置 また は 爆竹 を 含む 回 路 が 完成 し ます 。 点 火 装 置 ま た は 爆竹 へ の 接点 間 に 電 流 が 流れ 、 点 火 装置 また は 爆竹 が 加熱 


され て 爆発 し ます 。 


\foil / (0) 


トリ ッ プ ワ イヤ ー を 挟ん だ ---_foil 、 


木 の ス 


トリ ッ プ を ホイ ル の 間 に 挿 入 し ます 


スプ リン グ も 電気 を 伝導 する た め 、 ア ルミ ホイ ル の 接点 が スプ リン グ に 触れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


4.243 無線 制御 起爆 装置 


映画 で は 、 テ ロリ スト や 犯罪 者 は 皆 、 爆 発 物 を 起爆 する た め に 無線 制御 起爆 装置 を 使用 し て いま す 。 優 れ た 無線 起爆 装置 が あれ ば 、 装 置か ら 数 マイ ル 離 れ た 場所 か ら 
で も 、 電 気 ス イッ チ と ほぼ 同じ よう に 、 正 確 に 爆発 の タイ ミン グ を 制御 で きま す -. 無 線 起爆 装置 の 問題 は 、 か な り 高 価 な こと で す 。 し か し 、 テ ロリ スト が RC (無線 制御 ) シス テ 


ム に 多額 の 費用 を 費やし て 起爆 装置 と し て 使用 し た いと 考え る 理 


由 が ある か も し れ ま せん 。 そ の よう な 人 が RC 起爆 装置 を 考案 し た い 場 合 、 地 元 の ホビ ー シ ョ ッ プ や 


お も ちゃ 屋 に 行っ て 、 無 線 制 御 の お も ちゃ を 購入 する だ け で 済み ます 。 そ れ を 自宅 に 持ち 帰っ た ら 、 ラ ジコ ンカ ー の 前 輪 の 動き を 制御 する ソレ ノイ ド / モ ー タ ー、 ま た は 
ラジ コン 飛行 機 の 昇降 能 / 艇 の ソレ ノイ ド / モ ー タ ー、 ま た は ラジ コン ボー ト の 能 を 取り 外し 、 ス クイ ブ ま た は ロケ ッ ト エ ンジ ン の 点火 装置 を ソレ ノイ ド / モ ー タ ー の 接 


点 に 再 接続 する だ け で す 。 装 置 は スク イブ また は 点火 装置 で 数 回 


| テス ト す る 必要 が あり 、 コ ント ロー ラー と 受信 機 (装置 が 起爆 装置 に な る 前 に 部 品 を 動か す た め に 使用 


され て いた 部 分 ) の 両方 に 完全 に 充電 され た バッ テリ ー が 必要 で す 。 


4.3 遅延 


遅延 装置 と は 、 装 置 を 設置 し て か ら 爆 発する まで の 時 間 を 遅らせ る 装置 で す 。 通 常 の 導火線 は 遅延 装置 で す が 、 導 火 線 で 24 時 間 の 遅延 を 実現 する に は か な り の 費用 が か 
か り ま す 。 こ の セク ショ ン で は 爆弾 が 確実 に 爆発 する こと を 望み な が ら 爆発 時 に は 国外 に 出 た い テ ロリ スト が 使用 で きる さま ざま な 種類 の 遅延 装置 に つい て 説明 し ま 


す 。 


4.31 ヒュ ー ズ 遅延 


点火 に 導火線 を 使用 する 爆発 装置 の 着火 を 遅らせ る の は 極め て 簡単 で す 。 お そら く 最 も 簡単 な 方 法 は タバ コ を 使用 する こと で す 。 平 均 的 な タバ コ の 燃焼 時 間 は 約 8 
分 で す 。「 タ ー ル 」 と ニコ チン の 等 級 が 高い ほど 、 タ バ コ の 燃焼 時 間 は 遅く な り ま す 。「 タ ー ル 」 と ニコ チン の 少な い タ バ コ は 「 タ ー ル 」 と ニコ チン の 多い タバ コ よ り 
も 早く 燃え ます が 、 放 置 さ れ て も 、 つ まり 吸わ な く て も 消え る 可能 性 は 低く な り ま す 。 特 定 の 場所 の 風 や 通風 に よっ て は 、「 タ ー ル 」 の 多い タバ コ の 方 が 導 火 

線 の 着火 を 遅らせ る の に 適し て いま す が 、 タ バ コ が 燃え る の に 十分 な 酸素 を 供給 する の に 十分 な 風 や 通風 が 必要 で す 。 タ バ コ を 導火線 の 着火 を 遅らせ る 目的 で 使用 


する 人 は 、 使 用 する 予定 の タバ コ が 確実 に 火 が つい た まま で 


ある か 、 ま た どの くら い 長く 燃え る か を 事前 に テス ト す る こと が よく あり ます 。 


タバ コ の 燃焼 速度 が 判明 し た ら 、 あ と は タバ コ の 希望 する 箇所 に 爪楊枝 で 慎重 に 穴 を 開け 、 開 けた 穴 に 装置 の ヒュ ー ズ を 押し 込む だ け で す 。 


.PA 
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ll ーーーー ヒュ ー ズ 用 の 穴 


タバ コ ------ーーーーー- | 


壮 


か な 


最後 に 、 比 較 的 ゆっ くり 燃え る 導火線 を 家 
沸騰 し た お 湯 に 黒色 火薬 を 1/4 カ ッ プ ほど 入れ 、 
紐 を 乾かし た ら 、 そ れ を 爆発 物 の 導火線 に 結び 付け ます 。 

装置 。 通 常 の ヒュ ー ズ と 接続 する 低速 燃焼 ヒュ ー ズ の 端 に 黒色 火薬 や 
点火 を 確実 に する た め に 交差 点 に 火薬 を 置き 
同様 の タイ プ の 遅 発 性 信管 は 、 上 記 の 沸騰 水 
それ を 長い トイ レッ トペ ー パ ー の 上 に 注ぎ 


同様 の 装置 は 粉末 炭 と 紙 で 作る こと が で き 』 
田 い 管 に 木炭 の 粉末 を 入れ 、 必 要 な 場所 に 穴 を 開け て 導火線 を 差し 込み ます 。 
接着 剤 で 閉じ られ 、 遅 延 装置 の 片方 の 端 に 点火 前 に ライ タ 
粉末 木炭 を 混ぜ た 火薬 は 、 こ の よう な 遅延 を 点火 する の に 使 
炭 の 塊 を 数 個 並 べ る だ け で 導火線 を 遅らせ る こと が で きき 8 
終わ り 、 そ し て 最初 の レン ガ に 火 を 灯 し きま 


ます 。 


ます 。 紙 を 丸め る だ け で 、 


ます 。 ほ と ん どの ノベル ティ ショ ッ プ や パー ティ 


交 料 を 注 が な けれ ば な り ま せん 。 ま た は 、 
| で きる と 考え られ る 木炭 の 鎖 


品 店 で 購入 で きる お 香 も 


り 信頼 性 の 高い 遅延 と し て 使用 で きま す 。 線 香 の 端 に ュー ズ を 巻き 付け る と 、 最 大 30 分 の 遅延 が 可能 で す 。 


爆竹 の 導火線 を 切っ て 乾燥 させ ます 。 


4.32 


タイ マー 遅延 


庭 で 作る こと も 可能 で す 。 小 さじ 1 杯 の 
まだ 熱い うち に 費 布 を 1 枚 浸し ます 。 


ます 。 な ぜ な ら 、 ゆ っ くり 燃え る 導火線 は 、 非 常に 高い 温度 で は 燃え な いか ら で す 。 
色 火薬 の 混合 物 か ら 作る こと が で きま す 。 
ます 。 濡 れ た トイ レッ トペ ー パ ー を 優し くね じ っ て 、 


タイ マー 遅延 、 ま た は 「 時 限 爆弾 」 は 、 通 常 、 爆 弾 で 場所 を 脅かし た い 個人 に よっ て 使用 され ます 。 
そし て 、 そ の 場所 と 解除 方 法 を 明らか に する た め に 金銭 を 要求 する 。 こ の よう な 装置 は 人 口 密集 地 に 設置 で きる 。 
適切 に 隠さ れ て いれ ば 、 タ イマ ー 遅 延 を 構築 する 方 法 は いく つか あり ます 。 ネ ジ を 1 つと し て 使用 する だ け で 、 


爆発 させ た い 時 間 に 接触 し 、 も う 一 方 の 接触 と し て 時 計 の 


する 単純 な タイ マ 


1 時 間 未 満 の 遅延 が 望ま れ な い 限り 、 時 計 の 分 針 は 削除 する 必要 が あり ます 。 


点火 する 


11 
10 
9 
| 
8 
五 
7 
6 
HIIIILL_-- 


12 


| バッ テリ ー | 


o - 接 点 …. - ワ イヤ 


ーー = 


イグ ナイ ター か ら 
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この 装置 は 11 時 間 後に 作動 する よう に 設定 され て いま す 。 時 計 の 時 人 針 が 数 字 の 5 の 近く の 接点 に 到達 する と 、 
回 路 が 完成 し 、 電 流 が 点火 装置 また は 点火 プラ グ に 流れ る よう に な り ま す 。 


この タイ プ の タイ マー の 主 な 欠点 は 、 最 大 12 時 間 し か 設定 で き な い こと で す 。 

電子 時 計 の よう な 電子 タイ マー を 使用 する と 、 最 大 24 時 間 の 遅延 が 可能 に な り ま す 。 

電子 時 計 か ら ス ピー カー を 取り 外し 、 点 火 装置 また は 点火 器 の 配線 を 取り 付け 、 最 大 24 時 間 の 遅延 を 備え た タイ マー を 取り 付け ます 。 
この タイ プ の タイ マー を 使用 する に は 、 時 計 を 差し 込む こと が で きる ソケット が 必要 で す 。 

時 計 の アラ ー ム 時 間 を 希望 の 時 間 に セ ッ ト し 、 リ ー ド 線 を 接続 し て 立ち 去る だ け で す 。 こ れ は 
電子 時 計 で は 、 よ り 大 き な 電 池 を 使用 し 、 時 計 の スピ ー カ ー へ の 電流 を 増加 すれ ば 、 

変圧 器 を 介し て 。 こ の よう な タイ マー は 非常 に 小型 化 で きる の で 、 こ れ は 良い こと で す 。VCR (ビデ オ 

カセ ッ ト レ コー ダー が 理想 的 で す 。VCR は 通常 、1 週 間 まで 設定 で きま す 。 タ イマ ー か ら 

記録 装置 は 点火 装置 や スク イブ が 接続 され る も の に な り ま す 。 ま た 、 タ イマ ー は 

理想 的 な の は 電気 店 で す 。 最 後に : デ ジタル 時 計 を 採用 し 、 リ レー また は 電磁 石 を 使用 する こと も で きま す 。 
点火 装置 を 点火 する た め の ス イッ チ が あり 、 時 計 の 電流 を 増強 する 必要 が あり ませ ん 。 


4.33 化学 的 な 遅延 


化学 的 な 遅延 は 一 般 的 で は あり ませ ん が 、 場 合 に よっ て は 非常 に 効果 的 で す 。 ガ ラス 容器 に 

濃 硫酸 で 覆い 、 数 枚 の アル ミホ イル で 履 う か 、 食 べら れる キャ ッ プ を 被せ る 

通過 する と 遅延 剤 と し て 使用 で きま す 。 硫 酸 は アル ミホ イル と 反応 し て 硫酸 アル ミニ ウム を 生成 し ます 
水素 ガス を 封入 する た め 、 容 器 の 片側 は 空気 に 開放 し て 水素 ガス の 圧力 が 

形成 され て も 容器 は 壊れ ませ ん 。 


に ーー ニー | 
| 障 酸 || | 
|| | 1 


トーーー アル ミホ イル 
間 二 記 || ( 厚 さ は 複数 ) 


アル ミホ イル を 容器 の 底 に 置き 、 テ ー プ で 固定 し ます 。 酸 が 容器 を 侵食 する と 、 
アル ミホ イル は 、 い くつ か の 方 法 で 爆発 装置 に 点火 する た め に 使用 で きま す 。 


1) 硫酸 は 電気 を よく 通す 。 ホ イル を 侵食 し た 酸 を ガラ ス 容 器 に 集め る と 
容器 を ホイ ル の 下 に 置き 、 ガ ラス 容器 に 2 本 の ワイ ヤー を 入れ る と 、 電 流 が 流れ ます 。 
両方 の ワイ ヤー が 酸 に 浸 さ れる と 、 酸 の 中 を 流れ ます 。 

2) 硫酸 は 塩素 酸 カ リウ ム と 非常 に 激しく 反応 し ます 。 硫 酸 が 容器 に 滴り 落ち る と 、 
塩素 酸 カ リウ ム は 炎 を 発し ます 。 こ の 炎 は 導火線 に 点火 し た り 、 
塩素 酸 カ リウ ム は 、50/50 の 割合 で 混合 する と 、 テ ルミ ッ ト 爆 弾 の 点火 剤 と な る 可能 性 が ある 。 
この 混合 物 は テル ミッ ト の 残り の 部 分 の 点火 剤 と し て 使用 され ます 。 

3) 硫酸 は 過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム と も 同様 に 反応 し ます 。 


4.4 爆発 性 容器 


この セク ショ ン で は 、 簡 単 な 爆竹 の 作り 方 か ら 、 複 雑 な 爆竹 の 爆発 方 法 まで 、 
どちら も テロ の 実行 犯 が 利用 で きる 手段 で ある 、 感 度 の 低い 高 性 能 爆薬 で ある 。 


4.41 紙 容器 
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紙 は 、 中 国人 が 花火 を 作る た め に 初め て 使用 し て 以来 爆発 物 を 入れ る た め に 使用 され た 最初 の 容器 で す 。 紙 
容器 は 通常 非常 に 簡単 に 作る こと が で き 、 間 違い な く 最 も 安価 で す 。 紙 の 用 途 は 多岐 に わた り ま す 。 
爆発 物 を 含む も の に は 様々 な 種類 が あり 、 最 も 分 か りや すい の は 爆竹 と ロケ ッ ト エ ンジ ン で す 。 長 い 棒 を 巻く だ け で 
紙 を 1 枚 に 切っ て 、 そ れ を 接着 すれ ば 、 簡 単 な ロ ケッ ト エ ンジ ン が 作れ ます 。 も っ と 面白 く て 危険 な の は 、 
爆竹 に も 使わ れ て いま す 。 こ こ に 示し た 爆竹 は メキ シコ の デザ イン の も の で す 。「 ポ ルム ナ 」 と 呼ば れ 、 

「 鳩 」。 そ の 製造 工程 は 紙 の フッ ト ボ ー ル を 作る の と 似 て いま す 。 一 枚 の 紙 を 
長 さ 約 16 イ ンチ 、 幅 約 1.5 イ ンチ で 、1 つ の 角 を 次 の よう に な る よう に 折り ます 。 


I ト 
中 


W に 


そし て 、 も う 一 度 折 り た た むと 次 の よう に な り ま す 。 


MM 


/| 
W ノー | 


ポケ ッ ト が 形成 され ます 。 こ の ポケ ッ ト に は 黒色 火薬 パパ イロ デック ス 、 関 光 火薬 、 火 薬 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン な ど を 充填 で きま す 。 
粉末 、 ま た は 微粉 末 の 形 で 発生 する 速 燃 性 の 燃料 酸化 剤 混合 物 の いずれ か 。 次 に ヒュ ー ズ が 

挿入 し 、 爆 発 物 が こぼれ な いよ うに 注意 し な が ら 三 角形 の 折り 目 を 続け ます 。 

完成 し た ら 、 し っ か り と テー プ で 固定 する 必要 が あり ます 。 こ れ に より 、 容 器 の 強度 が 増し 、 

点火 する と 、 よ り 大 きく 強力 な 爆発 が 起こ り ます 。 完 成 し た 柱状 柱 は 、 厚 さ 1/4 イ ンチ 1/3 イ ンチ の よう に 見 える は ず で す 。 
下図 の よう な 三角 形 で す 。 


A 


バハ ーー すべ て の 角 を し っ か り と テー プ で 留め る 


\ 
\ 
い 
い 
7 
/ し に た た た た た た た ナリ ーーー ヒュ ー ズ 
4.42 金属 容器 


古典 的 な パイ プ 爆 弾 は 、 金 属 爆弾 の 最も よく 知ら れ た 例 で す 。 愚 か な アナ キス ト は 、 白 い 先 端 の 

マッ チ を 切っ て 、 マ ッ チ の 頭 を 切り 落と し ます 。 パ イプ の 片方 の 端 を ハン マー で 叩い て 閉じ 、 白 い 先 端 の 

マッ チ を 打っ て 、 も う 一 方 の 端 を 叩い て 閉じ る 。 こ の プロ セス は 愚か 者 を 死に 至ら し め る こと が 多い 。 な ぜ な ら 、 パ イプ を 叩く と 

閉じ た 状態 で は 、 マ ッ チ の 頭 同士 の 摩擦 が 容易 に 起こ り 、 火 が 出 て 爆発 する 可能 性 が ある 。 

未完 成 の 爆弾 。 パ イプ キャ ッ プ を 使用 する こと で 、 こ の プロ セス は いく ら か 安全 に な り 、 愚 か で な い ア ナ キ スト は 決し て 使用 し な い だ ろ う 。 
爆弾 の 中 に 白い 先端 の マッ チ が 入っ て いる 。 彼 は パイ プ キ ャ ッ プ 2 個 と ネジ 付き パイ プ ( 図 1) を 購入 する 。 ま ず 、 
パイ プ キ ャ ッ プ の 片方 に 穴 を 開け 、 抜 け 落 ちな いよ うに ヒュ ー ズ を 入れ 、 取 り 扱 い 中 に 粉末 が 漏れ な いよ うに し ます 。 
爆弾 の 中 に ある 導火線 は 少な く と も 3/4 イ ンチ の 長 さ が ある 。 そ し て 導火線 が 入っ た キャ ッ プ を 爆弾 の 蓋 に ね じ 込 む 。 
し っ か り と 固定 する た め に 瞬間 接着 剤 を 一 滴 垂 ら す こと も ある 。 そ し て 爆発 性 の 粉末 を 注ぎ 込む 。 

爆弾 を し っ か り と 詰め る た め に 、 彼 は ティ ッシュ ペー パー を た っ ぷり と 詰め パイ プ の 一 番 上 まで 詰め た 後 、 

紙 を 棒 の 先 の よう に 使い 、 鉛 筆 な どの 幅広 の も の で 押し て 、 

それ 以上 動か な い 。 最 後に も う 一 方 の パイ プ キ ャ ッ プ を ね いじ 込み 、 接 着 す る 。 テ ィ ッ シュ ペー パー は 
粉末 が パイ プ の ね じ 山 に 引っ か か っ た り 、 パ イプ キャ ッ プ が 潰れ た りす る こと を 防ぎ ます 。 

摩擦 に より 火薬 が 発火 し 、 製 造 中 に 爆発 を 起こ す 可 能 性 が ある 。 組 み 立て られ た 爆弾 

図 2 に 示し ます 。 
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入信 入信 衝 人 入信 入信 人 
| うわ ああ ああ あ | Myvvvvv | 
川 昌 | 1 
川 
川 
川 
| 1 
四則 
A0A が AH ーー 二 | vvvvvVv_、 www 2 人 
| 
1. ね じ 付 き パ イプ と エン ドキ ャ ッ プ 。 
.PA 
| | | 
則 中 
EEH に ーー テ ーー | 
日 組 織 | ----------ーーーーーーー 日 目 :: ト -- 低 次 爆発 物 - - ーーーーーーーー- 
上 組 に ーーーーーーーー H 
時 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー | | ヒュ ー ズ 
| 中 
| 中 
に 邊 に | 
穴 付き エン パイ プ エン ドキ ャ ッ プ 
ドキ ャ ッ プ 


図 2 組み 立て られ た パイ プ 爆 弾 。 


これ は 狂っ た 爆弾 犯 が 使う 可能 性 の ある 設計 の 1 つ で す 。 し か し 、 も し 彼 が ね じ 付 き パ イプ に アク セス で き な か っ た ら 、 
エン ドキ ャ ッ プ に は 、 適 切な 位置 に 簡単 に 曲げ られ る 銅賞 や アル ミ 管 を 使う こと が で きま す 。 

し か し 鋼管 の 大 き な 問 題 は 、 破 れず に 曲げ た り 折 り 曲げ た りす る こと で す 。 

銅 管 を 折り 曲げ る と 折り 目 に 沿っ て 割れ ます 。 銅 管 爆弾 を 作る 最も 安全 な 方 法 は 

また は アル ミ パ イプ の 方 法 は 、 パ イプ と エン ドキ ャ ッ プ の 場合 と 似 て いま す 。 ま ず 、 銅 また は アル ミ の パイ プ の 片方 の 端 を 平ら に し ます 。 
パイ プ を 慎重 に 切断 し 、 パ イプ が 破れ た り 裂 けた り し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 次 に 、 パ イプ の 平ら な 端 を 少な く と も 
一 度 パ イプ が 破裂 し な けれ ば 、 パ イプ の 閉じ た 端 の 近く に ヒュ ー ズ 穴 を 開け 、 ヒ ュー ズ を 

次 に 、 爆 弾 製造 者 は 爆弾 に 低 レ ベル の 爆薬 を 詰め 、 大 き な 

ティ ッシュ ペー パー の 塊 を 取り 出し 、 ペ ンチ で パイ プ の も う 一 方 の 端 を 平ら に し て 折り 曲げ ます 。 

愚か な 彼 は 、 金 属 を 折り 曲げ る 過程 で 熱 が 発生 し 、 そ れ が 爆発 する 可能 性 が ある た め 、 ゆ っ くり と 作業 する だ ろう 。 
爆発 仁 が あり ます 。 図 を 以下 に 示し ます 。 


7 


1 片方 の 端 を 平ら に し 、 ヒ ュー ズ 穴 を 開け た パイ プ (上 面 図 ) 


.PA 


7 川 川 | 
ee2Sll | 


図 2 片方 の 端 を 平ら に し て 折り 畳ん だ パイ プ (上 面 図 ) 
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上 ヒュ ー ズ 穴 
ッ 
| 
UL_ 
ーー | 
/ 
中 上 / 
図 3 平ら に 折り 曲げ られ た 端 部 を 持つ パイ プ (側面 図 ) 
ヒュ ー ズ 
/ 
| 
= ニ 較 計 
に に コラ 條 ーーー に UL | 
ティ ッシュ | - - - - - ----ーーーーー トド * し = 
= = 紙 | -- 低級 爆発 物 - _ | 
|PSeksors ウ os / 
、 / 


完成 し た 爆弾 、 テ ィ ッ シュ ペー パー の 包装 と 爆薬 が 見 える 


( 側 硬 図 ) 


BB ガン の CO2 カ ー ト リッ ジ も 低 レ ベル の 爆発 物 を た 入れ る の に 優れ た 容器 で す 。 
欠点 : 充 填 に 時 間 が か か る 。 し か し 、 カ ー ト リッ ジ の 開口 部 を 拡張 する こと で 、 こ れ を 修正 する こと が で きま す 。 
和 失っ た 道具 で 攻撃 する 。 そ の 後 は (C02 カ ー ト リッ ジ に 低 レ ベル の 爆薬 、 ま た は 


燃焼 速度 の 速い 燃料 と 酸化 剤 の 混合 物 に 火薬 を 注入 し 、 導 火 線 を 挿入 する 。 こ れ ら の 装置 は 一 般 に 「 ク レー ター メー カー」 と 呼ば れ て いる 。 


CO02 カ ー ト リッ ジ も テル ミッ ト 焼 夷 装置 の 容器 と し て 使え ます が 、 改 造 が 必要 で す 。 
最終 的 に は マグ ネ シ ウ ム 粉 末 な どの 点火 混合 物 が 爆発 し な いよ うに 広げ る 必要 が あり ます 。 導 火 線 
マグ ネ シ ウ ム の 粉末 に 点火 し 、 そ の 結果 テル ミッ ト に 点火 し ます 。 


前 述 の 爆発 装置 の 設計 は 低 次 の 爆発 物 に は 適し て いま す が 、 高 次 の 爆発 物 に は 適し て いま せん 。 高 次 の 爆発 物 は 、 爆 発 さ せる の に 衝撃 波 を 必要 と する た めで す 。 よ り 小 さ な 低 次 


の 爆発 物 を 使用 する 設計 は 、 
お そら く 、 高 次 の 爆薬 を 内 蔵 し た 大 型 の 装置 の 中 に 爆発 装置 を 組み 込む こと に な る だ ろう 。 
何 か の よう な も の : 
思 ヒュ ー ズ 
| 
| 
| 
ms | 
了 a 当 中 | 
URISDRREHI ニー2SDSEESSNIPEOHE 了 上 
ドレー 休業 - し "7I し ーーーーー Miku Pl 
SA 。 症 還 昌 果 たま 3 は は 4 は 2 すす すす すす すす すす は 3 すす 3 は 4433 すす 


ELLESSII kokeotiyete | 
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トモ | | 


大 型 の 高 性 能 爆薬 容器 が C02 カ ー ト リッ ジ の よう に 小さ い 場 合 は 、 中 空 の 無線 アン テ ナ の 一 部 が 
低位 パイ プ 爆 弾 に し 導火線 を 取り 付け て CO02 カー トリ ッ ジ に 挿入 し ます 。 


4.43 ガラ ス 人 容器 


ガラ ス 容 器 は 低 次 の 爆発 物 に は 適し て いる が 、 問 題 点 も ある 。 ま ず 、 ガ ラス 容器 は 

金属 や プラ スチ ッ ク の 容器 に 比べ る と 比較 的 簡単 に 壊れ て し まい ます 。 第 二 に 、 

事故 」 と な れ ば 、 た と え 装 置 が 小さ く て も 、 装 置 を 製作 し た 人 は 重傷 を 負う 可能 性 が 高い 。 

サン プル の 香水 瓶 サイ ズ の 容器 で 作ら れ た 爆弾 が 少年 の 手 の 中 で 爆発 し 、 破 片 が まだ 残っ て いる 。 
彼 の 手 に は ガラ ス の 破片 が 握ら れ て お り 、 薬 指 の 最後 の 部 分 は 鋭い 破片 で 切断 され 、 
飛ん で る ガラ ス … 


それ で も 、 香 水瓶 な どの ガラ ス 容 器 は 認知 症 の 人 で も 使用 で きる 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な 器具 は 

空港 や その 他 の 公共 の 場 で は 金属 探知 機 に 検 各 され ませ ん 。 必 要 な の は 、 

容器 に 入れ 、 ヒ ュー ズ が ぴっ た り 収まる プラ スチ ッ ク キャ ッ プ に 穴 を 開け 、 キ ャ ッ プ ヒュ ー ズ アセ ン ブ リ を ね じ 込 み ま す 。 
.PA 


ヒュ ー ズ 


4 
に = 中 
| > |< | キャ ッ プ に 穴 を 開け 、 ヒ ュー ズ を 挿入 し ます 。 
| > | <| ヒュ ー ズ が キャ ッ プ か ら 外 れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 


陣 回 
| | 
| 
| ボトル の スク リュ ー キ ャ ッ プ 
| 
| 
五 五 
ビー 3 
4 > 
に > 
| \ 
| N 
| N 
| 低 次 の 爆 業 を ボトル に 詰め る 
| 
| 
| 
| 
ーー 


ガラ ス 容 器 で 作ら れ た 大 型 爆 発 装 置 は 、 ガ ラス が 特別 に 強い わけ で は な い の で 実用 的 で は な い 。 

容器 。 容 器 が 16 オン ス よ り は る か に 大 きい 場合 、 容 器 を 満た す た め に 使用 され る 爆薬 の 大 部 分 が 無駄 に な り ます 。 
ソー ダボ トル 。 ま た 、 ガ ラス 容器 は 爆発 性 の 高い 装置 に は 適し て いま せん 。 ガ ラス 容器 は 

お そら く 起 爆 装置 の 爆発 に は 耐え られ ず 、 高 性 能 爆薬 が 爆発 する 前 に 粉々 に な っ て し まう だ ろう 。 


4.44 プラ スチ ッ ク 容 器 
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プラ スチ ッ ク 容 器 は 、 ど ん な 大 き さ や 形 に も で き 、 爆 発 物 を た 入れ る の に 最適 な 容器 か も し れ ま せん 。 

ガラ ス の よう に 壊れ や すい 。 プ ラス チッ ク 製 の 配管 は 金物 店 や 配管 店 で 購入 で き 、 

金属 容器 に 使用 で きる も の を 作る こと が で きま す 。 高 次 バー ジョ ン は プラ スチ ッ ク 配 管 に 適し て いま す 。 デ バイ ス 全 体 が 
プラ スチ ッ ク 製 な の で 金属 探知 機 で は 検出 され ませ ん 。 プ ラス チッ ク 容 器 は 通常 加熱 す る こと で 形 を 変え る こと が で きま す 。 
容器 を 適切 な 場所 で 曲げ ます 。 エ ポキ シ や 他 の セメント で 接着 し て 閉じ る こと も で きま す 。 

プラ スチ ッ ク 。 テ ィ ッ シュ ペー パー を パイ プ に 詰め れ ば 、 エ ポキ シ 樹 脂 だ け で も エン ドキ ャ ッ プ と し て 使用 で きま す 。 

この タイ プ の デバ イス で は 乾燥 剤 が 最も 効果 的 で す 。 


|| エポキシ | 
| 組織 
|I 紙 
RS 
人 
EEC 
ERKEESAKSSK 
IFP 爆発 物 * 和 | 
ES 
| 湊 炊 大 大 大 大 大 大 天 大 大 
生ま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヒュ ー ズ 
HHR 
| 組織 
|| エ ポ キ ン 


まず 片方 の 端 を 作り 、 完 全 に 乾燥 させ て か ら 、 デ バイ ス に 粉末 を 充填 し て 融合 する 必要 が あり ます 。 
次 に 、 別 の ティ ッシュ ペー パー で 粉末 を し っ か り と 詰め 、 た っ ぷり の エポキシ で 覆い ます 。PVC パ イプ は 
この タイ プ の デバ イス に は 適し て いま す が 、 パ イプ の 内 径 が 3/4 イ ンチ を 超え る 場合 は 使用 で きま せん 。 そ の 他 
この タイ プ の デバ イス で は プラ スチ ッ ク パ テ を 使用 で きま す が 、 乾 燥 剤 入り の エポキシ が 最適 で す 。 


4.5 爆発 物 の 高度 な 用 途 


ここ で 紹介 する 技術 は 、 あ る 程度 の 使用 


爆発 物 。 こ の 情報 の 一 部 は 爆破 に 関す る 本 や 還 


知識 を 持つ 人 な ら 使用 


| で きる も の で ある 。 


E 事 ハン ドブ ッ ク か ら 得 た も の で す 。 高 度 な 使用 法 


爆発 物 は 通常 成形 爆 業 を 含み 、 ま た は 最小 限 の 量 の 爆薬 を 使用 し て 最大 限 の 効果 を 発揮 する 。 
被害 。 ほ と ん どの 場合 、 高 次 の 爆発 物 が 関与 し て いま す 。 


4.51 成形 爆薬 
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成形 爆薬 は 、 爆 発する と 爆発 の 力 を 小さ な 標的 に 向け る 爆発 装置 で ある 。 

この プロ セス は 、 文 字 通り 数 百 万 ポン ド の 圧力 が 1 メー トル あたり に 加わ る た め 、 最 も 強力 な 装甲 を 破る の に 使用 で きま す 。 
平方 イン チ の 弾丸 を 生成 で きま す 。 成 形 爆薬 に は 高 次 の 爆薬 と 、 通 常 は 電気 点火 シス テム が 使用 され ます 。 

すべ て の 爆発 物 は 危険 で あり 、 決 し て 製造 し た り 使用 し た り し て は な ら な いこ と を 心 に 留め て お いて くだ さい !! 


-PA 


成形 爆 業 の 例 を 以下 に 示し ます 。 


・ ワ イヤ ー - ワイ ヤー 
| 
| 
| 
ス | | 
| | | 
| 
点火 装 置 /\ / 
起爆 剤 ( 軍 酸 水銀 ) 
ハ / 
VVV/ 
い 
い 
| / \ 
高 さ 8 イ ンチ | | / 
| 1 / 高 性能 爆 い 
MI 
II 
吊 
作 / 
\ 人 ハバ / 
V///// 
い 
い 
い 
い 
| 1 \ 
日 | 州 州 上 
人 1 1 
スク リュ ー | | 
| 
0 | | 


この よう な 装置 を 例え ば 金庫 に ね じ 止 めす る と 爆発 力 の 大 部 分 は 1 

パイ プ の 開口 部 か ら 1 イン チ 離 れ た と ころ に 成形 爆薬 を 発射 する 。 成 形 爆薬 の 基本 は 、 爆 発 物 の 円 凶 形 の 開口 部 で ある 。 
材料 。 こ の 円 雛 の 角度 は 45 度 で す 。 こ の よう な 装置 は 金属 に 取り 付け る こと も で きま す 。 

強力 な 電磁 石 で 表面 を 覆い ます 。 


ト h | 1 
MI | 
MI 
| 1 
| 
| 
| ーー 厚 さ 1/2 イン チ 
\ | 鋼管 
\MNIMI | 
穴 
| スク リュ ー 
| 1 
1 旦 の 
L____ | | 
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4.52 チュ ー ブ 爆 薬 


成形 爆薬 の バリ エー ショ ン で ある チュ ー ブ 爆 薬 は 、 成 形 爆 薬 で は で き な い 方 法 で 使用 
ョ ン 4.44 の プラ スチ ッ ク 爆 薬 容器 と し て 準備 する と 、 異 な る 種類 の 成形 爆薬 、 つ まり ) 


| で きま す 。1/2 イン チ の プラ スチ ッ ク チュ ー ブ に RDX な どの 高 感度 爆薬 を 充填 し 、 セ クシ 


発 力 を 円 形 に 導く 爆薬 を 生成 で きま す 。 こ の タイ プ の 爆薬 は 、 柱 、 ド アノ ブ 、 電 柱 に 巻き 付け る 


こと が で きま す 。 爆 発 は 内 外 に 向け られ 、 巻 き 付 けた も の は 何で も 破壊 され る 可能 性 が 高く な り ま す 。 曲 げ て いな い 状 態 の チュ ー ブ 爆 薬 は 次 の よう に な り ま す 。 


I__ 川 


| エポキシ || 


L__ Il 


| ティ ッ シ 
ュ l 紙 | 
L_ 


| 
二 大 天天 天天 
二天 天天 
二天 天天 
天天 天天 
二天 天天 天天 


天天 天天 大 天 


天 天天 


IRDXH 


| 
二天 天天 天天 
二天 天天 
天天 天天 
二天 天天 
トス ネズ] 
大 天天 


二天 天天 天 


川 sl 
gl 
川 


SN 
| 
| 天 天天 天天 
し よそ 
| 天 天天 天 
| 天 天天 天天 
し た メオ ィ 


| 天 天天 


| 天 天天 


| 
し よそ 
し メメ メイコ 
し たよ メメ ネ イコ 
し メメ ネ イコ 
し メスネコ 
| 天 天天 天 


天 天天 天 


Machine Translated by Google 


| 私 | 
IA 
IA 
Ll 
遇 | 訂 | 
ティ ッシュ | 
細 | 
エポキシ | 
昌 I 
IM 
L + ワイ ヤー 
に ーー ウイ セー 


暗殺 者 や テロ リス ト が チュ ー ブ 爆 弾 を 使用 する 場合 、 破 壊し た いも の に 巻き 付け な けれ ば な り ま せん 。 
チュ ー ブ 爆 弾 の 両端 を エポキシ で 接着 し ます 。 乾 いた ら 、 ワ イヤ ー を スク イブ ワイ ヤー に 接続 し て 爆発 させ ます 。 
あら ゆる 電気 爆発 方 法 に よる 爆弾 。 


4.53 有 霧 状 粒子 爆発 


非常 に 可燃 性 の 高い 物質 が 状 に な っ た り 、 非 常に 小さ な 粒子 に 分 割 さ れ た り し て 、 大 量 の 物質 が 

密閉 され た 空間 で は 、 自 動車 の シリ ンダ ー 内 で 発生 する の と 同様 の 爆発 が 発生 し ます 。 

ガソリン は 空気 中 で 燃え 、 高 温 の ガス が 急速 に 膨張 し て シリ ンダ ー を 押し 上 げ ま す 。 同 様 に 1 ガロ ン の ガソリン が 
建物 内 で 唆 化し て 点火 し た 場合 膨張 し た ガス が 建物 の 壁 を 押し つぶ す 可 能 性 が 非常 に 高い 。 
建物 が 崩壊 する 現象 を 「 可 化 粒子 爆発 」 と いい ます 。 人 が 大 き な 粒 子 を 効果 的 に 霧 化 で きれ ば 、 

非常 に 可燃 性 の 高い 物質 を 大 量 に 爆発 させ て 点火 すれ ば 、 大 き な 建 物 や 橋 、 そ の 他 の 構造 物 を 倒 壌 さけ る こと も で きる 。 
例え ば 、 大 量 の ガソリン を 霧 化す る こと は 、 高 性 能 の 

爆発 物 。1 ガ ロン の ガソリン 瓶 を 高 爆薬 の 上 に 直接 置き 、 爆 薬 が 爆発 し た 場合 、 

ガソリン は 明 時 に 鞭 化し て 発火 する 。 例 えば 建物 内 で これ が 起こ っ た 場合 、 霧 化 され た 粒子 が 
爆発 は 確実 に 起こ る だ ろう 。 こ の 偉業 を 成し遂げ る に は 、 少 量 の 高 性 能 爆薬 し か 必要 で は な い 。 

約 1/2 ポ ンド の TNT、 ま た は 1/4 ポ ンド の RDX また 、 ガ ソリ ン の 代わ り に 粉末 アル ミニ ウム を 使用 する こと も で きま す 。 
低 次 の 爆発 は 起こ ら な いた め 、 可 燃 物 を 霧 化す る に は 高 性 能 爆薬 を 使用 する 必要 が ある 。 

可燃 性 物質 を 邑 化 また は 発火 させ る の に 十分 な 速 さ 。 


4.54 電球 爆弾 


暗い 部 屋 に 入る と 、 自 動 的 に 電気 を つけ る 反応 が 起こ り ます 。 電 球 爆弾 が 爆発 し た 場合 、 こ れ は 致命 的 と な る 可能 性 が あり ます 。 
天井 の 電球 ソケット に 差し 込ん で くだ さい 。 電 球 爆弾 は 向 く ほど 簡単 に 作れ ます 。 ま た 、 独 自 の 

イニ シ エ ー タ ー と 電気 点火 シス テム 。 電 球 に よっ て は 、 電 球 の ガラ ス を 金属 ベー ス か ら 取 り 外 すこ と が で きる も の も あり ます 。 
電球 の ベー ス を バー ナー や ガス コン ロ な どの ガス 炎 で 加熱 する 。 こ れ は 慎重 に 行う 必要 が ある 。 

電球 の 内 部 は 真空 な の で 、 接 着 剤 が 十分 に 熱く な る と 、 ガ ラス 電球 は 金属 か ら 引 き 離 され る 。 

ベー ス 。 他 の 電球 で は 、 ガ ラス を バー ナー や 酸素 アセ チレ ント ー チ で 直接 加熱 する 必要 が あり ます 。 

電球 が 赤熱 し て いる 場合 は 、 電 球 内 部 の 真空 状態 に 注意 し な が ら 慎 重 に 穴 を 開け る 必要 が あり ます 。 ど ちら の 場合 で も 、 
電球 と ベー ス が 室温 以下 に 冷え た ら 、 電 球 に 爆発 物 を 充填 する こと が で きま す 。 

黒い 粉 な どの 材料 。 ガ ラス が 人 金属 ベー ス か ら 取 り 外 され た 場合 は 、 ベ バース に 接着 し 直す 必要 が あり ます 。 

エポキシ で 。 電 球 に 穴 が あい て いた ら 、 ダ クト テー プ で 電球 の 中 に 爆発 物 を 留め て お く の に 十分 で す 。 

次 に 、 電 球 を 点灯 させ て ソケット に 電気 が 来 て いな いこ と を 確認 し た ら 、 
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電球 爆 書 を ソケット に ね じ 込 む 。 こ の よう な 装置 は テ チロリ スト や 暗殺 者 に よっ て 非常 に 効果 的 に 使用 され て いる 。 
な ぜ な ら 、 最 初 に 電気 を つけ な けれ ば 、 誰 も 部 屋 の 中 で 爆弾 を 探す こと は で き な い か ら で す 。 


4.55 ブッ ク 爆 弾 


暴力 犯罪 者 が 横行 する 現代 に お いて 爆弾 を 隠す こと は 極め て 困難 で す 。 バ ッ グ や 

爆発 物 を 爆発 させ る 意図 が ある 場所 に 入る と き は 、 当 局 が ブリ ー フ ケー ス を 検査 する こと が 多い 。 

爆弾 を 偽装 する 一 つの 方 法 は 、 い わ ゆ る ブッ ク 爆 弾 を 作る こと で す 。 こ れ に 完全 に 

本 の 中 に 収め られ て いる 。 通 常 、 比 較 的 大 き な 本 が 必要 で 、 ハ ー ド カバ ー の 本 で な けれ ば な ら な い 。 

爆弾 の 突起 を 隠す に は 、 辞 書 、 法 律 書 、 大 型 教科 書 な どの 本 が 便利 で す 。 

個人 が ブッ クボ ム を 作る 場合 、 そ の 本 を 置く 場所 に 適し た 種類 の 本 を 選ば な けれ ば な ら な い 。 

爆弾 が 設置 され ます 。 本 爆弾 の 実際 の 組み 立て は 、 電 動 ド リル を 持っ て いる 人 な ら 誰 で も 行う こと が で きま す 
糸 編 と コッ ピン グ ソ ー が 必要 で す 。 ま ず 、 本 の すべ て の ペー ジ を 接着 する 必要 が あり ます 。 水 溶性 接着 剤 の 容器 全体 を た 大 き な バ ケツ に 注ぎ 、 バ ケツ に 沸騰 し た お 湯 を 注ぐ 
と 接着 剤 水溶 液 が で きま す 。 

本 の ペー ジ を し っ か り と まとめ ます 。 接 着 剤 水溶 液 が 耐え られ る 温度 まで 冷め た ら 、 

溶液 が よく か き 混 ぜ ら れ た ら 、 本 の ペー ジ を 接着 剤 水溶 液 に 浸し 、 各 ペー ジ を 

完全 に 浸す 必要 が あり ます 。 本 の 表紙 が 本 文 の ペー ジ に くっ つか な いよ うに する こと が 非常 に 重要 で す 。 

ペー ジ が 乾く まで 本 を 保管 し ます 。 本 を 両方 の 表紙 で 吊り 下げ 、 ペ ー ジ を バイ ス で 挟む と 

ベス ト で す 。 ペ ー ジ が 乾く と 、 約 3 日 か ら 1 週間 後に 、 硬 く な っ た ペー ジ に 穴 を 開け る 必要 が あり ます 。 
木材 と 同じ よう に 穴 を 開け ます 。 次 に 、 コ ッ ピ ング ソー の 刃 を ペー ジ に 挿入 し 、 長 方 形 を 切り 出し ます 。 

本 の 真ん中 か ら ペ ー ジ を 切り 取る と 、 そ の ペー ジ の 殻 だ けが 残る 。 ペ ー ジ を 切り 取る と 、 

次 の よう に な り ま す : 


IM に ーー ーー - 
| | 


(本 の 表紙 は 省略 ) 


この 長方形 は 本 の 裏表 紙 に し っ か り と 接着 する 必要 が あり ます 。 爆 弾 を 組み 立て た 後 、 通 常 は 

タイ マー や 無線 制御 の 爆 書 を 本 の 中 に 入れ ます 爆弾 自体 と タイ マー や 無線 制御 の 爆弾 は 、 

起爆 装置 を 使用 する 場合 は 、 転 が っ た り 動い た り し な いよ うに 発泡 スチ ロー ル で 包ん で お く 必 要 が あり ます 。 最 後に 、 タ イマ ー を 設定 し た 後 、 ま た は 
無線 操縦 装置 が オン に され 、 前 面 カ バー が 接着 され て 閉じ られ 、 爆 弾 は 目的 地 に 運ば れ ます 。 


4.56 電話 爆弾 


電話 爆弾 は 、 特 定 の 個人 を 殺傷 する た め に 過去 に 使用 され た 爆発 装置 で す 。 基 本 的 な 

アイ デア は シン プル で す 。 人 が 電話 に 出る と 爆弾 が 爆発 し ます 。 小 型 で 強力 な 爆発 装置 が あれ ば 
電話 の 受話 器 に 爆竹 が 取り 付け られ て お り 、 受 話 器 に 電流 が 流れ る と 爆竹 が 爆発 し 、 

手 の 中 の 高 性 能 爆薬 を 爆発 さす る 。 い や らし い 。 必 要 な の は 、 爆 竹 を 手 に 入れ て 、 

受信 機 の スイ ッ チ を 下げ ます 。 マ ウス ピー スカ バー を 外し 、 ス ピー カー を 取り 外し 、 ス クイ ブ の リー ド 線 を 接続 
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で し た 。C-1 (セク ショ ン 3.31 を 参照 ) な どの 高 爆発 性 パテ を 受信 機 に 置き 、 カ バー を ね じ 込 み 、 爆 管 が C-1 に 囲ま れ て いる こと を 確認 し ます 。 電 話 を 掛け 、 テ 
ー プ を その まま に し て お きま す 。 電 話 の 所 有 者 が 電話 に 出 よ うと する と 、 テ ー プ に 気づい て テー プ を は が し ます 。 こ れ に より 、 爆 管 に 電流 が 流れ ます 。 電 話 を か け 
た だ け で は デバ イス が 爆発 し な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 電 話 の 所 有 者 は 、 受 信 機 を 持ち 上 げ て テー プ を は が す 必 要 が あり ます 。 デ バイ ス が 爆発 する と き に 、 
電話 が 耳 の そば に ある 可能 性 が 非常 に 高く な り ま す .… 


5.0 発射 兵器 用 特殊 弾 薬 


爆発 性 弾薬 や 毒 入り 弾薬 は 、 社 会 逸脱 者 の 武器 庫 の 重要 な 部 分 で す 。 こ の よう な 弾薬 は . か すめ 撃ち で 十分 に 傷 で きる た め 、 通 常 の 弾薬 を 使用 する 個人 よ 
り も 使用 者 に 明らか な 利点 を 与え ます 。 
クロ ス ボ ウ か ら シ ョ ッ ト ガ ン ま で 、 さ ま ざ ま な 種類 の 武器 用 の 特殊 な 弾薬 を 作る こと が で きま す 。 


5.1 原 始 兵器 用 の 特殊 刑 薬 


この 出版 物 で は 、 発 射 物 を 前 方 に 飛ば す た め に 火薬 の 燃焼 を 利用 し な い 武 器 を 原始 的 武器 と 呼ぶ こと に し ます 。 こ れ は 吹き 矢 、 弓 クロ スポ ボウ 、 リ スト ロケ 
ッ ト を 意味 し ます 。 


5.11 弓 と クロ ス ボ ウ の 弾薬 


弓 と クロ スポ ボウ は どちら も 、 矢 や ボル ト を 弾丸 と し て 発射 し ます 。 矢 や ボル ト に 毒 を 盛る の は 非常 に 簡単 で す が 、 爆 発 性 の 矢 や ボル ト を 作る の は も っ と 
難し いこ と で す 。 し か し 、 矢 や クロ ス ボ ウ の ボル ト と 同じ 直径 の アル ミ パ イプ が 手 に 入る な ら 、 パ イプ 全体 を 衝撃 で 爆発 する 、 ま た は 導火線 付き の 
爆発 装置 に 変え る こと が で きま す 。 必 要 な の は 、 適 切な 長 さ と 直径 の アル ミ 管 を 見 つけ て 、 後 端 を ティ ッシュ ペー パー と エポキシ で 塞ぐ こと だ け で す 。 低 
次 の 爆薬 また は 高 次 の 敏感 な 爆薬 の いずれ か を 、 上 部 か ら 約 1/2 イン チ ま で 管 に 詰め ます 。 管 に スロ ッ ト を 切り 、 小 さ な 穴 が 残る よう に 注意 し な が 

ら 、 管 の 上 部 を 丸い 先端 に 慎重 に 押し 込み ます 。 


11 番 の 雷管 を 穴 の 上 に 置き 、 瞬 間接 着 剤 で 固定 し ます 。 最 後に 、 装 置 の 端 を 電気 テー プ ま た は ダク ト テ ー プ で 巻き 、 テ ー プ で フィ ン を 作り ます 。 ま た 
は 、 ス ポー ツ 用 品 店 で フィ ン を 購入 し 、 シ ャ フト に 接着 する こと も で きま す 。 完 成品 は 次 の よう に な り ま す 。 


| | ーーーーー No. 11 パー カッ ショ ン キ ャ ッ プ 
IIII 
川 
* 呈 
川 
| 


ーーーーーー アル ミ 配 管 


上 


首 
* 呈 
川 
* 呈 
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lg 

Il 
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IM 

LLLL 


tp: ティ ッシュ ペー パー 
epy: エポキシ 


矢 や ボル ト が 硬い 表面 に 当たる と 、 雷 管 が 爆発 し 、 爆 薬 が 点火 また は 爆発 し ます 。 


5.12 吹き 矢 用 特殊 弾薬 


吹き 矢 は 、 い くつ か の 利点 が ある 興味 深い 武器 で す 。 吹 き 矢 は 、 非 常に 正確 で 、 隠 蔽 性 が あり 、 爆 発 物 や 毒物 を 発射 する こと が で きま す 。 爆 発 性 の 矢 や 発射 物 の 製 
造 は 難し く あ り ま せん 。 お そら く 、 最 も 単純 な 設計 は 、 頭 痛 や アレ ルギー に 服用 する よう な 錠剤 カプ セル を 使用 する も の で す 。 こ の よう な カプ セル は 簡単 に 開け る こと 
が で き 、 薬 を 取り 出す こと が で きま す 。 次 に 、 カ プ セ ル に 衝撃 に 敏感 な 爆薬 を 再び 充填 し ます 。 よ り 大 き な カ プ セ ル の 1 つ を 使用 する 場合 は 、 衝 撃 に 敏感 な 爆薬 の 後 
ろ に 追加 の 高 性 能 爆薬 を 充填 する こと が で きま す 。 最 後に 、 爆 発 カ プ セ ル を 再び 接着 し 、 高 性 能 爆薬 を 含む 端 に タッ セル また は 費 を 接着 し て 衝撃 起爆 性 の 爆薬 が 
最初 に ター ゲッ ト に 当たる よう に し ます 。 こ の よう な 装置 は 、 タ ッ セ ル ま た は 綿 を 除い て お そら く 約 4 イン チ の 長 さ で 、 次 の よう に な り ま す 。 


/mercury ーーーーーーーーーーーーーーー- (fulminate| RDX )----ー-ーー-ー-ーーーーー } タッ セル 
1 ECS 
5.13 リス トロ ケッ ト と スリ ング ショ ッ ト 用 の 特殊 弾薬 


現代 の リス トロ ケッ ト は 恐ろし い 武 器 で す 。 約 500 フィ ー ト の 距離 まで 、 か な り の 精度 で ビー 玉 を 投げ る こと が で きま す 。 

200 フィ ー ト 以内 で あれ ば 、 贅 命 的 な 部 位 に 命中 し た 場合 、 人 間 や 動物 に 致命 傷 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 リ スト ロケ ッ ト で 使用 で きる 発射 体 は 比較 的 大 きい た め 、 リ スト 
ロケ ッ ト は 比較 的 強力 な 爆発 性 の 発射 体 を 投げ る よう に 改造 で きま す 。 ア ルミ ニウム パイ プ の 小さ な 断片 に 衝撃 に 敏感 な 爆発 物 を 充填 する こと で 衝撃 起爆 装置 に する こと が 
で きま す 。 ま た 、 そ の よう な パイ プ に 低 次 の 爆薬 を 充填 し 、 装 置 を 発射 する 前 に 点火 する 導火線 を 取り 付け る こと も で きま す . 装 置 が 意図 し た ター ゲッ ト に 到達 する 前 に 爆発 

し な いよ うに 導火線 が 十分 な 長 さ で ある こと を 確認 する 必要 が あり ます 。 最 後に 、.22 口径 の 空 克 で 使用 され る よう な .22 口 公 の キャ ッ プ は 、 リ スト ロケ ッ ト 用 の 優れ た 
爆発 性 弾薬 で す が 、 軽 量 で ある た め 、 比 較 的 近 距離 で 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 


.PA 


5.2 銃器 用 特殊 弾薬 


特殊 弾薬 を 現代 の 銃器 の 威力 と 速 さと 組み 合わ せ て 使用 する と 、1 つ の 武器 で 小 規模 な 軍隊 と 戦う の は 非常 に 簡単 に な り ま す 。 爆 発 性 の 弾薬 を 購入 する こと は 可能 で す 
が 、 難 し い 場合 が あり ます 。 そ の よう な 弾薬 は 家庭 で 製造 する こと も で きま す 。 た だ し .、 弾 薬 の 改造 に は リス ク が 伴い ます 。 弾 薬 が 誤っ て 改造 され 、 弾 丸 が さら に 爆発 
する よう に な っ た 場合 、 
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少し で も 広がれ ば 、 銃 身内 で 爆発 が 起こ り ま す 。 こ の た め 、 誰 も その よう な 弾薬 を 製造 し よう と し て は いけ ませ ん 。 


5.21 ハン ドガ ン 用 特殊 弾薬 


ハン ドガ ン 用 の 爆発 性 弾薬 を 製造 し た い 場 合 、 衝 撃 に 敏感 な 爆薬 と いく つか の 簡単 な 道具 が あれ ば 、 そ れ を 作る こと が で きま す 。 ま ず 鉛 の 弾丸 を 購入 し 、 次 に 衝撃 起爆 性 の 爆 
薬 を 製造 また は 入手 し ます 。 ド リル で 鉛 の 弾丸 に 穴 を 開け る と 爆薬 を 配置 する た め の ス ペー ス が で きま す 。 穴 に 爆薬 を 詰め た 後 、 ろ うう そく の 熱い 映 を 一 滴 垂らし て 弾丸 の 中 に 封 
じ 込 め ま す 。 完 成 し た 爆発 する 弾丸 の 図 を 以下 に 示し ます 。 


0 ーーーーーーー ワッ クス の 滴 
NII 
年 トーーーー 衝撃 に 敏感 な 爆発 物 
ILHIL___」 


この 中 空 空間 の 設計 は 、 弾 丸 に 毒 を 入れ る の に も 役立ち ます 。 


5.22 ショ ッ ト ガ ン 用 特殊 弾薬 


ショ ッ ト ガ ン は 口径 が 大 きく 威力 が 高い た め 、 極 め て 強力 な 特殊 弾薬 キ 作 る こと が で きま す 。 シ ョ ッ ト ガ ン の 薬 蘭 の 上 部 を 開き 、 弾 丸 を 取り 除い た 後 、 薬 英 を 再び 閉じ る こと が で 
きま す 。 次 に 、 シ ョ ッ ト ガ ン の 口径 に 近い 非常 に 滑ら か で 軽量 な 木製 の ダボ を 見 つけ る こと が で きれ ば 、 数 種類 の ショ ッ ト ガ ン 発 射 武 器 を 作る こと が で きま す 。 シ ョ ッ ト ガ ン の 薬 
茨 を 発射 室 に 入れ た まま 、 ダ ボ を ショ ッ ト ガ ン の 銃身 に 挿入 し ます 。 銃 身 の 端 か ら 約 6 イン チ 離 れ た と ころ に ダボ の P 印 を 付け 、 銃 身 か ら 取 り 外 し ます 。 次 に 、 使 用 する 爆発 物 
また は 焼 夷 装置 の 種類 を 決定 し ます 。 こ の 装置 に は 、 化 学 火炎 瓶 (セク ショ ン 3.43 を 参照 ) パ イプ 爆弾 (セク ショ ン 4.42)、 ま た は テル ミッ ト 爆 弾 (セク ショ ン 3.41 お 

よび 4.42) を 使用 で きま す 。 装 置 を 作成 し た ら 、 ダ ボ に し っ か り と 取り 付け る 必要 が あり ます 。 こ れ が 完了 し た ら 、 ダ ボ を ショ ッ ト ガ ン に 戻し ます 。 


爆弾 また は 焼 夷 装置 は ダボ の 端 に 取り 付け ます 。 装 置 の 導火線 が 十分 長い こと を 確認 し 、 導 火 線 に 火 を つけ 、 散 弾 銃 を 発射 し ます 。 発 射 体 が 重 す ぎ な い 場 合 、 射 程 距離 は 
最大 300 フィ ー ト で す 。 散 弾 銃 の 発射 体 の 図 を 以下 に 示し ます 。 


|I | 
| 
| 爆弾 、 ダ ボ に し っ か り と テー ブ で 固定 


5.3 圧 縮 空気 / ガ ス 兵 器用 の 特殊 剥 薬 
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この セク ショ ン で は 圧縮 空気 兵器 や 圧縮 ガス 兵器 用 の 特殊 弾薬 の 製造 に つい て 扱い ます 。 
ポン プ BB ガ ン 、C02 BB ガン 、.22 口 径 ペレ ッ ト ガ ン な ど 。 こ れ ら の 武器 は 、 通 常 子供 の お も ちゃ と 考え られ て いま す が 、 
か な し 危険 な 武器 に な っ て し まい ます 。 


5.31 BB ガン 用 特殊 剥 薬 


この 原稿 で は 、BB ガ ン は あら ゆる 種類 の ライ フル 銃 と みな され る 。 


また は 圧縮 空気 また は 二酸化 炭素 ガス を 使用 し て 口径 の 弾丸 を 発射 する ピス トル 


-177 の BB 弾 ま た は 鉛 弾 を 使用 し ます 。 こ の よう な 銃 の 銃口 速度 は 、 弾 丸 を 発射 する ライ フル と ほぼ 同じ で す 。 

-177 口 径 の 弾丸 の 飛行 速度 に より 衝撃 爆発 弾丸 は 簡単 に 作る こと が で き 、 

口径 は .177 で す 。 口 径 が .22 を 超え る 銃 の 弾薬 の ほとん ど は 、 弾 丸 内 の 火薬 に 点火 する た め に 雷管 を 使用 し ます 。 

これ ら の プラ イマ ー は 銃砲 店 で 購入 で きる 。 多 く の 人 が 自分 で 弾丸 を リロ ー ド する こと を 好む か ら だ 。 こ の よう な プラ イマ ー は 爆発 する 。 
銃 の 撃 針 に 当たっ た と き に 爆発 し ます 。 ま た 、 硬 い 地面 に 猛 ス ピー ド で 投げ つけ られ た 場合 に も 爆発 し ます 。 

通常 、.177 口 径 の 銃 の 銃身 に も フィ ッ ト し ます 。 平 ら な 端 か ら 先 に 挿入 する と 、 

銃 は 硬い 表面 に 向け て 発射 され ます 。 こ の よう な プラ イマ ー が 、 銃 器 に 使用 され て いる よう な 薄い 金属 管 に 取り 付け られ て いる 場合 、 
アン テ ナ の 管 に 爆薬 を 詰め て 密封 し 、BB ガ ン か ら 発射 する こと が で きる 。 こ の よう な 発射 体 の 図 

以下 に 表示 され ます 。 


プラ イマ ー 


| 
| 
| 
五 五 


| * ォ メメ メメ 野人 メメ メオ オメ | 


IL 1 


アウ テ チ チュ ニー ヴ 
フロ ント プラ イマ ー は 、 明 間 接着 剤 を 一 滴 使 っ て チュ ー ブ に 取り 付け られ ます 。 
次 に 、 チ ュー ブ に 爆薬 を 詰め 、 後 部 の プラ イマ ー を 接着 し ます 。 最 後に 、 タ ッ セ ル ま た は 小さ な 綿 片 を 取り 付け ます 。 
後部 の プラ イマ ー に 接着 され て お り 、 弾 丸 が 前 部 の プラ イマ ー に 当たる よう に する 。 氷 全体 は 約 
長 さ 3/4 イ ンチ 。 


5.32 .22 口 径 ペレ ッ ト ガ ン 用 特殊 弾 薬 


.22 口 径 の ペレ ッ ト ガ ン は 通常 、 近 距離 で は .22 口 径 の ライ フル と 同等 で す 。 こ の た め 、 比 較 的 大 型 の 

爆発 性 の 発射 体 は 、.22 口 径 の 空気 銃 で 使用 で きる よう に 改造 する こと が で きる 。 セ クシ ョ ン 5.12 で 使用 され て いる も の と 同様 の 設計 は 、 
カプ セル の 中 に は 約 0.22 口 径 以下 の も の も ある の で 、 こ れ は 適切 で は な い 。 あ る い は 、 セ クシ ョ ン 5.31 に 似 た 設計 を 使用 する こと も で きる 。 
弾薬 プラ イマ ー の 代わ り に 黒色 火薬 軍 管 を 購入 すれ ば いい だ け で す 。 

約 .22 口径 の 二 管 #11 の キャ ッ プ は 小さ すぎ ます が 、 そ れ よ り 大 きい も の な ら 問 題 な く 使用 で きま す 。 


6.0 ロケ ッ ト と 大 砲 


ロケ ッ ト や 大 砲 は 一 般 的 に 重 火 器 と 考え られ て いる 。 暴 力行 為 者 は その よう な 武器 を 使わ な いこ と が 多い 。 
デバ イス は 入手 が 困難 また は 不可 能 で ある た め 、 入 手 が 困 難 で す 。 し か し 、 作 れ な いわ け で は あり ませ ん 。 
黒色 火薬 や パイ ロ デ ッ クス を 作っ た り 買っ た り で きる 人 な ら 、 そ の よう な も の を 作る こと が で きま す 。 


大 砲 や 大 型 ロ ケッ ト を 持っ た テロ リス ト は 、 確 か に 恐ろし い 存 在 で す 。 
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6.1 ロケ ッ ト 


ロケ ッ ト は 紀元 前 数 百年 中 国人 に よっ て 初め て 開発 され まし た 。 ロ ケッ ト は 花火 の 形 で 娯楽 に 使用 され て いま し た 。 ロ ケッ ト は 不正 確 で 高価 で 予測 不可 能 で あっ た た め 通常 は 
軍事 目的 に は 使用 され ませ ん で し た 。 し か し 、 現 代 で は 、 ロ ケッ ト は 安価 で 信頼 性 が 高く 、 反 動 が な いた め 、 軍 隊 で 頻繁 に 使用 され て いま す 。 幸 いな こと に 、 暴 力 の 加害 者 は 軍用 
ロケ ッ ト を 入手 する こと は で きま せん が 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン を 製造 また は 購入 する こと は で きま す 模型 ロケ ッ ト は 宇宙 時 代 の 人 気 の 趣味 で あり 、 ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る に は 
エン ジン が 必要 で す 。 


デイ モン の 子会社 で ある エス テス は 模型 ロ ケッ ト と ロケ ッ ト エ ンジ ン の 大 手 メ ー カ ー で す 。 同 社 の 最も 強力 な エン ジン で ある 「D」 エ ンジ ン は 、 ほ ぼ 12 ポン ド の 推力 を 発生 
させ る こと が で きま す 。 こ れ は 、 比 較 的 大 き な 爆薬 を か な り の 距離 まで 飛ば す の に 十分 な も の で す 。 セ ンチ ュ リ な どの 他 の 会 社 は 、 最 大 30 ポン ド の 推力 を 発生 させ る さ 

ら に 大 き な ロ ケッ ト エ ンジ ン を 製造 し て いま す 。 こ れ ら の 模型 ロケ ッ ト エ ンジ ン は 非常 に 信頼 性 が 高く 、 電 気 で 点火 する よう に 設計 され て いま す 。 ほ と ん どの 模型 ロケ ッ ト 
エン ジン は 、3 つの 基本 セク ショ ン で 構成 され て いま す 。 以 下 の 図 は 、 そ の 説明 に 役立ち ます 。 


LMVu。。 666 パパ 6 パ 6 パ 6《 パ 6 パパ 6 パパ |-- 段 ポー ル \ 六 ーー 0 
|.…….kI ケー シン グー ーーーーーーー- 7** |.…. 旧 --- 推 カー--| 
煙 | 排出 則 --------- に AM _ | 
還 還 中 | 
/ 粘土 | まこ 由 ま ま 
| 
ケー シン グ 


粘土 ノズル は 点火 装置 を 挿入 する 場所 で す 。 「 推 力 」 と 表示 され た 領域 が 点火 され る と 、 「 推 力 , 物 質 通 常 は 黒色 火薬 や パイ ロ デ ッ クス な どの 推進 剤 の 大 き な 一 粒 が 燃焼 し 、 
大 量 の 高温 で 急速 に 膨張 する ガス が 狭い ノズル か ら 押 し 出さ れ 、 ロ ケッ ト が 前 進 し ます 。 物 質 が 消費 され た 後 、 エ ンジ ン の 煙 部 分 が 点火 され ます 。 こ れ は 通常 、 黒 色 火 

薬 に 似 た 、 燃 焼 速 度 が 遅い 物質 で 、 さ ま ざ ま な 化合 物 が 加え られ て 目 に 見 える 煙 (通常 は 黒白 、 ま た は 黄色 ) を 生成 し ます 。 こ の 部 分 は 、 ロ ケッ ト が 最高 高度 (また は 遠 地点 ) に 
達し た と き に 見 える よう に する た め に あり ます 。 燃 焼 する と 、「 射 出 」 と 表示 され た 射出 装 薬 に 点火 し ます 。 射 出 装 薬 は 細か く 粉 砕 され た 黒色 火薬 で す 。 こ れ は 非常 に 急速 

に 燃焼 し 、 事 実 上 爆発 し ます 。 射 出 装 薬 の 爆発 に より 、 模 型 ロ ケッ ト の パラ シュ ー ト が 押し 出さ れ ます 。 爆 弾 の 導火線 に 点火 する た め に も 使用 で きま す .… 


ロケ ッ ト エン ジン に は 、 独 自 の ラベ ル シス テム が あり ます 。 一 般 的 な エン ジン ラベ ル は 、1/4A-2T、1/2A-3T、A8-3、B6-4、C6-7、 お よび D12-5 で す 。 文 字 は エン ジン の パワ 
ー を 示し ます 。「B」 エ ンジ ン は 「A」 エ ンジ ン の 2 倍 の パワ ー が あり 、「C」 エ ンジ ン は 「B」 エ ンジ ン の 2 倍 の パワ ー が あり ます 。 文 字 の 後 の 数 字 は 、 エ ンジ ン の お お よ 
その 推力 (ポン ド 単 位 ) で す 。 最 後 の 数 字 と 文字 は 、 エ ンジ ン の 燃焼 の 推力 期間 が 終了 し て か ら 射 出 装 薬 が 発射 され る まで の 時 間 遅 延 で す 。 「3T」 は 3 秒 の 遅延 を 示し 
ます 。 


注 : ア ルミ ニウム を 混合 する こと で 、 非 常に 効果 的 な ロケ ッ ト 推 進 剤 を 作る こと が で きま す 。 


過 塩 素 酸 ア ン モ ニウム と ご く < 少量 の 酸化 鉄 を 混ぜ た 粉末 。 
混合 物 は エポキシ に よっ て 結合 され ます 。 


6.11 本 ロケ ッ ト 爆 弾 


ロケ ッ ト 爆 弾 は 、 そ の 名 前 が 示す 通り 、 ロ ケッ ト に よっ て 目標 に 届け られ る 爆弾 で す 。 こ の よう な 装置 を 作る 人 の ほとん ど は 模型 ロケ ッ ト エ ンジ ン を 使っ て 装置 に 動力 を 
与え ます 。 バ ル サ 材 か ら フ ィ ン を 切り 出し 、 エ ステ ス 「C」 エ ンジ ン な どの 大 型 ロ ケッ ト エ ンジ ン に 接着 すれ ば 、 基 本 的 な ロケ ッ ト を 作る こと が で きま す 。 次 に 、 ロ ケッ ト に 
「 ク レー ター メー カー」 ま た は CO2 カー トリ ッ ジ 爆弾 を 取り 付け る こと で 、 爆 弾 を 追加 し ます 。 


「 ク レー ター メー カー」( セ クシ ョ ン 4.42 を 参照 ) の 導火線 が 確実 に 点火 され る よう に 、 エ ンジ ン の 射出 装 薬 の 上 の 粘土 を プラ スチ ッ ク 製 の 道具 で 削り 取る 必要 が あり ま 
す 。 爆 弾 の 導火線 は 、 下 図 の よう に 射出 装 薬 に 接触 し て いる 必要 が あり ます 。 


クレ ー タ ー メ ー カ ー 
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五 | 
_ _ 
| 
Meet | に | # 相 科 共 #\ 
ee ME 間 温 すす すす すす すす すす 3 
ュー っ 了 土 : 征 -- 導 火 線 ---## 爆 発 物 ##) 
MP 生計 た nl ーー 夏井 基 提 相 電 #/ 


ダク ト テ ー プ は クレ ー タ ー メ ー カ ー を ロケ ッ ト に 取り 付け る の に 最適 な 方 法 で す 
エン ジン 。 図 で は 、 排 出 チ ャ ー ジ の 上 に 粘土 が な いこ と に 注意 し て くだ さい 


ロケ ッ ト に は 、 次 の よう な さま ざま な 種類 の 爆発 物 を 搭載 する こと が で きま す 。 


高 性 能 爆 薬 、 焼 夷 弾 、 ま た は 化学 火炎 瓶 。 


ロケ ッ ト が まっ すぐ 飛ぶ よう に する に は 、4 枚 か 3 枚 の フィ ン を ロケ ッ ト エ ンジ ン に 接着 する 必要 が あり ます 。 フ ィ ン は 
この よう な : 


N 
h 
h 
リマ ーーーーー- これ を ロケ ッ ト エ ンジ ン に 接着 し ます 
間 
届 
\ 
| 
| 
| 最 先 端 
2 に > | 
| 後 緑 
ュ 
| 
| 
| 
デーツ 


先端 と 後 端 は サン ド ペ ー パ ー で 丸み を 帯び る よう に 研磨 する 必要 が あり ます 。 こ れ に より 、 

ロケ ッ ト は まっ すぐ 飛ぶ 。2 イ ンチ の プラ スチ ックス トロ ー を ロケ ッ ト に 取り 付け て 発射 で きる 。 衣 服 

ハン ガー は 切り 取っ て 発射 棒 に する こと が で きる 。 プ ラス チッ クス トロ ー の 部 分 は ロケ ッ ト エ ンジ ン に 接着 する 必要 が ある 。 
ロケ ッ ト の フィ ン の 1 つ に 隣接 し て いま す 。 完 成 し た ロケ ッ ト 爆 弾 の 正面 図 を 以下 に 示し ます 。 


フィ ン | <ーー- 終了 
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1_L ハ | 


ハン ガー を 矢印 の と ころ で 切り 、 曲 げ る と 発射 棒 が 作れ ます 。 
エン ジン を 止め て 、 ロ ケッ ト は プラ スチ ッ ク の スト ロー の 部 分 に 通さ れ た 発射 ロッ ド に 沿っ て 滑ら せる だ け で す 。 ロ ケッ ト は 
コー ト ハ ン ガ ー に 沿っ て 簡単 に スラ イド で きる は ず で す 。 


| N 
| 
ここ で カッ ト | 
| 八 
V 八 
7// 、 
N 
\ 
/ ーーー! 
| 
| 
そし て ここ | 
ワイ ヤー を この 形 に 曲げ ます : 
スト ロー に 挿入 する 
| 
| 
| 
五 
\ 
N 
\ 
N 
マーーーー 飛行 角度 を 調整 する に は ここ を 曲げ ます 
ea この 端 を 地面 に 差し 込む 


-PA 
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6.12 長 距離 ロケ ッ ト 爆 弾 


多段 式 ロ ケッ ト を 使え は 長 距 離 ロ ケッ ト も 作れ る 。 時 間 遅 延 の 「0」 が 付い た モデ ル ロ ケ ッ ト エ ンジ ン 
多段 式 ロ ケッ ト で 使用 する た め に 設計 され て いま す 。D12-0 な どの エン ジン は 、 そ の よう な エン ジン の 優れ た 例 で す 。 
推力 期間 が 終わ る と すぐ に 、 射 出 装 薬 が 爆発 する 。 別 の エン ジン を 直接 

「0」 エ ンジ ン の 背面 で は 、 放 出 電荷 の 爆発 に より 高温 の ガス と 燃焼 粒子 が 
エン ジン の ノズル を 上 に し て 推力 部 に 点火 し ます 。 こ れ に より 、 使 用 済み の 「0」 エ ンジ ン が ロケ ッ ト か ら 押 し 出さ れ 、 
全体 的 な 重量 の 減少 を 引き 起こ し ます 。 多 段 式 ロケ ッ ト の 主 な 利点 は 、 移 動 す る に つれ て 重量 が 減る こと で す 。 
多段 式 ロ ケッ ト は 単 段 式 ロケ ッ ト と は 若干 異な る 設計 を する 必要 が ある 。 
ロケ ッ ト が まっ すぐ 飛ぶ た め に は 、 そ の 重心 が 抗力 の 中 心 よ り も 前 に な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 次 の よう に 達成 され ます 。 
ロケ ッ ト の 前 部 に 重量 を 追加 し た り 、 ロ ケッ ト に フィ ン を 付け て 抗力 の 中 心 を 後ろ に 移動 し た りす る こと で 、 
ロケ ッ ト の か な り 後 ろ で す 。 多 段 式 ロケ ッ ト の 図 を 以下 に 示し ます 。 


/ 、 
| | 
| に | 
IM | ーー CM: クレ ー タ ー メ ー カ ー 
上 | 
|C| ーー- C6-5 ロケ ッ ト エ ンジ ン 
leh 
7 関 
MEINI 
| リー フィ ン 
VIIVIN ハ 、 
、 
、 
77/// 陣 訳 ||6 \ 
IMAIAMIMPEI ! 
に パト ーーー N 
終わ り \| 


| 
| 
| 
| 
C6-0 ロ ケッ ト エ ンジ ン 


ヒュ ー ズ は エン ジン 下部 に 取り 付け られ て いま す 。 


ロケ ッ ト 爆 弾 の 射程 距離 を 長く する た め に 2 段 、3 段 ある い は 4 段 の 段数 を 追加 する こと も で きま す 。 し か し 重要 な の は 
ステ ー ジ が 上 が る ご と に 、 フ ィ ン の 面積 が 大 きく な り ま す 。 


6.13 多 弾 頭 ロ ケッ ト 爆 弾 


「MRV」 は 多重 再 突入 体 (Multiple Reentry Vehicle) の 略称 で す 。 コ ン セ プ ト は 単純 で す 。1 つ 以上 の 爆発 物 を 
ー つ の ミサ イル に 弾頭 を 搭載 する 。 こ れ は 作り 方 を 知っ て いる 人 な ら 誰 で も 簡単 に で きる 。 
クレ ー タ ー メ ー カ ー を 製造 し 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン を 購入 する こと が で きま す 。 長 い 導 火 線 を 備え た クレ ー タ ー メ ー カ ー を ロケ ッ ト に 取り 付け る こと で 、 
1 基 の ロケ ッ ト で 複数 の 爆発 装置 を 目標 に 届け る こと が で きま す 。 こ の よう な ロケ ッ ト は 次 の よう に な り ま す 。 
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7 、 
| 
| に | 
| マ | 
に | 
= に - 
1 1 て 
八 | ぅ | 人 ハ 
/ MBIA 
| l え 川 
| に | | に | 
| マ I マ | 
IL 
U_/IEL_7/ 
| いい ぇ | 
/let 
| 私 
いい ぇ ト 
1 え | ! 
=ー| い 
7// フ ィ ン / ト フィ ハバ 
| / ! | 
= 1 
|__ フィ ン 


クレ ー タ ー メ ー カ ー は 、 巻 いた 紙 の 筒 に テー プ で 取り 付け られ て いま す 。 紙 の 筒 は 4 つの 
1 イン チ メ 8 イ ンチ の 紙片 。 チ ュー ブ は エン ジン に 接着 され 、 火 薬 ま た は 黒色 火薬 が 充填 され て いま す 。 


穴 が 開け られ 、 そ こ に クレ ー タ ー メ ー カ ー の ヒュ ー ズ が 挿入 され る 。 ク レー タ 


ー メ ー カ ー は 


チュ ー ブ の 開放 端 に ヒュ ー ズ が チュ ー ブ 内 に 入る よう に 挿入 し ます 。 ヒ ュー ズ は エン ジン 内 に 挿入 され ます が 、 
ロケ ッ ト 爆 弾 は 多段 式 で 、 プ ラス チッ クス トロ ー の 断片 が コー ト ハ ン ガ ー ラ ンチ ャ ー か ら 5 発射 され 、 


それ に 執着 し て いた 。 


6.2 キャ ノン 


大 砲 は 11 世 紀 か ら 使用 
火薬 を 詰め て 発射 する 。 こ の 種 の 大 砲 は 、 発 射す る た びに 掃除 を し な けれ ば 
発射 時 に 砲身 に 詰まり が 生じ 、 砲 身 が 爆発 する 。 社 会 病 質 者 は 、 あ まり 多く の 
少し の お 金 と 忍耐 力 が あれ ば 、 面 倒 な こと は し な く て 済む で し ょ う 。 


6.21 ベー シッ ク パ イプ キャ ノン 


され て いる 大 砲 の 一 種 で す 。 弾 丸 が 詰め られ て いる と いう 点 で マス ケッ ト 銃 と 似 て いま す 。 


な ら な い 。 そ うし な いと 、 弾 丸 が 
こと を せ ず に 大 砲 を 作る こと が で きる 。 


太い パイ プ を 使え ば 、 誰 で も 簡単 に 大 砲 を 作る こと が で きま す 。 難 し い の は 、 太 い パ イプ を 見 つけ る こと だ け で す 。 
内 部 は 非常 に 滑ら か で す 。 こ れ は 絶対 に 必要 で す 。 そ う で な いと 、 弾 丸 が 詰まる 可能 性 が あり ます 。 銅 また は 
アル ミ パ イプ は 通常 は 十分 に 滑ら か で す が 、 発 生 する 圧力 に 耐え る た め に は 非常 に 厚く な けれ ば な り ま せん 。 


大 砲 内 の 高温 ガス の 膨張 に よっ て 。C02 カ ー ト リッ ジ な どの 発射 体 を 使用 


する 場合 、 そ の よう な お 発射 体 は 


爆発 させ る に は 、 約 1.5 て 2 フィ ー ト の 長 さ の パイ プ が 理想 的 で す 。 こ の よう な パイ プ は 、 少 な く と も 


厚 さ は 1/3 て 1/2 イ ンチ で 、 内 側 は 非常 に 滑ら か で す 。 可 能 で あれ ば 、 エ 
パイ プ は 、 ひ ひび割れ や 破れ を 起こ さ ず に 、 折 り 曲げ て 閉じ る 必要 が あり 


ンド プラ グ を パイ プ に ね じ 込 み ま す 。 そ う で な い 場 合 は 、 
ます 。 背 面 に 小さ な 穴 が 開け られ て いま す 


パイ プ の クリ ンプ また は エン ド プ ラグ 付近 に 当 


E ぎ ます 。 そ の 後 、 パ パイ プ に グレ ー ド 2 杯 の 水 を 当 


E ぐ だ け で 済み ます 。 


黒色 火薬 また は パイ ロ デ ッ クス を 銃身 に 挿入 し 、 テ ィ ッ シュ ペー パー を 銃身 に 押し 込ん で 軽く 詰め 、 


CO02 カ ー ト リッ ジ を 取り 付け ます 。 大 砲 を 頑丈 な 構造 物 に し っ か り と 固 


定 し 、 導 火 線 に 火 を つけ て 発射 し ます 。 
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幸運 な こと に 、 彼 は 大 砲 を 過剰 装填 し て お ら ず 爆発 し た 砲身 の 破片 に 当たら な い だ ろ う 。 そ の よう な 大 砲 は 
次 の よう に な り ま す : 


ヒュ ー ズ 穴 


| 
エンド プ ラグ 胸 末 tp| CO02 カ ー ト リッ ジ 

| | 計 | 

| 


この タイ プ の 大 砲 で は 、C02 カ ー ト リッ ジ を 使っ て 爆発 する 弾丸 を 作る こと が で きま す 。 こ れ は 比較 的 簡単 で す 。 

火 ロ メー カー を 作り 、 導 火 線 が カー トリ ッ ジ の 端 か ら 約 1 イン チ 突 き 出る よう に 組み 立て ます 。 

導火線 を ダク ト テ ー プ で 巻き 、 端 の 少し の 部 分 を 除い て 全体 を 覆い ます 。 こ れ を パイ プ キ ャ ノン に 入れ ます 

ティ ッシュ ペー パー を 使わ ず に 大 砲 を 発射 する と 、 導 火 線 の 端 に 火 が つき 、 

CO02 カ ー ト リッ ジ 。 爆 発 物 が 詰まっ た カー トリ ッ ジ は 、 す べ て が うま くい け ば 約 3 秒 で 爆発 し ます 。 こ の よう な 発射 体 は 
次 の よう に な り ま す : 


7 、 
| 

| に | 
| マ | 

MI 
中 テーブ 

LLI 
| ーー ヒュ ー ズ 
6.22 ロケ ッ ト 発 射 砲 


ロケ ッ ト 砲 は 通常 の 大 砲 と 全く 同じ よう に 作る こと が で きま す 。 唯 一 の 違い は 弾薬 で す 。 ロ ケッ ト 砲 は 

大 砲 か ら 発射 され た 弾丸 は 、 発 射 動作 に よっ て 初期 の 慣性 を 克服 する た め 、 ロ ケッ ト 単 独 よ り も 遠く まで 飛び ます 。 
移動 中 に 打ち 上 げ ら れ た ロケ ッ ト は 、 静 止 中 に 打ち 上 げ ら れ た ロケ ッ ト よ り も 遠く まで 飛ぶ 。 

ロケ ッ ト は 、 フ ィ ン が な いこ と を 除け ば 、 通 常 の ロケ ッ ト 爆 弾 に 似 て いま す 。 次 の よう に な り ま す 。 


| 、 


L_| 
| へ | 
| いい ぇ | 
| 
| 私 | 
| いい ぇ | 
| へ | 


L_| 
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この よう な 装置 の 導火線 は 明らか に 短い が 、 ロ ケッ ト の 射出 装 薬 が 発射 され る まで 点火 され な い 。 

爆発 する 。 し た が っ て 、 排 出 弾 の 遅延 は 、 実 質 的 に 爆弾 が 爆発 する 遅延 と な る 。 

ロケ ッ ト に 導火線 を 入れ る 必要 は あり ませ ん 。 大 砲 の 中 の 燃え る 火薬 が 導火線 に 点火 し 同時 に ロケ ッ ト を 押し 出し ます 。 
大 砲 か ら 高速 で 発射 され ます 。 


7.0 パ イロ テク ニカ 正誤 表 


暴力 を 振る う 者 が 使用 する 花火 の 種類 は 他 に も た くさ ん あり ます 煙幕 弾 は 

魔法 の 店 で 購入 で き 、 大 型 の 軍用 煙幕 弾 は 銃 や 軍事 雑誌 の 広告 を 通じ て 購入 で きま す 。 

最後 に 、 花 火 は テロ の 武器 と し て も 使用 され る 棚 性 が あ り ま す 。 大 規模 な 空中 展示 ロケ ッ ト が 爆発 すれ ば 、 多 く の 負傷 者 が 出る で し ょ う 。 
群衆 の 近く の 地面 に 落ち る よう に 打ち 上 げ ら れる は ず だ っ た 。 「 無 害 」 な 引き 紐 花火 で さえ 、 

紐 を 引く と 爆発 する 爆竹 の よう な も の で 、 

大 量 の 高 感度 爆薬 を 内 部 に 封入 し た 。 催 涙 ガ ス も 、 こ の 技術 に 使え る か も し れ な い 材 料 の 1 つ で ある 。 
に り 、 そ の よう な 資料 は ロケ ッ ト 爆 弾 に よっ て 瞬時 に 大 勢 の 群衆 に 拡散 され る 可能 性 が あり 、 
厄介 な 影響 。 


7.1 煙幕 弾 


テロ リス ト が さま ざま な 方 法 で 使う 可能 性 の ある 花火 の 一 種 に 煙幕 弾 が ある 。 

装置 は 逃走 経路 を 隠し た り 、 直 回 させ た り 、 単 に 隠れ 場所 を 提供 し た りす る こと が で きる 。 そ の よう な 装置 は 、 
煙 を 大 量 に 発生 させ 、 悪 臭 を 放ち 、 例 えば 建物 の 避難 を 余儀 な くさ せる ほど で ある 。 

作る の ば 難しく な い 。 軍 の 電 幕 理 は 白 リ ン ヤ チタ ン の 粉末 を 使用 し て いる が 、 

化合 物 の 場合 その よう な 材料 は 通常 、 最 も 装備 の 整っ た テロ リス ト で さえ 入手 で きま せん 。 代 わり に 、 
自分 た ち で 煙幕 弾 を 作ら な けれ ば な り ま せん 。 


自家 製 の 煙 爆 締 の ほとん ど は . 通 常 、 黒 色 火 薬 や パイ ロ デ ッ クス な どの ベー スパ ウ ダ ー を 使用 し て 、 

燃焼 。 ベ ー ス 材料 は よく 燃え 、 デ バイ ス 内 の 他 の 材料 を 燃やす た め の 熱 を 供給 し ます が 、 

完全 に また は きれ い に 燃 える わけ で は あり ませ ん 。 テ ー ブ ル シュ ガー を 硫黄 と 基礎 物質 と 混ぜ る と 、 大 量 の 煙 が 発生 し ます 。 

お が くず 、 特 に 少量 の 油 が 含ま れ て いる 場合 は 、 ベ バース パウ ダー も 効果 的 で す 。 そ の 他 の 優れ た スモ ー ク 

0 ゴム の 小片 、 細 か く 砕 いた プラ スチ ッ ク 、 そ し て 多く の 化学 物質 の 混合 物 で す 。 道 路 用 フレ ア の 材料 は 
砂糖 と 硫黄 を 混ぜ る こと が で き 、 ベ ー ス パウ ダー は 大 量 の 煙 を 発生 させ ます 。 燃 料 と 酸化 剤 の 混合 物 の ほとん ど は 、 

比率 が 正しく な い 場 合 . ベ ー ス パウ ダー に 加え る と 大 量 の 煙 が 発生 し ます 。 可 能 性 は 無限 に 続き ます 。 

煙幕 弾 を 成功 させ る 秘訣 は 、 使 用 する 容器 に も あり ます 。 プ ラス チッ ク の シリ ンダ ー は 効果 的 で 、 

発生 し た 煙 。 導 火 線 が 入る 煙幕 弾 の 穴 は 、 材 料 が 十分 に 浸透 で きる 大 き さ で な けれ ば な ら な い 。 

爆発 を 起こ さ ず に 燃え る 。 こ れ は プラ スチ ッ ク 容 器 の も う 一 つの 利点 で ある 。 な ぜ な ら 、 

煙 の 物質 が 発火 し 、 爆 発 を 防ぐ の に 十分 な 大 き さ の 開口 部 が 形成 され ます 。 


7.2 色 の 炎 


色付き の 炎 は テロ リス ト の 合 区 装置 と し て よく 使わ れ ま す 。 
ロケ ッ ト は . 発 射 薬 が 発射 され る と 、 燃 える 色 の つい た ボー ル を 発射 し ます 。 
下 に は さま ざま な 色 の 炎 が 現れ ます 。 


色 材料 で 使わ れる 
赤 スト ロン チ ウ ム 道路 用 フレ ア 、 
井 赤い 線香 花火 
(硝酸 スト ロン チ ウ ム ) 
緑 バリ ウム 塩 (硝酸 バリ ウ 緑 の 花 火 
ム ) 
黄色 ナトリウム 塩 金色 の 花火 
(硝酸 ナトリウム ) 
青 粉末 鋼 青い 花火 、 
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古い ペニー 
白 粉末 マグ ネ シ ウ ム ま た は アル ミニ ウム 着火 剤 、 ア ルミ ホイ ル 
紫 過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 紫色 の 噴水 、 

下水 処理 
7.3 催涙 ガス 


催涙 ガス や それ に 類似 し た 化合 物 を 製造 で きる テロ リス ト は 、 そ れ を 簡単 に 多数 の 人 々 に 対し て 使用 する こと が で きま す 。 
し か し 催涙 ガス は 製造 が か な り 複雑 で ある た め 、 そ の よう な 人 々 が その 大 き な 人 危害 の 可能 性 を 利用 する こと が で きま せ 
ん 。 以 下 に 、 そ の 製造 方 法 の 1 つ を 示し ます 。 


装置 
1. リン グ ス タ ン ド (2) 
2. アル コー ル バ ー ナ ー 
3. 三角 フラ スコ 、300 ml 4. クラ ンプ 

(2) 5. ゴ ム 栓 

6. ガ ラス 管 7. ク ラン プ 
ホル ダー 8. コン デ 
ン サ ー 9. ゴム 管 10. 
収集 フラ スコ 11. 
エア ー ト ラッ プ 12. ビ 
ー カ ー、300 ml 


材料 


グリ セリ ン 10 グ ラム 
2 グラ ム の 重 亜 硫酸 ナトリウム 
蒸留 水 


1.) 屋外 で 、 ガ スマ スク を 着用 し 、300 ml の 三角 フラ スコ に グリ セリ ン 10 g と 亜硫酸 水素 ナ ト リ ウ 
ム 2 g を 混ぜ ます 。 

2.) アル コー ル バ ー ナ ー に 火 を つけ 、 フ ラス コ を ゆっ くり 加熱 し ます 。 

3.) 混合 物 は 泡立ち 始め ます 。 こ の 泡 は 催涙 ガス で す 。 


4.) 加熱 中 の 混合 物 が 泡立ち 、 ガ ス を 発生 し な く な っ た ら 、 茶 色 の 


チュ ー ブ 内 に 残留 物 が 見 える よう に な れ ば 、 反 応 は 完了 で す 。 腐 食性 が ある た め 熱源 を 取り 除き 、 加 熱し た 混合 物 を 廃棄 し 
て くだ さい 。 


5.) 凝縮 器 で 凝縮 し て 収集 フラ スコ に 滴り 落ち る 物質 は 催涙 ガス で す 。 し っ か り と 蓋 を し て 、 安 全 な 場所 に 保管 する 必要 が あり ます 。 


7.4 花 火 


花火 は 実際 に は 効果 的 な 恐怖 の 手段 と し て は 使え ませ ん が 、 気 を そら す も の や 焼夷弾 と し て の 価値 は あり ます 。 楽 し み の た め 、 利 益 
の た め 、 ま た は 悪意 の ある 目的 の た め に 、 家 庭 で 作る こと が で きる 花火 に は いく つか の 基本 的 な 種類 が あり ます 。 


愉 。 


7.41 爆竹 
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段ボール の 筒 と エポキシ 樹脂 を 使っ て 簡単 な 爆竹 を 作る こと が で きま す 。 
手順 は 以下 の 通り で す 。 


1) 使用 する チュ ー ブ か ら 段 ボー ル の チュ ー ブ を 小さ く < 切り取り ま す 。 
「 小 さい 」 と は 、 チ ュー ブ の 直径 の 4 倍 未満 を 意味 し ます 。 


2) チュ ー ブ の 一 部 を ワッ クス ペー パー の 上 に 置き 、 チ ュー ブ の 直径 の 34 の 高 さ まで エポキシ と 乾燥 剤 を 充填 し ます 。 パ ッ ケ ー ジ に 指定 され て いる 最大 硬 
度 ま で エポキシ を 乾燥 させ ます 。 

3) 乾い た ら チ ュー ブ の 真ん中 に 小さ な 穴 を 開け 、 必 要 な 長 さ の ヒュ ー ズ を 挿入 し ます 。 

4) チュ ー ブ に 火炎 に 敏感 な 爆発 物 (内 光 火 薬 」 パ イロ デック ス 、 黒 色 火 薬 、 カ リウ ム な ど ) を 充填 し ます 。 
ピク リン 酸 、 ア ジ 化 鉛 、 ニ トロ セル ロー ス 、 ま た は 燃焼 速度 の 速い 燃料 と 酸化 剤 の 混合 物 で あれ ば どれ で も か まい ませ ん 。 チ ュー ブ を ほぼ 上 まで 満た し 
ます 。 

5) ティ ッシュ ペー パー と 鉛筆 な どの 適当 な 棒 を 使っ て 、 爆 発 物 を チュ ー ブ の 中 に し っ か り と 詰め ます 。 
エポキシ を さら に 塗布 する た め の 十 分 な スペ ー ス を 残す た めで す 。 

6) チュ ー ブ の 残り の 部 分 に エポキシ と 硬化 剤 を 充填 し 、 乾 燥 させ ます 。 

7) 派手 な 爆竹 を 作り た い 人 は 、 必 ず 閲 光 粉 を 少量 他 の 色 材 と 混ぜ て 使い ます 。 線 香 花火 の 上 で その 材料 を 砕き 、 関 光 粉 に 加え る と 、 爆 発 は 線香 花火 と 同じ 色 に な り ま 
す 。 線 香 花火 の 材料 を 小片 に 加え る と 、 花 火 と 同じ 色 の 燃え る 火花 が 飛び 散り ます 。 鉄 粉 を 加え る と 、 オ レン ジ 色 の 火花 が 生ま れ ま す 。 マ グ ネ シウム の 削 
りく ず 、 ま た は アル ミホ イル を 小さ く < 軽 くく し ゃ くし ゃ に 丸め て 使う と 、 白 い 火 花 が 生ま れ ま す 。 


例 : 爆発 する 爆竹 を 作り た いと し ます 


花火 を 赤い 関 光 と と も に 打ち 上 げ 、 白 い 火花 を 散ら し ます 。 ま ず 、 道 路 用 の フレ ア を 取り 出し 、 そ の 中 の 材料 を 細か く 粉砕 し ます 。 ま た は 、 赤 い 線香 花火 を 
細か く 粉 砕 す る こと も で きま す 。 次 に 、 こ の 材料 を 少量 、 内 光 粉 末 と 混ぜ ます 。( 注 意 : 内 光 粉末 は 、 泥 ぜ る 材料 に よっ て は 反応 し 、 自 然 発火 する 場合 が あり ま 
す !) 剛 光 粉末 9 部 に 対し て フレ ア ま た は 線香 花火 の 材料 1 部 の 割合 で 混ぜ 、 ア ルミ ホイ ル の 小さ な ボー ル を 15 個 ほ ど 加 えま す 。 材 料 が 反応 し 

な いこ と を 確認 する た め に 、 材 料 を ビニ ー ル 袋 に 入れ て 家 の 外 で 一 晩 保管 し ます 。 そ し て 、 朝 、 少 量 を 試し 問題 が な けれ ば 爆竹 に 入れ ます 。 


8) この タイ プ の 爆竹 を ロケ ッ ト エ ンジ ン に 取り 付け る と 、 プ ロ か ら セ ミ プ ロ 級 の 展示 が 可能 に な り ま す 。 
生産 され まし た 。 


7.42 スカ イロ ケッ ト 


模型 ロケ ッ ト エ ンジ ン を 使え ば 、 印 象 的 な 自家 製 ロ ケッ ト を 簡単 に 自宅 で 作る こと が で きま す 。 エ ステ ス エン ジン が お 勧め で す 。 


1) 希望 する サイ ズ の Estes モデ ル ロ ケ ッ ト エ ンジ ン を 購入 し ます 。 文 字 が 増え る ご と に パワ ー が 2 倍 に な る こと を 覚え て お いて くだ さい 。 
(詳細 は セク ショ ン 6.1 を 参照 ) 
2) エン ジン に ぴっ た り 合 う 模型 ロケ ッ ト の ボディ チュ ー ブ の 一 部 を 購入 する か 、 い くつ か の チュ ー ブ か ら チ ュー ブ を 作り ます 。 
紙 と 棚 の 厚 さ 。 
3) エン ジン の 裏側 の 粘土 を 削り 取り 、 粉 末 を 露出 させ ます 。 チ ュー ブ を エン ジン の 裏側 に 接着 し ます 。 
チュ ー ブ が エン ジン の 少な く と も 半分 を 覆う よう に 、 チ ュー ブ の 中 に フラ ッシュ パウ ダー を 少量 、 約 1/2 イン チ ほ ど 注 ぎ ま す 。 


4) 爆竹 の 項 で 説明 し た 材料 を 追加 する こと で 、 さ ま ざ ま な 効果 を 生み 出す こと が で きま す 。 
5) ジャ ン ピ ン グ ジ ャ ッ ク や ボトル ロケ ッ ト を 棒 な し で チュ ー ブ に 入れ る と 動く 
火の玉 や MRV 


が 生成 され る こと が あり ます 。 
6) 最後 に に チュ ー ブ に 自家 製 爆竹 を た くさ ん 取り 付け て 


チュ ー ブ 内 の ヒュ ー ズ を 使用 する と 複数 の 色 の バー スト を 発生 さ は る こと が で きま す 。 
7.43 ロー マン キャ ンド ル 
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ロマ ン キ ャ ンド ル は 見 て いる だ け で も 感動 し ます 。 他 の 種類 の 自家 製 花火 に 比べ る と 作る の が 比較 的 難し いで す が 、 苦 労 する 価値 は 十分 に あり ます 。 


1) 厚 さ 1/2 イン チ の 模型 ロケ ッ ト の 胴体 チュ ー ブ を 購入 し 、 紙 や マス キン グ テー プ を 何 層 に も 重ね て 補強 し ます 。 チ ュー ブ が 爆発 する 


の を 防ぐ た め に 、 こ の 作業 が 必要 で す 。 チ ュー ブ を 約 10 イン チ の 長 さ に 切り ます 。 


2) チュ ー ブ を ワッ クス ペー パー の 上 に 置き 、 片 方 の 端 を エポキシ で 密封 し ます 。 
乾燥 剤 も 入れ ます 。 約 1/2 イ ンチ あれ ば 十分 で す 。 
3) チュ ー ブ の エポキシ の 下層 の すぐ 上 に 穴 を 開け 、 必 要 な 長 さ の 防水 ヒ 
ュー ズ を 挿入 し ます 。 ヒ ュー ズ が し っ か り と フィ ッ ト す る こと を 確認 し ます 。 
4) パイ ロ デ ックス また は 火 業 を 約 1 イン チ ほ ど 注ぎ 、 


チュ ー ブ 。 


5) 好み の 6 イン チ の 花火 2 個 分 を 粉 に し て ボー ル 状 に する 。 
色 。 こ の 粉末 を 少量 の 閥 光 粉 末 と 少量 の パイ ロ デ ッ クス と 混ぜ て 、 最 終 比率 (体積 比 ) が 6096 の 線香 花火 材料 / 2096 の 光 粉末 / 2000 の パイ ロ デ ックス に な る よう に し ま 
す . 粉 末 を よく 混ぜ た 後 、 水 を 1 滴 ず つ 加え て 、 湿 っ た ペー スト に な る まで 混ぜ 続け ます 。 こ の ペー スト は 手 で 成形 で き 、 そ の まま 放置 し て も 形状 が 維持 され る は ず で す 。 ペ 
ー ス ト か ら チ ュー ブ に ぴっ た り 収 まる ボー ル を 作り ます 。 ボ ー ル を 乾燥 させ ます 。 


6) 乾い た ら 、 ボ ー ル を チュ ー ブ の 中 に 落と し ます 。 ボ ー ル は 滑り 落ち る は ず で す 。 
か な しり 簡単 で す 。 チ ュー ブ の 中 に ティ ッシュ ペー パー を 少し 丸め て 入れ 、 鉛 筆 で ボー ル に 軽く 押し 当て ます 。 


7) 使用 する 準備 が で きた ら 、 ろ うそ く を 地面 に 穴 を あけ て 、 
安全 な 方 向 に 進み 、 導 火 線 に 火 を つけ て 走り ます 。 装 置 が 作動 すれ ば 、 色 の つい た 火の玉 が チュ ー ブ か ら 約 30 フィ ー ト の 高 さ まで 発 
射 さ れ ま す 。 こ の 高 さ は 、 手 順 4 で 少し 多め の 火薬 を 投入 する か 、 少 し 長い チュ ー ブ を 使用 する こと で さら に 上 げ る こと が で きま 
す 。 


8) ボー ル が 点 火 し な い 場 合 は 、 手 順 5 で パイ ロ デ ッ クス を 少し 追加 し ます 。 
9) ロマ ン キ ャ ンド ル 用 に 作ら れ た ボー ル は ロケ ッ ト で も 非常 に よく 機能 し ます 。 


色とりどり の 火の玉 が 落ち て くる よう な 効果 を 生み 出し ます 。 


8.0 サプライ ヤー リス ト と 詳細 情報 


この 出版 物 の 情報 の ほとん ど 、 あ る い は すべ て は 、 公 共 図書 館 ま た は 大 学 図書 館 で 入手 で きま す 。 ま た 、 自 宅 で 爆発 物 を 作る 方 法 を 他 の 人 に 教え 、 金 儲け を し た い 人 が 発行 する 出 
版 物 も 多数 あり ます 。 そ の よう な 出版 物 の 広告 は 、 準 軍事 雑誌 や 新聞 に 頻繁 に 掲載 され ます 。 こ の リス ト は 、 情 報 や 材料 を 購入 で きる 場所 が 多数 ある こと を 示す た め に 提示 され て い 
ます 。 花 火 会 社 な ども 含ま れ て いま す 。 


会 社名 と 住所 当社 が 販売 する も の 
株 式 会 社 フル オー ト 爆発 的 な レシ ピ 、 
PO BOX 1881 マー フリ ー 紙 管 


ズ ボ ロ 、 テ ネ シ ー 州 37133 


無制限 化学 物質 と ヒュ ー ズ 
ボッ クス 1378-SN 
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オレ ゴン 州 ハ ー ミ スト ン 


97838 

アメ リカ の 花火 ニュ ー ス 花火 ニュ ー ス マガ ジン 
SR ボッ クス 30 情報 源 と 技術 
ディ ンマ ンズ フェ リー、 ペ ン シ ル バニ ア 州 

18328 

バー ネッ トイ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 弓 、 ク ロス ボウ 、 ア ー チ ェ リ ー 用 具 、 
125 ラン ネル ズ スト リー ト エア ライ フル 

私 書 箱 226 

ミシガン 州 ポ ー ト ヒュ ー ロ ン 

48060 

クロ スマ ン エ アガ ンズ 私 書 箱 22927 エア ガン 


ニュ ー ヨ ー ク 州 ロ チェ スタ ー 


14692 

エグ ゼクティ ブ プ ロ テ ク ショ ンプ ロダ クツ 株 式 会 社 催涙 ガス 手 梅 弾 、 
316 カリ フォ ルニア アベ ニュ ー 保護 装置 

ネバ タダ 州 リ ノ 

89509 

バジ ャ ー フ ァ イ ア ワー クス 株 式 会 社 クラ ス 「B」 お よび 「C」 の 花火 


ボッ クス 1451 
ウィ スコ ン シ ン 州 ジ ェ ー ン ズ ビ ル 
53547 


ニュ ー イ ング ラン ド ファ イア ワー クス 社 クラ ス 「C」 花 火 
郵便 番号 3504 

スタ ン フ ォ ー ド 、 コ ネ チ カ ッ ト 州 

06095 


レイ ン ボ ー ト レイ ル クラ ス 「C 火 
ボッ クス 581 

ペン シル ベニ ア 州 エッ ジモン ト 

19028 


M 


スト ー ニ ント ン ・ フ ファイアー ワー クス 社 クラ ス 「C」 お よび 「B」 の 花火 
4010 ニュ ー ウ ィ ル ジー ベイ U.25 ロー ド 


ミシガン 州 ラ ピッ ドリ バー 


49878 

ウィ ン デ ィ シ ティ ファ イア ワー クス 株 式 会 社 クラ ス 「C」 お よび 「B」 の 花火 
PO BOX 11 ロ チ ェ ス タ {お 得 な 価格 ! ] 
ー、 イ ン デ ィ ア ナ 


46975 
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アナ ー キ スト の 料理 本 
即席 兵器 マニ ュ ア ル 
軍用 爆発 物 

火災 と 爆発 


9.0 ラボ で の RAID の チェ ッ ク リ スト 


結局 本気 の テロ リス ト は 、 本 当 に 役に立つ 爆発 物 を 作り た い の で あれ ば 、 
彼女 は 爆発 物 を 作る た め の 化学 物質 を 研究 室 か ら 盗 まな けれ ば な ら な い 。 そ の よう な 化学 物質 の 優先 順位 の リス ト 
お そら く 次 の よう に な り ま す 。 


液体 固体 
硝酸 過 塩 素 酸 カ リウ ム 
0 本 49 塩素 酸 カ リウ ム 
この 95% エ エタノール 5 ピク リン 酸 (通常 は 粉末 ) 
な トル エン 5 敵 硝酸 アン モニ ウム 
還 肖 過 塩 素 酸 二 粉末 マグ ネ シ ウム 
上 塩酸 粉末 アル ミニ ウム 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 
還 硫黄 
ーー 水星 
二 硝酸 カリ ウム 
水 酸 化 カ リウ ム 
リン 
アジ 化 ナ トリ ウム 
酢酸 鉛 
半 才 硝酸 バリ ウム 
10.0 有用 な 熱 化学 


一 般 的 に 、 い くつ か の 基本 的 な 化学 物質 か ら 多 く の 化学 物質 を 作る こと が で きま す 。 有 用 な 化学 反応 の リス ト は 次 の と お り で す 。 
提示 され た 内 容 は 、 一 般 化学 の 知識 を 前 提 と し て いま す 。 以 下 の 反 応 を 理解 し て いな い 人 は 、 
高校 の 化学 の 教科 書 の 最初 の 5 章 を 読む だ け で 済み ます 。 


1. 過 塩 素 酸 と 水 酸 化 カ リウ ム か ら 過 塩素 酸 カ リウ ム を 作る 
K(OH) 中 HCIO Cc 塩化 カリ ウム 中 ほお ぉ 


2. 硝酸 と 水 酸 化 カ リウ ム か ら 硝 酸 カ リウ ム を 作る 
+ HNO ーー いい え + 


3. 過 塩 素 酸 と 水 酸 化 ア ン モ ニウム か ら 過 塩素 酸 ア ン モ ニウム を 生成 する 


NH OH + HCIO ーー NHCIO 中 9 
3 4 3 4 


4. 硝 酸 と 水 酸 化 ア ン モ ニウム か ら 硝 酸 ア ン モ ニウム を 作る 


NH OH + HNO ーー テ NH いい え + 
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5. 酸 、 ア ルミ ホイ ル 、 マ グ ネ シウム か ら 作 られ た 粉末 アル ミニ ウム 


A アル ミホ イル + 6HCI ーー 2AICI+ 3H 
3 2 
B. 2AlCI (水溶 液 ) | 3mg ーー> 3MgCI (水溶液 2 + 2 アル 
3 


Al は 容器 の 底 に 非常 に 細か い 銀 色 の 粉末 と し て 残り 、 そ れ を 濾過 し て 乾燥 させ る 必要 が あり ます 。 
この 方 法 は 硝酸 と 硫酸 で 機能 し ます が 、 こ れ ら の 酸 は 高 性 能 爆薬 の 製造 に 非常 に 貴重 な の で 、 
余剰 在庫 が な い 限 り 、 そ の よう な 目的 に は 使用 し な いで くだ さい 。 


11.0 著者 に つい て 


著者 は 匿名 を 希望 し て お り 、 現 在 は アメ リカ 合衆国 の 大 学 に 通っ て いる 。 

工学 を 専攻 。 両 親 は 東海 岸 で 育ち 、 そ こ で 高校 教育 を 受け た 。 

彼 が 花火 に 興味 を 持ち 始め た の は 8 歳 の 頃 で 、12 歳 の 時 に 初め て 花火 を 制作 し まし た 。 

爆発 装置 。 大 き な 爆竹 より 少し だ け 威 力 が あり まし た -。 彼 は 爆発 装置 を 作り 続け まし た 。 

彼 は 数 年 に わた っ て 模型 ロケ ッ ト に も 興味 を 持ち 、 キ ッ ト か らい くつ か の ロケ ッ ト を 製作 し 、 

高校 時 代 に は CHAOS に 所 属し 、 最 終 的 に は 

ガン ゼン ボム ズ ・ パ イロ テク ノロ ジー ズ 。 こ の と き 、18 歳 で 彼 は 最初 の 高 性 能 爆 薬 装置 を 製作 し 、1 フ ィ ー ト の 
仲間 の 裏庭 に 深い クレ ー タ ー を 作っ た 。 彼 は また 、 多 く の 種類 の ロケ ッ ト 、 爆 発 性 の 弾薬 、 そ の 他 の 

花火 製造 装置 。 ガ ン ゼ ン ボ ムズ ・ パ イロ テク ノロ ジー ズ を 率い て いた と き 、 自 家 製 の 花火 で 負傷 し た 。 
装置 は 彼 の 手 の 中 で 爆発 し た 。 彼 は 装置 を 作っ た わけ で は な い 。 し か し 、 著 者 は それ を 知り 、 改 革 す る こと を 決意 し た 。 
彼 は 今 で も 時 々 爆発 装置 を 作っ て いる が 、 そ の 製造 は 控え て いる 。 

真夜 中 に 、 プ ロ の ショ ー と 同様 の 効果 を 生み 出す ロケ ッ ト が 時 々 見 られ る こと が あり ます 。 

彼 は 大 学 の 近く の 空 を 愛し て お り 、7 月 4 日 は 今 で も 一 年 で 一 番 好 き な 日 で す 。 


平和 と 不 和 、 


著者 


テロ リス ト の ハン ドブ ッ ク の 初版 は これ で 終わ り で す 。 こ れ が 唯一 の 
許可 され た 出版 権 お よび 唯一 の 制作 権 は CHAOS INDUSTRIES に 帰属 し ます 。 
そし て GUNZENBOMZ PYRO-TECHNOLOGIES。 


RETURN キー を 押し て くだ さい .… 


RETURN キー を 押し て くだ さい .… 
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